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(57)【要約】
【課題】興趣の低下を抑制できる遊技機を提供する。
【解決手段】複数の図柄列のうち少なくとも一の図柄列
は、多数の主図柄が可変表示可能な主図柄列と、所定の
表示窓において主図柄の少なくとも一部をかくすかたち
で副図柄を含む画像を可変表示可能な副図柄列とで構成
される。一の図柄列が停止されたことによって副図柄列
に表示された副図柄と、この一の図柄列とは別の図柄列
が停止されたことによってあらわれた主図柄とにより構
成される図柄組み合わせとして、特定の図柄組み合わせ
があらわれると、遊技者に有利な特典が付与される。停
止操作手段が操作されると、可変表示状態にある主図柄
列が停止されるとともに、可変表示状態にある副図柄列
も停止される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　図柄が可変表示される複数の図柄列と、
　前記図柄列に対応して設けられ、可変表示状態にある前記図柄列を停止させることが可
能な停止操作手段と、
　前記停止操作手段が操作されたことに基づいて、所定の抽選結果が示されるように可変
表示状態にある図柄列を停止させる制御を実行可能な停止制御手段と、
　を備え、前記複数の図柄列が停止されたときに、所定の表示窓にゲーム結果があらわれ
る遊技機であって、
　前記複数の図柄列のうち少なくとも一の図柄列は、
　多数の主図柄が可変表示可能な主図柄列と、前記所定の表示窓において前記主図柄の少
なくとも一部をかくすかたちで副図柄を含む画像を可変表示可能な副図柄列とで構成され
てなり、
　前記遊技機は、さらに、
　前記一の図柄列が停止されたことによって前記副図柄列に表示された副図柄と、該一の
図柄列とは別の図柄列が停止されたことによってあらわれた図柄とにより構成される図柄
組み合わせとして、特定の図柄組み合わせがあらわれると、遊技者に有利な特典を付与可
能な特典付与手段を備えており、
　前記停止制御手段は、
　前記一の図柄列に対応する停止操作手段が操作されたことに基づいて、可変表示状態に
ある前記主図柄列を停止させる制御を実行する主停止制御手段と、可変表示状態にある前
記副図柄列を停止させる制御を実行可能な副停止制御手段とを有し、当該一の図柄列につ
いては前記主図柄列の停止に伴って前記副図柄列も停止されうるようにした
　ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、胴式遊技機（一般的に「スロットマシン」とも称する）等の遊技機に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えばスロットマシンに代表される遊技機は、外周部に複数種類の図柄が描かれ
た複数のリールを有する可変表示装置を備えており、回転しているリールに対応して設け
られた停止ボタンを操作すると、回転が停止される。そして、全てのリールの回転が停止
されたときに、表示窓に表示された図柄組み合わせによりゲーム結果が示される（例えば
特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－０２１１１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の遊技機によれば、予め定められた個数の図柄が可変表示されるだけであ
り、遊技者により停止操作されたときに表示窓に表示される図柄の組み合わせのバリエー
ションには制限があり、興趣が低下するおそれがある。
【０００５】
　この発明は、こうした実情に鑑みてなされたものであり、興趣の低下を抑制することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　請求項１に記載の遊技機は、図柄が可変表示される複数の図柄列と、前記図柄列に対応
して設けられ、可変表示状態にある前記図柄列を停止させることが可能な停止操作手段と
、前記停止操作手段が操作されたことに基づいて、所定の抽選結果が示されるように可変
表示状態にある図柄列を停止させる制御を実行可能な停止制御手段と、を備え、前記複数
の図柄列が停止されたときに、所定の表示窓にゲーム結果があらわれる遊技機であって、
前記複数の図柄列のうち少なくとも一の図柄列は、多数の主図柄が可変表示可能な主図柄
列と、前記所定の表示窓において前記主図柄の少なくとも一部をかくすかたちで副図柄を
含む画像を可変表示可能（主図柄に存在しない図柄も含む。また絵柄も含む）な副図柄列
とで構成されてなり、前記遊技機は、さらに、前記一の図柄列が停止されたことによって
前記副図柄列に表示された副図柄と、該一の図柄列とは別の図柄列が停止されたことによ
ってあらわれた図柄とにより構成される図柄組み合わせとして、特定の図柄組み合わせが
あらわれると、遊技者に有利な特典を付与可能な特典付与手段を備えており、前記停止制
御手段は、前記一の図柄列に対応する停止操作手段が操作されたことに基づいて、可変表
示状態にある前記主図柄列を停止させる制御を実行する主停止制御手段と、可変表示状態
にある前記副図柄列を停止させる制御を実行可能な副停止制御手段とを有し、当該一の図
柄列については前記主図柄列の停止に伴って前記副図柄列も停止されうるようにしたもの
である。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、興趣の低下を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態であるスロットマシンにおいて透明部分を不透明として表し
た正面図である。
【図２】図１の状態でスロットマシンを前から見た斜視図である。
【図３】スロットマシンを後ろから見た斜視図である。
【図４】図１のスロットマシンにおいて透明部分の後方を表した正面図である。
【図５】図４の状態でスロットマシンを前から見た斜視図である。
【図６】スロットマシンを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図７】スロットマシンを主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図８】スロットマシンを左右方向中央で切断して右側から見た右側面断面図である。
【図９】（ａ）はスロットマシンにおけるドアユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ
）はドアユニットを後ろから見た斜視図である。
【図１０】ドアユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図１１】ドアユニットを主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図１２】ドアユニットにおけるトップカバーユニットを左右方向中央で切断して右側か
ら見た右側面断面図である。
【図１３】トップカバーユニットにおける導光板を発光させた状態で示す正面図である。
【図１４】（ａ）はドアユニットにおける前可動演出ユニットの正面図であり、（ｂ）は
（ａ）の状態から前可動装飾体を下降させた状態で示す前可動演出ユニットの正面図であ
る。
【図１５】（ａ）はスロットマシンらおける中ユニットの正面図であり、（ｂ）は中ユニ
ットの背面図である。
【図１６】中ユニットを前から見た斜視図である。
【図１７】中ユニットを右後ろから見た斜視図である。
【図１８】中ユニットを左後ろから見た斜視図である。
【図１９】中ユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図２０】中ユニットを主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図２１】中ユニットにおける中ユニットベースに横部可動演出ユニット及び状態表示器
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を取付けた状態で前から見た斜視図である。
【図２２】中ユニットにおける中ユニットベースに横部可動演出ユニット及び状態表示器
を取付けた状態で後ろから見た斜視図である。
【図２３】（ａ）は中ユニットにおける中央可動演出ユニットを前から見た斜視図であり
、（ｂ）は中央可動演出ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図２４】中央可動演出ユニットを分解して前から見た分解斜視図である。
【図２５】中央可動演出ユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図２６】（ａ）は中央可動演出ユニットにおける進退ユニットを前から見た斜視図であ
り、（ｂ）は中央可動演出ユニットにおける進退ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図２７】進退ユニットに配線部材を保持させた状態で前から見た斜視図である。
【図２８】進退ユニットを分解して前から見た分解斜視図である。
【図２９】進退ユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図３０】（ａ）は進退ユニットの断面図であり、（ｂ）は（ａ）の一部を拡大して示す
断面図である。
【図３１】（ａ）は中央可動演出ユニットの通常の状態における概略構成を示す正面図で
あり、（ｂ）は中央可動演出ユニットにおける進退ユニットを誘導する誘導部を示す正面
図である。
【図３２】中央可動演出ユニットにおいて進退ユニットを前進させた状態での概略構成を
示す正面図である。
【図３３】中央可動演出ユニットの第二実施形態を概略で示す正面図である。
【図３４】中ユニットにおける上部可動演出ユニットを前から見た斜視図である。
【図３５】上部可動演出ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図３６】上部可動演出ユニットにおける上横可動演出ユニットの動きを示す上部可動演
出ユニットの正面図である。
【図３７】上部可動演出ユニットにおける上中可動演出ユニットを概略構成で示す正面図
である。
【図３８】（ａ）は退避状態の上中可動演出ユニットを正面から概略で示す説明図であり
、（ｂ）は（ａ）の状態から途中まで出現した状態の上中可動演出ユニットを正面から概
略で示す説明図であり、（ｃ）は出現状態の上中可動演出ユニットを正面から概略で示す
説明図である。
【図３９】上横可動演出ユニットの上横可動装飾体を中央側へ移動させると共に上中可動
演出ユニットの上中可動装飾体を出現位置へ移動させた状態で示す上部可動演出ユニット
の正面図である。
【図４０】前可動演出ユニットの前可動装飾体を下降端に位置させた状態で示すスロット
マシンの正面図である。
【図４１】中央可動演出ユニットの中央可動装飾体ユニットを上昇端に位置させた状態で
示すスロットマシンの正面図である。
【図４２】図４１の状態から上部可動演出ユニットの上中左装飾体及び上中右装飾体を出
現位置に移動させた状態で示すスロットマシンの正面図である。
【図４３】図４２の状態から上部可動演出ユニットの一対の上横可動装飾体６１２を中央
側へ移動させた状態で示すスロットマシンの正面図である。
【図４４】図４３の状態から横部可動演出ユニットのサブ左液晶表示装置及びサブ右液晶
表示装置を直立させた状態で示すスロットマシンの正面図である。
【図４５】横部可動演出ユニットのサブ左液晶表示装置及びサブ右液晶表示装置を水平に
延びたまま図柄表示領域の前方側へ下降させた状態で示すスロットマシンの正面図である
。
【図４６】横部可動演出ユニットのサブ左液晶表示装置及びサブ右液晶表示装置を直立さ
せてメイン液晶表示装置の左右両側に位置させた状態で示すスロットマシンの正面図であ
る。
【図４７】図４６の状態から横部可動演出ユニットのサブ左液晶表示装置及びサブ右液晶
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表示装置を下降させて図柄表示領域の左右両側に位置させた状態で示すスロットマシンの
正面図である。
【図４８】トップカバーユニットの導光板を発光装飾させた状態で示すスロットマシンの
正面図である。
【図４９】スロットマシンにおける各リールの外周面に備えられている図柄列を展開して
示す説明図である。
【図５０】当たり値判定テーブルである。
【図５１】スロットマシンにおける基本的な１ゲームの処理手順を示すフローチャートで
ある。
【図５２】始動処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図５３】フラグ処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図５４】リール停止処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図５５】昇格演出の演出例を示す説明図である。
【図５６】昇格演出の演出例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
［１．スロットマシンの全体構成］
　以下、図面を参照して本発明の遊技機における好適な実施形態について、スロットマシ
ン１を例に図面を参照して説明する。まず、図１乃至図８を参照して本実施形態のスロッ
トマシン１の全体構成について説明する。図１は本発明の一実施形態であるスロットマシ
ンにおいて透明部分を不透明として表した正面図であり、図２は図１の状態でスロットマ
シンを前から見た斜視図であり、図３はスロットマシンを後ろから見た斜視図である。ま
た、図４は図１のスロットマシンにおいて透明部分の後方を表した正面図であり、図５は
図４の状態でスロットマシンを前から見た斜視図である。更に、図６はスロットマシンを
主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図７はスロットマシンを主な構成毎
に分解して後ろから見た分解斜視図である。また、図８は、スロットマシンを左右方向中
央で切断して右側から見た右側面断面図である。
【００１０】
　本実施形態のスロットマシン１は、遊技ホール等に設置され前面が開口している箱状の
筐体ユニット２と、筐体ユニット２内に収容されている遊技ユニット３と、遊技ユニット
３が前方から視認可能となるように筐体ユニット２の前面の開口を開閉可能に閉鎖してい
るドアユニット４と、ドアユニット４の後側に取付けられている中ユニット５と、を主に
備えている。
【００１１】
　筐体ユニット２は、詳細は後述するが、箱状の筐体本体１０と、遊技を制御するための
主制御ユニット２０と、遊技媒体としてのメダルの貯留及び払出しをするための払出ユニ
ット３０と、主制御ユニット２０や払出ユニット３０等に電源を供給するための電源ユニ
ット５０と、電源に入切や遊技内容に設定を行うためのスイッチユニット６０と、を備え
ている。主制御ユニット２０、払出ユニット３０、電源ユニット５０、及びスイッチユニ
ット６０は、筐体本体１０内に取付けられている。
【００１２】
　遊技ユニット３は、詳細は後述するが、外周面に複数の図柄から図柄列を夫々有し左右
に並んだ三つのリール７０と、三つのリール７０を夫々独立して回転させるリール駆動機
構８０と、三つのリール７０及びリール駆動機構８０を筐体ユニット２内に取付けるため
のユニットベース９０と、を備えている。
【００１３】
　ドアユニット４は、詳細は後述するが、筐体ユニット２の前面開口を開閉するドア本体
ユニット１００と、ドア本体ユニット１００の上部に取付けられるトップカバーユニット
２００と、トップカバーユニット２００の後側に取付けられる前可動演出ユニット３００
と、を備えている。ドア本体ユニット１００は、遊技ユニット３の三つのリール７０を回
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転させたり停止させたりして遊技を行うために遊技者が操作する操作ユニット１２０と、
払出ユニット３０から払出されたメダルを貯留するための皿ユニット１５０と、を備えて
いる。
【００１４】
　中ユニット５は、詳細は後述するが、ドアユニット４に取付けられる中ユニットベース
４００と、演出画像を表示可能なメイン液晶表示装置４５０と、演出を制御するための周
辺制御ユニット４７０と、中央可動演出ユニット５００と、上部可動演出ユニット６００
と、横部可動演出ユニット７００と、遊技状態を表示するための状態表示器８００と、を
備えている。
【００１５】
［２．筐体ユニットの全体構成］
　続いて、本実施形態のスロットマシン１における筐体ユニット２の全体構成について、
主に図６乃至図８を参照して詳細に説明する。筐体ユニット２は、前面が開口した箱状で
、内部に遊技ユニット３が収容されると共に、前面の開口がドアユニット４により開閉可
能に閉鎖されるものである。この筐体ユニット２は、前面が開口した箱状の筐体本体１０
と、筐体本体１０内の上部に取付けられており遊技内容を制御する主制御ユニット２０と
、筐体本体１０内の下部中央に取付けられており遊技媒体として投入されたメダルを受け
ると共に遊技結果に応じてメダルを払出す払出ユニット３０と、筐体本体１０内における
払出ユニット３０の正面視右側に取付けられており払出ユニット３０から溢れたメダルを
収納する収納箱４０と、筐体本体１０内における払出ユニット３０の正面視左側に取付け
られており電源を制御するため電源ユニット５０と、筐体本体１０内における電源ユニッ
ト５０の前側に取付けられているスイッチユニット６０と、を備えている。
【００１６】
［２－１．筐体本体］
　筐体ユニット２の筐体本体１０は、前面が開口し上下に延び箱状に形成されている。筐
体本体１０は、図示するように、底部を形成する平板状の底板１１と、底板１１の左右両
端辺から夫々上方に立上っている平板状の一対の側板１２と、一対の側板１２の上端辺同
士を連結しており天部を形成している平板状の天板１３と、天板１３、一対の側板１２、
及び底板１１により形成された正面視長方形状の後端開口を閉鎖している平板状の背板１
４と、内部を上下に仕切る仕切板１５と、を備えており、前面が開口している箱状に形成
されている。この筐体本体１０は、左右両側に配置された一対の側板の前端辺が、下端よ
りも上端が後方に位置するように傾斜している。筐体本体１０内における仕切板１５上に
、遊技ユニット３が取付けられる。
【００１７】
　また、筐体本体１０は、一対の側板１２における上下方向の略中央に、前後方向に延び
ていると共に外側から内側に向かって窪んでいる取っ手１６を備えている。また、筐体本
体１０は、正面視左側の側板１２の前端に取付けられておりドアユニット４をヒンジ回転
可能に取付けるためのヒンジ金具１７と、正面視右側の側板１２の前端内側に取付けられ
ておりドアユニット４における施錠ユニット１８０の施錠フック１８２が係止される係止
片（図示は省略）と、を備えている。
【００１８】
　更に、筐体本体１０は、図８に示すように、背板１４における左右方向中央で後述する
払出ユニット３０におけるホッパ３２の上端よりも若干高い位置で、前後に貫通している
補給孔１４ａを開閉可能に閉鎖している補給蓋１８を備えている。補給蓋１８は、背板１
４の補給孔１４ａに着脱可能に取付けられる枠状の取付枠部１８ａと、取付枠部１８ａ内
の上辺縁に沿って回動可能に取付けられており取付枠部１８ａ内を閉鎖可能な平板状の扉
部１８ｂと、を備えている。この補給蓋１８は、合成樹脂によって取付枠部１８ａと扉部
１８ｂとが一体に形成されており、合成樹脂の塑性変形によって扉部１８ｂが取付枠部１
８ａに対して開閉可能に可動することができる。
【００１９】
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　この補給蓋１８の作用について説明すると、本実施形態のスロットマシン１を、メダル
の自動補給装置を備えた島設備に設置する場合、補給蓋１８の扉部１８ｂを筐体本体１０
内側へ回動させて、取付枠部１８ａの枠内を開口させた状態とし、開口している取付枠部
１８ａの枠内を通して自動補給装置の補給ダクトを筐体本体１０内に挿入する。これによ
り、補給ダクトを介して自動補給装置からのメダルをホッパ３２内に補給させることがで
きる。一方、自動補給装置を備えていない島設備に本実施形態のスロットマシン１を設置
する場合は、取付枠部１８ａの枠内が扉部１８ｂによって閉じられたままの状態で使用し
、取付枠部１８ａの枠内を通して筐体本体１０内に埃やゴミ等の侵入を防止することがで
きる。なお、自動補給装置を備えていない島設備では、ホッパ３２へのメダルを補給する
場合、ドアユニット４を開いて筐体本体１０の前方から行う。
【００２０】
　この補給蓋１８によれば、自動補給装置の補給ダクトを挿通させる際に、筐体本体１０
から補給蓋１８を取外さなくても、扉部１８ｂを開けることで補給ダクトを筐体本体１０
内に挿入することができ、スロットマシン１の使用中において取外した補給蓋を保管する
手間を無くすことができると共に、補給蓋の取外しによる補給蓋の紛失の虞を無くすこと
ができる。
【００２１】
　なお、本実施形態では、補給蓋１８として、開閉可能な扉部１８ｂを備えたものを示し
たが、取付枠部１８ａの枠内が埋められて開閉可能な扉部１８ｂを備えていない補給蓋と
しても良い。この場合は、補給蓋を筐体本体１０から取外して補給孔１４ａを開口させ、
補給孔１４ａに補給ダクトを通すことで自動補給装置を備えた島設備に対応することがで
きる。
【００２２】
［２－２．主制御ユニット］
　筐体ユニット２の主制御ユニット２０は、図８に示すように、筐体本体１０内において
、背板１４の前面上部に取付けられている。この主制御ユニット２０は、遊技内容の制御
と遊技媒体としてのメダルの払出しを制御するための主制御基板２１と、主制御基板２１
を収容している主制御基板ボックス２２と、主制御基板２１での制御に用いられるプログ
ラムやデータ等を予め記憶した制御ＲＯＭを備えているサブ主制御基板２３と、サブ主制
御基板２３を収容しているサブ主制御基板ボックス２４と、主制御基板ボックス２２及び
サブ主制御基板ボックス２４が取付けられ、筐体本体１０の背板１４に取付けられる板状
の取付ベース２５と、主制御基板ボックス２２とサブ主制御基板ボックス２４とに跨って
取付ベース２５に取付けられるボックスカバー２６と、を備えている。
【００２３】
　詳細な図示は省略するが、主制御基板２１は、正面視の形状が左右に延びた長方形に形
成されており、前面の下端付近に入出力に用いられる複数のコネクタが取付けられている
。主制御基板ボックス２２は、主制御基板２１の入出力用のコネクタが前方に臨むように
、主制御基板２１を収容している。また、主制御基板ボックス２２は、前後に分割可能に
形成されていると共に、分割（開閉）した痕跡が残るように形成されている。この主制御
基板ボックス２２は、取付ベース２５の前面上部に、脱着可能に取付けられる。主制御基
板ボックス２２と取付ベース２５とは、取付け取外しの痕跡が残るように夫々が形成され
ている。
【００２４】
　サブ主制御基板２３は、正面視の形状が左右に延びた長方形に形成されており、前面の
上端付近に入出力用に用いられる複数のコネクタが取付けられている。サブ主制御基板ボ
ックス２４は、サブ主制御基板２３の入出力用のコネクタが前方に臨むように、サブ主制
御基板２３を収容している。また、サブ主制御基板ボックス２４は、前後に分割可能に形
成されていると共に、開閉した痕跡が残るように形成されている。このサブ主制御基板ボ
ックス２４は、主制御基板ボックス２２の下側となる取付ベース２５の前面下部に、脱着
可能に取付けられる。サブ主制御基板ボックス２４と取付ベース２５とは、取付け取外し
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の痕跡が残るように夫々が形成されている。
【００２５】
　主制御基板ボックス２２及びサブ主制御基板ボックス２４は、取付ベース２５の前面に
おいて、上下に並んで取付けられている。ボックスカバー２６は、主制御基板ボックス２
２から前方に臨んでいる主制御基板２１の複数のコネクタと、サブ主制御基板ボックス２
４から前方に臨んでいるサブ主制御基板２３の複数のコネクタとを覆うように、取付ベー
ス２５に着脱可能に取付けられている。ボックスカバー２６と取付ベース２５とは、取付
け取外しの痕跡が残るように形成されている。
【００２６】
［２－３．払出ユニット］
　筐体ユニット２の払出ユニット３０は、図６及び図８に示すように、筐体本体１０内に
おける左右方向の略中央で、底板１１の上面に取付けられており、ドアユニット４の投入
口１２３に投入されてメダルセレクタ１７０により振分けられた遊技媒体としてのメダル
を貯留すると共に、貯留しているメダルをドアユニット４の受皿１５１に払出すものであ
る。払出ユニット３０は、底板１１の上面に取付けられるユニット本体３１と、ユニット
本体３１の上部に取付けられており、上方に開放されていると共に下部が下方に向かうに
従って窄まっておりメダルを受けることが可能なホッパ３２と、ホッパ３２内の下端部で
ユニット本体３１に回転可能に取付けられており、周方向に等間隔でメダルの外径よりも
若干大きい直径で貫通している複数の収容部３３ａを有した円盤状の払出回転体３３と、
払出回転体３３を回転駆動させユニット本体３１に取付けられている払出モータ３４と、
払出モータ３４の駆動により払出回転体３３が回転させられることで収容部３３ａに収容
されたメダルを払出しユニット本体３１の前面に開口している払出口３５と、を備えてい
る。
【００２７】
　払出ユニット３０は、ドアユニット４の投入口に投入された後に、セレクタにより振分
けられたメダルを、ホッパ３２により受けると共に、ホッパ３２内に貯留することができ
る。なお、ホッパ３２内がメダルで一杯になった場合、溢れたメダルがホッパ３２の排出
口（図示は省略）から収納箱４０内に排出される。また、払出ユニット３０は、ホッパ３
２内に貯留されたメダルを、主制御基板２１からの払出コマンドに応じて、払出モータ３
４により払出回転体３３を回転させて、払出口３５からメダルを払出す。排出口３５から
払出されたメダルは、ドアユニット４の放出口１１２を通って受皿１５１内に供給される
（払出される）。この払出ユニット３０は、払出モータ３４の駆動によりメダルを一つず
つ払出すことができる。
【００２８】
　払出ユニット３０のホッパ３２から溢れたメダルが排出される収納箱４０は、上方が開
放された箱状に形成されている。この収納箱４０内には、上下に離間した一対の検知棒（
図示は省略）が挿入されている。一対の検知棒は、夫々主制御基板２１に接続されており
、一対の検知棒の間を埋めるように収納箱４０内にメダルが貯留されることで、一対の検
知棒の間で接触している複数のメダルを通して、一対の検知棒の間で通電が可能となると
、主制御基板２１において収納箱４０内がメダルで満杯になったと判断し、その旨を遊技
者や遊技ホール側に報知する。
【００２９】
［２－４．電源ユニット］
　筐体ユニット２の電源ユニット５０は、主制御ユニット２０、払出ユニット３０、ドア
ユニット４や中ユニット５等のスロットマシン１内に備えられている各種電気部品に対し
て電源を供給するためのものである。この電源ユニット５０は、筐体本体１０内における
正面視左側の側板１２の下部に取付けられている。電源ユニット５０は、電源を供給する
ための電源基板（図示は省略）と、電源基板を覆い筐体本体１０内の側板１２に取付けら
れる電源基板ボックス５２と、を備えている。電源基板は、電源基板ボックス５２によっ
て全体が覆われている。



(9) JP 2016-220973 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

【００３０】
［２－５．スイッチユニット］
　筐体ユニット２のスイッチユニット６０は、筐体本体１０内における電源ユニット５０
の前方で、正面視左側の側板１２の内側下部に取付けられている。このスイッチユニット
６０は、スロットマシン１の電源スイッチ６１と、遊技内容を設定するための設定スイッ
チ６２と、を備えている。電源スイッチ６１及び設定スイッチ６２は、開閉可能なカバー
により覆われている。
【００３１】
　スイッチユニット６０の設定スイッチ６２は、詳細な図示は省略するが、キースイッチ
とボタンスイッチとで構成されており、キースイッチに特定のキーを差し込んで回すこと
により、ＯＦＦからＯＮにすることで、ボタンスイッチの操作が受付可能となる。設定ス
イッチ６２を操作することで、スロットマシン１をリセットしたり、遊技モードを変更し
たりすることができる。設定スイッチ６２により設定された遊技モードは、中ユニット５
の状態表示器８００の設定表示器８１０に、アラビア数字で表示される。
【００３２】
［３．遊技ユニット］
　続いて、本実施形態のスロットマシン１における遊技ユニット３について、主に図６及
び図８を参照して説明する。円筒状の三つのリール７０と、各リール７０を回転駆動可能
に取付けているリール駆動機構８０と、各リール７０が同軸上となるように三つのリール
駆動機構８０を支持しており筐体本体１０内における仕切板１５の上面に取付けられるユ
ニットベース９０と、を備えている。遊技ユニット３は、左右方向に並んだ三つのリール
７０を備えており、正面視左から左リール７０Ｌ、中リール７０Ｍ、右リール７０Ｌ、と
称する。
【００３３】
　遊技ユニット３のリール７０は、詳細な図示は省略するが、円盤状のハブから放射状に
延びた複数（本例では５本）のスポークの先端同士を円環状のリムで連結しているリール
メインフレーム７１と、リールメインフレーム７１から軸方向に離間していると共に同軸
上に配置されておりリムと外径が同径の円環状のリールサブフレーム（図示は省略）と、
リールサブフレームとリールメインフレーム７１のリムとを連結しており透光性を有した
円筒状のリールシリンダ７３と、を備えている。リールメインフレーム７１は、複数のス
ポークのうちの一つからリールサブフレーム側に突出している平板状の検知片を備えてい
る。リール７０におけるリールシリンダ７３の外周面に、複数の図柄を列状に配列した図
柄列（図４９を参照）を印刷した透光性を有する図柄シート（図示は省略）が貼付けられ
ている。
【００３４】
　遊技ユニット３のリール駆動機構８０は、ユニットベース９０に取付けられる板状の駆
動ベース８１と、駆動ベース８１の一方の面から直角に突出しておりリール７０における
リールメインフレーム７１のハブを回転可能に支持する円柱状の軸部８２と、駆動ベース
８１における軸部８２が突出している側と同じ面側に回転軸が突出するように駆動ベース
８１に取付けられているリールモータ８３と、リールモータ８３の回転軸に取付けられて
いる駆動ギア（図示は省略）と、駆動ギアと噛合しておりリール７０におけるリールメイ
ンフレーム７１のハブに取付けられる従動ギア８５と、駆動ベース８１における軸部８２
が突出している側の面に取付けられておりリール７０におけるリールメインフレーム７１
の検知片を検知可能なリール回転検知センサ８６と、を備えている。
【００３５】
　また、リール駆動機構８０は、駆動ベース８１における軸部８２が突出している側の面
に取付けられており組立てた状態で前面側が開放されている箱状のリフレクタ８７と、リ
フレクタ８７の後側に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されているリール装飾
基板８８と、を備えている。リフレクタ８７は、開放されている前面側が、リール７にお
ける円筒状のリールシリンダ７３の内周面に沿うように湾曲状に形成されている。また、
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リフレクタ８７は、リールシリンダ７３の内周面の周方向に対して三つに等分割されてい
る。リール装飾基板８８は、リフレクタ８７の三つに分割された部位の夫々に対するよう
にＬＥＤが実装されている。
【００３６】
　このリール駆動機構８０は、駆動ベース８１がリール７０の軸方向におけるリールサブ
フレーム側の外方に位置するように組立てられる。また、組立てた状態では、リフレクタ
８７が、リール７０におけるリールメインフレーム７１とリールサブフレームとの間で、
リールシリンダ７３の内側に位置している。これにより、リール装飾基板８８のＬＥＤを
発光させると、リールシリンダ７３（図柄シート）の一部を内側から発光装飾させること
ができる。
【００３７】
　遊技ユニット３のユニットベース９０は、前面が開放された箱状に形成されており、側
面視における内周形状が、リール駆動機構８０における駆動ベース８１の外周形状と略一
致している。このユニットベース９０は、内部に、夫々にリール７０が回転駆動可能に取
付けられている三つのリール駆動機構８０を、各リール７０が左右方向に延びた軸線に対
して同軸上に取付けることができる。また、ユニットベース９０は、内部にリール駆動機
構８０を介してリール７０を取付けた状態で、リール７０における外周面の約１／３が前
方に露出するように形成されている。
【００３８】
　遊技ユニット３における三つのリール７０には、図柄の配列が異なった図柄シートが夫
々取付けられている（図４９を参照）。遊技ユニット３は、リールモータ８３がステッピ
ングモータとされており、リールメインフレーム７１の検知片をリール回転検知センサ８
６により検知することで、主制御基板２１によりリール７０の回転角度を正確に制御する
ことができ、リール７０（図柄シートに施された図柄）を所望の回転角度で回転停止させ
ることができる。
【００３９】
　遊技ユニット３は、左右に並んだ三つのリール７０を、リール駆動機構８０のリールモ
ータ８３により回転させることで、三つのリール７０による三つの図柄列を変動表示させ
ることができる。詳述すると、遊技ユニット３は、左右に並んだ三つのリール７０を、夫
々リールモータ８３により正面視において外周面に備えられた複数の図柄（図柄列）が上
から下へ移動するように回転させることで、図柄を変動表示させる。また、遊技ユニット
３は、各リール７０内に配置されているリフレクタ８７及びリール装飾基板８８により、
周方向（上下方向）に並んだ三つ分の図柄を発光装飾させることができ、三つのリール装
飾基板８８により、左右に三つ並んだ上下三段の合計九つの図柄を発光装飾させることが
できる。この三つのリール装飾基板８８により発光装飾させることが可能な領域が、三つ
のリール７０による図柄表示領域Ａとなっている（図４を参照）。
【００４０】
［４．ドアユニットの全体構成］
　次に、本実施形態のスロットマシン１におけるドアユニット４の全体構成について、主
に図９乃至図１１を参照して説明する。図９（ａ）はスロットマシンにおけるドアユニッ
トを前から見た斜視図であり、（ｂ）はドアユニットを後ろから見た斜視図である。また
、図１０はドアユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図１１は
ドアユニットを主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【００４１】
　スロットマシン１のドアユニット４は、箱状に形成された筐体ユニット２の前面の開口
を開閉可能に閉鎖するものである。ドアユニット４は、筐体ユニット２の前面に対して開
閉可能に取付けられるドア本体ユニット１００と、ドア本体ユニット１００の上部前面に
取付けられるトップカバーユニット２００と、トップカバーユニット２００とドア本体ユ
ニット１００との間に取付けられる前可動演出ユニット３００と、を備えている。前可動
演出ユニット３００は、トップカバーユニット２００を通して遊技者側（前側）から視認
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可能に取付けられている。
【００４２】
［４－１．ドア本体ユニット］
　ドアユニット４におけるドア本体ユニット１００について、主に図９乃至図１０を参照
して詳細に説明する。ドア本体ユニット１００は、筐体ユニット２における筐体本体１０
の前面開口を閉鎖可能な大きさのドアベース１１０と、ドアベース１１０の前面に取付け
られる操作ユニット１２０と、操作ユニット１２０の下側でドアベース１１０の前面に取
付けられている前下装飾ユニット１４０と、前下装飾ユニット１４０の下側でドアベース
１１０の前面に取付けられている受皿ユニット１５０と、を備えている。
【００４３】
　また、ドア本体ユニット１００は、ドアベース１１０の後面に取付けられている補強ユ
ニット１６０と、ドアベース１１０の後面に取付けられているメダルセレクタ１７０と、
ドアベース１１０の後面にて取付けられている施錠ユニット１８０と、ドアベース１１０
の後面に取付けられている低音用スピーカ１９０と、を備えている。低音用スピーカ１９
０は、ドアベース１１０の前面における前下装飾ユニット１４０と受皿ユニット１５０と
の間で前方に音を放射（出力）するように取付けられている。
【００４４】
［４－１ａ．ドアベース］
　ドア本体ユニット４のドアベース１１０は、筐体ユニット２における筐体本体１０の前
面開口を閉鎖可能な大きさに形成されており、正面視の外形形状が上下に延びた長方形に
形成されている。ドアベース１１０は、上下方向中央よりもやや下寄りの位置から上側に
、周縁が細く残るように四角形状で前後に貫通した開口部１１１を有している。また、ド
アベース１１０は、開口部１１１よりも下方で正面視左右方向の略中央に、四角形状で前
後に貫通している放出口１１２を更に有している。ドアベース１１０は、合成樹脂によっ
て一体成型されている。
【００４５】
［４－１ｂ．操作ユニット］
　ドア本体ユニット４の操作ユニット１２０は、ドアベース１１０の前面における開口部
１１１の下側に取付けられている。操作ユニット１２０は、ドアベース１１０の開口部１
１１の下辺から前端側が僅かに低くなるように延出している棚部１２１と、棚部１２１の
前端から下方に垂下している垂下部１２２と、を備えており、ドアベース１１０の前面か
ら前方に膨出している。
【００４６】
　また、操作ユニット１２０は、棚部１２１における正面視右端付近に遊技媒体としての
メダルを投入するための投入口１２３と、投入口１２３の左側で棚部１２１における正面
視左右方向中央に配置されている演出ボタン１２４と、演出ボタン１２４の左側で棚部１
２１の前端付近に配置されているＭＡＸベットボタン１２５と、ＭＡＸベットボタン１２
５の後方でやや左寄りに配置されている１ベットボタン１２６と、１ベットボタン１２６
及びＭＡＸベットボタン１２５の左側で棚部の左端付近に配置されている十字キー１２７
と、を備えている。
【００４７】
　更に、操作ユニット１２０は、垂下部１２２における正面視左右方向中央に左右に列設
された三つの停止ボタン１２８と、停止ボタン１２８の正面視左側に配置され垂下部１２
２から前方に突出している始動レバー１２９と、始動レバー１２９の左側で垂下部１２２
の左端付近に配置されている清算ボタン１３０と、停止ボタン１２８の正面視右側に配置
されている返却ボタン１３１と、を備えている。
【００４８】
　操作ユニット１２０の投入口１２３は、円盤状のメダルを、裏表面を前後方向に向けた
向きで一つずつ投入することができるように形成されている。投入口１２３に投入したメ
ダルは、後述するメダルセレクタにより払出ユニット３０側に振分けられてホッパ３２内
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に貯留される。また、投入口１２３に投入されたメダルは、メダルセレクタ１７０内にお
いて検知され、その検知信号が主制御基板２１に送られることで、主制御基板２１におい
て投入されたメダルの数が計数されて記憶される。
【００４９】
　演出ボタン１２４は、平面視の形状が横長の楕円形に形成されている。この演出ボタン
１２４は、通常の状態では、上面が棚部１２１の上面から若干上方に突出しており、遊技
状態に応じて棚部１２１の上面よりも高く突出して遊技者が押圧可能な状態となる。演出
ボタン１２４は、遊技状態に応じて行われる演出の際に、遊技者が使用するためのもので
ある。また、演出ボタン１２４は、図示は省略するが、内部に複数のＬＥＤを備えており
、ＬＥＤの発光により発光装飾させることができる。
【００５０】
　ＭＡＸベットボタン１２５は、平面視の形状が円形で演出ボタン１２４よりは小さく形
成されていると共に、常時押圧可能とされている。ＭＡＸベットボタン１２５は、主制御
基板２１において投入口１２３に投入されることで記憶されたメダルの数が三つ以上の時
に、押圧操作が受付けられる。ＭＡＸベットボタン１２５の押圧操作が受付けられると、
主制御基板２１に記憶されている投入されたメダルの数から、１回の遊技に使用するメダ
ルの数として最大である三枚を差し引いて遊技を開始できるようになる。ＭＡＸベットボ
タン１２５は、内部にＬＥＤを備えており、ＬＥＤの発光により発光装飾させることがで
きる。
【００５１】
　１ベットボタン１２６は、平面視の形状が円形で、ＭＡＸベットボタン１２５よりも小
さく形成されている。この１ベットボタン１２６は、受付可能な時に押圧操作をすると、
主制御基板２１において記憶されているメダルの数から、１回の遊技に使用するメダルの
数として１枚を差し引いて遊技を開始できるようになる。
【００５２】
　十字キー１２７は、詳細な図示は省略するが、中央に配置された円形の中ボタン、中ボ
タンの上側（後側）及び下側（前側）に夫々配置された扇状の上ボタン及び下ボタン、中
ボタンの左側及び右側に配置された扇状の左ボタン及び右ボタン、の合計五つのボタンを
備えている。この十字キー１２７は、遊技状態に応じて行われる演出の際に、遊技者が使
用するためのものである。
【００５３】
　停止ボタン１２８は、左右に三つ並んでおり、左側から、左停止ボタン１２８Ｌ、中停
止ボタン１２８Ｍ、右停止ボタン１２８Ｒとされている。これら三つの停止ボタン１２８
は、遊技ユニット３における左右に並んだ三つのリール７０（左リール７０Ｌ、中リール
７０Ｍ、右リール７０Ｒ）に夫々対応しており、リール７０が回転中に押圧操作を行うこ
とで、対応しているリール７０の回転を停止させることができる。各停止ボタン１２８は
、夫々ＬＥＤを備えており、ＬＥＤの発光により発光装飾させることができる。
【００５４】
　始動レバー１２９は、投入口１２３にメダルを投入した後に、ＭＡＸベットボタン１２
５又は１ベットボタン１２６を操作して遊技を開始することができる状態の時に操作する
と、主制御基板２１からの制御コマンドに基づいて、遊技ユニット３の三つのリール７０
を回転させて遊技を開始させるものである。三つのリール７０が回転することで、各リー
ル７０の外周面に施されている図柄が変動表示されることとなる。
【００５５】
　清算ボタン１３０は、投入口１２３に投入して主制御基板２１に記憶されているメダル
の数と同じ数のメダルを、払出ユニット３０から受皿１５１内に払出すと共に、主制御基
板２１に記憶されているメダルの数を「０」とするものである。返却ボタン１３１は、メ
ダルセレクタ１７０内に貯留されているメダルを、受皿に返却するためのものである。
【００５６】
　この操作ユニット１２０は、返却ボタン１３１の正面視右側に、施錠ユニット１８０の
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鍵穴１８５が臨んでいる。
【００５７】
［４－１ｃ．前下装飾ユニット］
　ドア本体ユニット１００の前下装飾ユニット１４０は、操作ユニット１２０の下側で、
操作ユニット１２０と同様にドアベース１１０の前面から前方に膨出している。前下装飾
ユニット１４０は、操作ユニット１２０の垂下部１２２の下端から下方に延出した透光性
を有する前下装飾部１４１と、前下装飾部１４１の左右両側に夫々配置されているスピー
カ１４２と、を備えている。
【００５８】
　前下装飾ユニット１４０は、図示は省略するが、前下装飾部１４１の後側に配置されス
ロットマシン１のコンセプトに沿った装飾が印刷された透光性を有する装飾パネルと、装
飾パネルの後側に配置されており前面に複数のＬＥＤが実装された前下装飾基板と、を備
えている。前下装飾基板のＬＥＤを適宜発光させることで、前下装飾部１４１を発光装飾
させることができる。
【００５９】
　二つのスピーカ１４２は、周辺制御基板からの音信号によりステレオでサウンドを出力
することができる。また、スピーカ１４２は、前面にパンチングメタルからなるスピーカ
カバーにより覆われている。
【００６０】
［４－１ｄ．受皿ユニット］
　ドア本体ユニット１００の受皿ユニット１５０は、前下装飾ユニット１４０の下面から
下方に間隔を開けてドアベース１１０の前面下端に取付けられている。受皿ユニット１５
０は、ドアベース１１０の前面から前方に膨出していると共に、上方に開放されている皿
状の受皿１５１と、受皿１５１の正面視左側に配置されている灰皿１５２と、を備えてい
る。ドアベース１１０における受皿１５１の後壁を形成している部位に、放出口１１２が
配置されており、払出ユニット３０から払出されたメダルが、放出口１１２を通って受皿
１５１内に放出される。
【００６１】
［４－１ｅ．補強ユニット］
　ドア本体ユニット１００の補強ユニット１６０は、金属板により形成されており、ドア
ベース１１０を後側から補強している。補強ユニット１６０は、ドアベース１１０の後面
における正面視左辺に沿って取付けられており筐体ユニット２における筐体本体１０のヒ
ンジ金具１７に対してヒンジ回転可能に取付けられる棒状の左補強金具１６１と、ドアベ
ース１１０の後面において上辺に沿って取付けられる棒状の上補強金具１６２と、ドアベ
ース１１０の後面において開口部１１１の下辺に沿って取付けられる棒状の中補強金具１
６３と、ドアベース１１０の後面の前下装飾ユニット１４０よりも下側となる部位に取付
けられる平板状の下部補強板１６４と、を備えている。
【００６２】
　補強ユニット１６０における左補強金具１６１、上補強金具１６２、及び中補強金具１
６３は、帯板状の金属板を屈曲して形成されている。補強ユニット１６０の上補強金具１
６１及び中補強金具１６３に、後述する中ユニット５が取付けられる。
【００６３】
［４－１ｆ．メダルセレクタ］
　ドア本体ユニット１００のメダルセレクタ１７０は、ドアベース１１０の後面における
開口部１１１よりも下側で操作ユニット１２０の投入口１２３の後方に相当する部位に取
付けられている。メダルセレクタ１７０は、通常の状態では、操作ユニット１２０の投入
口１２３にメダルが投入されると、投入されたメダルを払出ユニット３０側に誘導して検
知した上で、払出ユニット３０のホッパ３２に放出する。
【００６４】
　メダルセレクタ１７０は、操作ユニット１２０の返却ボタン１３１を押圧している状態
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では、メダルセレクタ１７０内に貯留されているメダル、及び、新たに投入口１２３に投
入されたメダルを、受皿１５１側に振分けて、ドアベース１１０放出口１１２から受皿１
５１内に放出させる。つまり、メダルセレクタ１７０は、通常の状態では、投入口１２３
に投入されたメダルを、払出ユニット３０側に振分けている。
【００６５】
［４－１ｇ．施錠ユニット］
　ドア本体ユニット１００の施錠ユニット１８０は、ドアベース１１０の後面における正
面視右辺に沿って取付けられている。施錠ユニット１７０は、ドアベース１１０の正面視
右辺の長さよりも若干短く形成されておりドアベース１１０の後面に取付けられる施錠本
体１８１と、施錠本体１８１の上端と下端付近に夫々左右方向に延びた軸周りに回動可能
に取付けられており筐体本体１０の係止片（図示は省略）に係止可能な一対の施錠フック
１８２と、一対の施錠フック１８２を夫々回動させ、施錠本体１８１にスライド可能に取
付けられているスライド棹１８３と、前後に延びた軸周りに回動することでスライド棹１
８３を施錠本体１８１に沿ってスライドさせる施錠カム１８４と、前端に開口している鍵
穴１８５に鍵を差し込むことで施錠カム１８４を回動可能とすると共に、差し込んだ鍵を
回動させることで施錠カム１８４が回動する施錠シリンダ（図示は省略）と、を備えてい
る。
【００６６】
　施錠ユニット１８０は、筐体ユニット２の開口している前面をドアユニット４により閉
鎖すると、一対の施錠フック１８２が筐体ユニット２の図示しない係止片に夫々係止され
、筐体ユニット２に対してドアユニット４が開放不能な状態となる。この状態で、施錠ユ
ニット１８０の鍵穴１８５に対応している鍵を差し込んで回動させると、一対の施錠フッ
ク１８２が夫々回動して、係止片との係止が解除され、筐体ユニット２に対してドアユニ
ット４を開放させることができる。
【００６７】
　この施錠ユニット１８０は、施錠本体１８１等が金属板により形成されており、ドアベ
ース１１０の後面に取付けることで、補強ユニット１６０と共にドアベース１１０を補強
している。
【００６８】
［４－２．トップカバーユニット］
　続いて、ドアユニット４のトップカバーユニット２００について、主に図１０乃至図１
３を参照して詳細に説明する。図１２は、ドアユニットにおけるトップカバーユニットを
左右方向中央で切断して右側から見た右側面断面図である。図１３は、トップカバーユニ
ットにおける導光板を発光させた状態で示す正面図である。トップカバーユニット２００
は、ドアベース１１０の開口部１１１を閉鎖するように、ドア本体ユニット１００の上部
前面に取付けられる。
【００６９】
　トップカバーユニット２００は、ドア本体ユニット１００におけるドアベース１１０の
開口部１１１を閉鎖可能とされ、後方が開放された浅い箱状のトップカバー２０１と、ト
ップカバー２０１内に配置されている透明で平板状の導光板２０２と、導光板２０２の上
端辺をトップカバー２０１に取付けている上押え部材２０３と、導光板２０２の下端辺を
トップカバー２０１に取付けている下押え部材２０４と、上押え部材２０３に取付けられ
ており、上側から導光板２０２の上面に向かって光を照射する複数のＬＥＤが実装された
導光板上装飾基板２０５と、下押え部材２０４に取付けられており、下側から導光板２０
２の下面に向かって光を照射する複数のＬＥＤが実装された導光板下装飾基板２０６と、
を備えている。
【００７０】
　トップカバー２０１は、四隅を除いた略全体が透明に形成されている。このトップカバ
ー２０１は、スロットマシン１に組立てた時に略垂直に立上り、ドアベース１１０の開口
部１１１と略同じ大きさの平面状の窓部２０１ａを有している。
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【００７１】
　導光板２０２は、トップカバー２０１の窓部２０１ａと略同じ大きさに形成されている
と共に、上押え部材２０３及び下押え部材２０４により、窓部２０１ａと平行にトップカ
バー２０１に取付けられている。導光板２０２は、詳細な図示は省略するが、一方の面（
後面）に微小で透明な複数のドットを有した装飾層を備えている。この導光板２０１は、
導光板上装飾基板２０５及び導光板下装飾基板２０６の各ＬＥＤが発光していない通常の
状態では、遊技者側から装飾層のドットを視認することはできず、後方側がそのまま見え
る透明な状態となっている。導光板２０２における装飾層のドットは、印刷技術によって
形成されている。
【００７２】
　導光板２０２は、導光板上装飾基板２０５及び導光板下装飾基板２０６の各ＬＥＤによ
って上面及び下面から内部に光を照射することで、導光板２０２内部を通る光が装飾層の
ドットにより前方に反射し、各ドットを光らせることができ、複数のドットにより表され
る絵柄等を発光装飾させることができる（図１３を参照）。なお、図１３及び図４８にお
いて、絵柄を表している微小な黒点が、実際には点で光っており、白色の部分を通して後
方のものが見えるようになっている。導光板２０２は、装飾層において、下辺から所定高
さで左右に延びた範囲内にドットを全く有していない非装飾領域２０２ａを有している（
図１３を参照）。従って、導光板２０２の装飾層を発光装飾させた時に、少なくとも非装
飾領域２０２ａ内が全く発光しないため、非装飾領域２０２ａの後方に配置されているも
のを良好に視認することができる。
【００７３】
　導光板２０２の非装飾領域２０２ａは、遊技ユニット３の左右に並んだ三つのリール７
０（図柄列）により表示される上下三段の図柄表示領域Ａにおける下段の領域と対応して
いる。つまり、導光板２０２の装飾層の装飾（絵柄）を発光装飾させた時に、非装飾領域
２０２ａを通して、三つのリール７０により表示される複数の図柄のうち、下段に位置す
る図柄のみが遊技者側から良好に視認することができる（図４８を参照）。本実施形態の
スロットマシン１では、詳細は後述するが、左右三列で上下三段からなる図柄表示領域Ａ
において、下段（下段ライン）のみが有効ラインとされており、導光板２０２の絵柄を発
光装飾させると、有効ライン上に位置する図柄のみを良好に視認させることができ、下段
（有効ライン）で左右に並んで停止表示された図柄の組合せに応じて後述する特典が付与
される。
【００７４】
　また、導光板２０２は、図示は省略するが、左右両側面に反射層を有している。この反
射層により、導光板上装飾基板２０５及び導光板下装飾基板２０６の各ＬＥＤによって上
面及び下面から内部に照射された光が、左右両側面から外部に漏れるのを防止して導光板
２０２の内側へ反射させることができ、装飾層の絵柄をより明るく発光装飾させることが
できると共に、絵柄の全体をより均一に発光装飾させることができる。
【００７５】
　導光板上装飾基板２０５及び導光板下装飾基板２０６は、図示は省略するが、夫々下面
及び上面に、複数のＬＥＤが左右方向へ一列に実装されている。導光板上装飾基板２０５
及び導光板下装飾基板２０６に夫々実装されているＬＥＤは、高輝度のカラーＬＥＤ又は
、単色で有色（白色を除く）の高輝度ＬＥＤとされており、発光させることで、導光板２
０２の装飾層の絵柄を、虹色のように部分的に異なる色で全体を発光装飾させたり、赤色
や青色等の単色で全体を発光装飾させたりすることができる。
【００７６】
　なお、本実施形態では、一つの装飾層を有する導光板２０２を示したが、例えば、一つ
の導光板に、互いに絵柄の異なる複数の装飾層を有するようにしたり、絵柄の異なる装飾
層を有した導光板を複数備えるようにしたりして、導光板上装飾基板や導光板下装飾基板
に、各装飾層を独立して発光装飾させることができるような構成としても良い。これによ
り、遊技状態に応じて発光装飾させる装飾層を異ならせることで、遊技状態に応じて異な
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る絵柄を表示させることができ、より多彩な演出を遊技者に提示して遊技者を飽き難くす
ることができる。また、異なる絵柄として、連続した動画の異なるコマの絵柄として、順
次発光装飾させるようにした場合、リール７０の前方でトップカバーユニットにおいて短
い動画を表示させることができるため、遊技者を驚かせることができ、遊技者を楽しませ
て遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【００７７】
［４－３．前可動演出ユニット］
　ドアユニット４における前可動演出ユニット３００について、主に図１０、図１１、及
び図１４を参照して詳細に説明する。図１４（ａ）はドアユニットにおける前可動演出ユ
ニットの正面図であり、（ｂ）は（ａ）の状態から前可動装飾体を下降させた状態で示す
前可動演出ユニットの正面図である。前可動演出ユニット３００は、トップカバーユニッ
ト２００の後側で、ドア本体ユニット１００のドアベース１１０における開口部１１１の
形成されている前面に取付けられるものである。
【００７８】
　前可動演出ユニット３００は、正面視の形状が略四角形で枠状に形成されているユニッ
トベース３０１と、ユニットベースの後側に配置されており、少なくとも前面に装飾が施
された前可動装飾体３１０と、前可動装飾体３１０を遊技状態に応じて昇降させる昇降駆
動機構３２０と、を備えている。
【００７９】
　前可動演出ユニット３００のユニットベース３０１は、ドア本体ユニット１００におけ
るドアベース１１０の開口部１１１が形成されている上部前面に取付けられる。このユニ
ットベース３０１は、ドアベース１１０の開口部１１１の内周形状よりもやや大きく形成
されている。枠状のユニットベース３０１は、上辺を形成している部位が、他の辺を形成
している部位と比較して、幅（上下の寸法）が大きく形成されている。このユニットベー
ス３０１は、透明に形成されている。
【００８０】
　前可動装飾体３１０は、上下方向が略一定の寸法に形成されていると共に、左右方向が
ユニットベース３０１の左右の寸法よりも若干短く形成されており、左右に長く延びてい
る。前可動装飾体３１０は、上下方向の寸法が、ユニットベース３０１における上辺を形
成している部位の上下方向の寸法と、略同じである。前可動装飾体３１０は、正面視にお
いて、下辺における左端付近が下方に突出した外形形状に形成されている。この前可動装
飾体３１０は、スロットマシン１のコンセプトに沿ったアイテムとして、正面視左側を先
端側とするナタ（鉈鎌）を模した形状に形成されている。また、前可動装飾体３１０は、
図示は省略するが、前面に複数のＬＥＤが実装された前可動装飾体装飾基板を備えており
、複数のＬＥＤの発光により発光装飾させることができる。
【００８１】
　昇降駆動機構３２０は、枠状のユニットベース３１０における左右両辺を形成している
部位の夫々後側に上下両端が取付けられていると共に、前可動装飾体３１０の左右両端部
を昇降可能に取付けている円柱状のスライドシャフト３２１と、左右のスライドシャフト
３２１の夫々の上下両端付近で前後に延びた軸周りに回転可能に夫々ユニットベース３１
０に取付けられている上下に離間した一対のプーリ３２２と、上下に離間している一対の
プーリ３２２に巻き掛けられていると共に、一部が前可動装飾体３１０の左端部又は右端
部に夫々取付けられている駆動ベルト３２３と、左右のスライドシャフト３２１の夫々の
上端部付近でユニットベース３１０に取付けられており上下に離間しているプーリ３２２
のうちの上側のプーリ３２２を夫々回転駆動させる前左駆動モータ３２４及び前右駆動モ
ータ３２５と、を備えている。
【００８２】
　前可動演出ユニット３００における前可動装飾体３１０の図示しない前可動装飾体装飾
基板や、昇降駆動機構３２０の前左駆動モータ３２４及び前右駆動モータ３２５等は、周
辺制御基板４７１によって制御される。
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【００８３】
　また、前可動演出ユニット３００は、枠状のユニットベース３０１の前面の左右両側に
取付けられており、立体的な装飾を有した前サイド装飾部材３３０を備えている。前サイ
ド装飾部材３３０は、ユニットベース３０１の略全高に亘って上下に延びている。また、
前サイド装飾部材３３０は、表面に金属光沢を有するメッキ層が形成されている。左右の
前サイド装飾部材３３０は、ドアユニット４に組立てた状態で、トップカバーユニット２
００におけるトップカバー２０１の窓部２０１ａよりも左右両外側に位置しており、窓部
２０１ａの左右両側を装飾している。
【００８４】
　この前可動演出ユニット３００は、トップカバーユニット２００の導光板２０２と遊技
ユニット３及び中ユニット５との間に配置されており、遊技ユニット３の三つのリール７
０、中ユニット４の後述する二つのサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置
７１０Ｒよりも前方に配置されている。前可動演出ユニット３００は、通常の状態では、
図１４（ａ）に示すように、前可動装飾体３１０が上昇端に位置している。この状態では
、前可動装飾体３１０の下端が、ユニットベース３０１における上辺を形成している部位
の下辺よりも若干下方に位置している。なお、図示は省略するが、前可動装飾体３１０は
、この状態でも、透明なユニットベース３０１を通して前方（遊技者側）から視認するこ
とができる。
【００８５】
　前可動演出ユニット３００は、遊技状態に応じて昇降駆動機構３２０の前左駆動モータ
３２４及び前右駆動モータ３２５を回転駆動させることで、上昇端に位置している前可動
装飾体３１０を下降端の位置まで下降させることができる（図１４（ｂ）を参照）。前可
動装飾体３１０が下降端に位置している状態では、図示するように、前可動装飾体３１０
の下辺における下方に延出した正面視左端付近の部位が、枠状のユニットベース３０１の
下辺を形成している部位の位置まで下降していることから、前可動装飾体３１０における
下辺の殆どの部位は、ユニットベース３０１の下辺よりも上方に離間している。つまり、
前可動装飾体３１０を下降端に位置させた時に、前可動装飾体３１０の下辺の下側に、後
方が視認可能な左右に延びた略四角形の後方視認可能領域３０２が形成される。
【００８６】
　前可動演出ユニット３００における前可動装飾体３１０の下降により形成される後方視
認可能領域３０２は、遊技ユニット３の左右に並んだ三つのリール７０（図柄列）により
表示される上下三段の図柄表示領域Ａにおける下段の領域と対応している。つまり、前可
動装飾体３１０を下降端に位置させた時に、後方視認可能領域３０２を通して、三つのリ
ール７０により表示される複数の図柄のうち、下段に位置する図柄のみが遊技者側から良
好に視認することができる（図４０を参照）。本実施形態のスロットマシン１では、詳細
は後述するが、左右三列で上下三段からなる図柄表示領域Ａにおいて、下段（下段ライン
）のみが有効ラインとされており、前可動装飾体３１０を下降端に位置させると、有効ラ
イン上に位置する図柄のみが良好に視認できる状態となる。
【００８７】
　また、前可動演出ユニット３００は、周辺制御基板により前左駆動モータ３２４及び前
右駆動モータ３２５を適宜制御することで、前可動装飾体３１０を、上昇端と下降端との
間の任意の位置で停止させることができる。従って、様々な昇降位置で前可動装飾体３１
０を停止させたり、様々なパターンで前可動装飾体３１０を昇降させたりすることができ
るため、多彩な演出を遊技者に提示することができ、遊技者を飽きさせ難くして遊技に対
する興趣の低下を抑制させることができる。
【００８８】
［５．中ユニットの全体構成］
　次に、本実施形態のスロットマシン１における中ユニット５の全体構成について、主に
図１５乃至図２０を参照して説明する。図１５（ａ）はスロットマシンらおける中ユニッ
トの正面図であり、（ｂ）は中ユニットの背面図である。また、図１６は中ユニットを前
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から見た斜視図であり、図１７は中ユニットを右後ろから見た斜視図であり、図１８は中
ユニットを左後ろから見た斜視図である。更に、図１９は中ユニットを主な構成毎に分解
して前から見た分解斜視図であり、図２０は中ユニットを主な構成毎に分解して後ろから
見た分解斜視図である。中ユニット５は、ドアユニット４のドア本体ユニット１００にお
けるドアベース１１０の開口部１１１が形成されている部位の後側に取付けられ、トップ
カバー２０１の窓部２０１ａを通して遊技者に演出画像や可動演出等を提示するものであ
る。
【００８９】
　中ユニット５は、ドアベース１１０の後側に取付けられる枠状の中ユニットベース４０
０と、中ユニットベース４００の後面上部に着脱可能に取付けられており演出画像を表示
可能なメイン液晶表示装置４５０と、メイン液晶表示装置４５０の後面に取付けられてい
る周辺制御ユニット４７０と、中ユニットベース４００からのメイン液晶表示装置４５０
の取外しを阻止している防犯部材４９０と、中ユニットベース４００の前面で上下方向の
略中央に取付けられる中央可動演出ユニット５００と、中ユニットベース４００の後面上
部でメイン液晶表示装置４５０の前側に取付けられる上部可動演出ユニット６００と、中
ユニットベース４００の前面の左右両側に取付けられている横部可動演出ユニット７００
と、中ユニットベース４００の前面下端部に取付けられている状態表示器８００と、中ユ
ニットベース４００の後面にメイン液晶表示装置４５０を後側から覆うように着脱可能に
取付けられている装飾駆動基板ユニット９００と、を備えている。
【００９０】
［５－１．中ユニットベース］
　中ユニット５の中ユニットベース４００について、主に図１５乃至図２２を参照して詳
細に説明する。図２１は中ユニットにおける中ユニットベースに横部可動演出ユニット及
び状態表示器を取付けた状態で前から見た斜視図であり、図２２は中ユニットにおける中
ユニットベースに横部可動演出ユニット及び状態表示器を取付けた状態で後ろから見た斜
視図である。中ユニットベース４００は、ドアユニット４のドア本体ユニット１００にお
けるドアベース１１０の開口部１１１の後方で、補強ユニット１６０の上補強金具１６２
及び中補強金具１６３の後面に取付けられるものである。
【００９１】
　中ユニットベース４００は、左右に離間しており前後方向が略一定で上下方向に長く延
びた平板状の一対の側部４０１と、一対の側部４０１の上端同士を連結している上連結部
４０２と、一対の側部４０１の上下方向略中央同士を連結している中連結部４０３と、一
対の側部４０１の下端同士を連結している下連結部４０４と、を備えている。上連結部４
０２は、棒状に形成されており、一対の側部４０１の上端における後部同士を連結してい
る。中連結部４０３は、一対の側部４０１の上下方向において、中央から下寄りで、前後
方向の後部側の部位同士を連結している。この中連結部４０３は、一対の側部４０１の前
後方向中央より前寄りの位置から後方へ水平に延びた上で、その後端から上方へ延びた形
態に形成されており、中連結部４０３は、側面断面形状が、略Ｌ字状に形成されている。
下連結部４０４は、一対の側部４０１の下端における前部同士を連結している。この中ユ
ニットベース４００は、正面視の形状が、略「日」の字形の枠状に形成されている。
【００９２】
　中ユニットベース４００は、上連結部４０２の左右両端部付近の上面から前方に突出し
ている一対の係止片４０５と、下連結部４０４の左右両端の前端から夫々下方に突出して
いる一対の下取付部４０６と、を備えている。一対の係止片４０５は、ドアユニット４の
補強ユニット１６０における上補強金具１６２の上面に係止されるものであり、上補強金
具１６２に係止することで、ドアユニット４に中ユニット５を取付ける際に、ドアユニッ
ト４に対して中ユニット５の高さ方向の位置決めを行うことができると共に、中ユニット
５を吊下げることができ、取付作業を容易にできるようにしている。この中ユニットベー
ス４００は、上連結部４０２と、一対の下取付部４０６とが、図示しないネジ（ビス）に
より補強ユニット１６０の上補強金具１６２と中補強金具１６３とに取付けられる。
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【００９３】
　また、中ユニットベース４００は、図２２に示すように、正面視左側の側部４０１の後
側で、上連結部４０２と中連結部４０３との間の部位に、メイン液晶表示装置４５０及び
装飾駆動基板ユニット９００をヒンジ回転可能に取付けるための複数の軸受部４０７が上
下に複数（ここでは四つ）列設されている。これら四つの軸受部４０７は、夫々上端が開
口している。上下に並んだ四つの軸受部４０７のうち、上から１番目と３番目の軸受部４
０７が装飾駆動基板ユニット９００をヒンジ回転可能に取付けるためのものであり、上か
ら２番目と４番面の軸受部４０７がメイン液晶表示装置４５０をヒンジ回転可能に取付け
るためのものである。
【００９４】
　中ユニットベース４００は、正面視右側の側部４０１の後側に、メイン液晶表示装置４
５０の突出片４５２を着脱可能に取付けるためのロック機構４１０を備えている。ロック
機構４１０は、上下にスライドし上部に後方へ向かって開口している開口部４１１ａを有
するロックレバー４１１を備えている。このロック機構４１０は、ロックレバー４１１を
下方にスライドさせた状態で、正面視左端側を軸受部４０７によりヒンジ回転可能に取付
けられたメイン液晶表示装置４５０を、その表示画面が正面を向くように（中ユニットベ
ース４００における上連結部４０２と中連結部４０３との間の開口を閉鎖するように）ヒ
ンジ回転させると、メイン液晶表示装置４５０の正面視右辺から外方に突出している突出
片４５２が、ロックレバー４１１の開口部４１１ａ内に挿入された状態となる。そして、
この状態でロックレバー４１１を上方にスライドさせると、メイン液晶表示装置４５０の
突出片４５２の後方への移動が規制された状態となり、中ユニットベース４００に対して
メイン液晶表示装置４５０がロックされた状態で取付けられることとなる。
【００９５】
　また、中ユニットベース４００は、正面視右側の側部４０１の後側でロック機構４１０
の上側に、装飾駆動基板ユニット９００を着脱可能に取付けるための係止溝４１５と、を
備えている。この係止溝４１５は、後面から前方に向かって窪んだ溝状に形成されており
、装飾駆動基板ユニット９００の係止部が弾性係止される。
【００９６】
　更に、中ユニットベース４００は、正面視左側の側部４０１の後側で、上下に並んだ四
つの軸受部４０７のうち、上から３番目の軸受部４０７の下側に、つまり、上から３番目
の軸受部４０７と４番目の軸受部４０７との間に、後面から前方に向かって窪んだ取付凹
部４２０を備えている。この取付凹部４２０には、防犯部材４９０が取付けられる。
【００９７】
［５－２．メイン液晶表示装置］
　中ユニット５のメイン液晶表示装置４５０について、主に図１９及び図２０を参照して
説明する。メイン液晶表示装置４５０は、中ユニットベース４００の後面上部に取付けら
れ、前面に演出画像を表示する表示画面が備えられている。メイン液晶表示装置４５０は
、中ユニットベース４００における左右一対の側部４０１、上連結部４０２、及び中連結
部４０３により形成される正面視略矩形状の開口を閉鎖可能な、正面視左右に長い長方形
状に形成されている。
【００９８】
　メイン液晶表示装置４５０は、正面視左辺に、上下に離間しており、外方に突出した上
で下方に向かって円柱状に延びた一対のヒンジ軸部４５１を備えている。一対のヒンジ軸
部４５１は、中ユニットベース４００における四つの軸受部４０７のうち、上から２番目
と４番目の軸受部４０７に挿入されるものである。また、メイン液晶表示装置４５０は、
正面視右辺に、上下方向略中央から外方に突出している平板状の突出片４５２を備えてい
る。この突出片４５２は、中ユニットベース４００のロック機構４１０により中ユニット
ベース４００の後面に取付けられるものである。
【００９９】
　メイン液晶表示装置４５０は、一対のヒンジ軸部４５１を、中ユニットベース４００の
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軸受部４０７に挿入することで、中ユニットベース４００に対して後方側へ開閉するよう
にヒンジ回転可能に取付けられる。
【０１００】
［５－３．周辺制御ユニット］
　中ユニット５の周辺制御ユニット４７０について、主に図８、図１５、図１７、及び図
２０等を参照して説明する。周辺制御ユニット４７０は、メイン液晶表示装置４５０の後
面に脱着可能に取付けられている。周辺制御ユニット４７０は、主制御ユニット２０の主
制御基板２１及びサブ主制御基板２３からの制御コマンドに基づいて遊技内容や演出内容
等を制御する周辺制御基板４７１と、周辺制御基板４７１の後側に取付けられており、周
辺制御基板４７１、主制御基板２１及びサブ制御基板２３において実行される制御プログ
ラム、演出画像、演出サウンド、等が予め記憶されたＲＯＭを有しているＲＯＭ基板４７
２と、周辺制御基板４７１の後側に取付けられており、周辺制御基板４７１からの制御コ
マンドに応じてメイン液晶表示装置４５０、横部可動演出ユニット７００のサブ左液晶表
示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒに表示される演出画像を制御する表示制
御基板４７３と、周辺制御基板４７１、ＲＯＭ基板４７２、及び表示制御基板４７３を収
容している周辺制御基板ボックス４７４と、を備えている。
【０１０１】
　周辺制御基板４７１は、正面視の形状が左右に長い長方形に形成されており、後面にお
ける下部に、下辺に沿って複数の入出力用のコネクタが取付けられている。また、周辺制
御基板４７１は、複数の入出力用のコネクタの間から後方に突出しており、音量を調節す
るためのボリューム４７１ａを備えている（図１５（ｂ）を参照）。
【０１０２】
　周辺制御基板ボックス４７４は、周辺制御基板４７１の入出力用のコネクタ、及びボリ
ューム４７１ａが後方に臨むように形成されている。この周辺制御基板ボックス４７４は
、前後に分割可能に形成されていると共に、分割（開閉）した痕跡が残るように形成され
ている。この周辺制御基板ボックス４７４は、メイン液晶表示装置４５０の後面に対して
、詳細は後述する防犯部材４９０と同じ構成の部材によって取外しの痕跡が残るように取
付けられている。
【０１０３】
［５－４．防犯部材］
　中ユニット５の防犯部材４９０について、主に図１５、図１８乃至図２０を参照して説
明する。防犯部材４９０は、中ユニットベース４００の取付凹部４２０に取付けることで
、中ユニットベース４００に取付けられているメイン液晶表示装置４５０の取外しを防止
するためのものである。防犯部材４９０は、有底角筒状の台座部４９１と、台座部４９１
の開口している側を閉鎖するキャップ４９２と、を備えている。防犯部材４９０の台座部
４９１は、詳細な図示は省略するが、底部にビスが通過可能な貫通孔と、内周面の互いに
対面している部位に、窪んだ一対の凹部と、を備えている。
【０１０４】
　防犯部材４９０のキャップ４９２は、台座部４９１内に挿入可能な有底筒状に形成され
ている。このキャップ４９２は、詳細な図示は省略するが、開口している端部付近の外周
面において、互いに背向している部位に、突出した一対の突起を備えている。このキャッ
プ４９２は、開口している側を台座部４９１側に向けて台座部４９１内に挿入させると、
一対の突起が、弾性変形した後に、台座部４９１の一対の凹部内に夫々突出した状態とな
り、突起と凹部とが互いに係合することで、台座部４９１内にキャップ４９２を取付ける
ことができる。
【０１０５】
　この防犯部材４９０は、中ユニットベース４００の軸受部４０７に、メイン液晶表示装
置４５０のヒンジ軸部４５１を挿入して、メイン液晶表示装置４５０を中ユニットベース
４００に対してヒンジ回転可能に取付けた状態で、防犯部材４９０の台座部４９１のみを
、その有底側の端部を中ユニットベース４００の取付凹部４２０に向けて、取付凹部４２
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０内に挿入し、台座部４９１の開口している側から挿入したビス（図示は省略）を底部の
貫通孔を介して中ユニットベース４００に捩じ込み、取付凹部４２０に台座部４９１を取
付ける。これにより、上から４番目の軸受部４０７に上側から挿入されているヒンジ軸部
４５１の上側において、角筒状の台座部４９１が取付凹部４２０から後方に突出した状態
となるため、ヒンジ軸部４５１の上方への移動が台座部４９１により阻止された状態とな
る。これにより、ヒンジ軸部４５１が軸受部４０７から抜けなくなるため、中ユニットベ
ース４００からメイン液晶表示装置４５０を取外すことができなくなる。
【０１０６】
　その後、台座部４９１内にキャップ４９２を挿入し、台座部４９１の凹部にキャップ４
９２の突起を係止させる。このキャップ４９２を台座部４９１に取付けることで、台座部
４９１を取付凹部４２０に取付けているビスを覆うことができ、後側からビスを取外すこ
とができなくなる。台座部４９１を取付けているビスを取外すためには、台座部４９１に
挿入されているキャップ４９２を破壊して台座部４９１から抜く必要がある。
【０１０７】
　ところで、本実施形態のスロットマシン１では、メイン液晶表示装置４５０に取付けら
れている周辺制御ユニット４７０において、遊技に関わる制御機能やＲＯＭを備えている
ことから、メイン液晶表示装置４５０を中ユニットベース４００から取外して、不正な基
板やＲＯＭに取替えられた不正なメイン液晶表示装置と交換するような不正行為が行われ
る恐れがある。これに対して、本実施形態では、中ユニットベース４００にメイン液晶表
示装置４５０を取付けた状態で、防犯部材４９０を取付凹部４２０に取付けることで、ま
ずは中ユニットベース４００からメイン液晶表示装置４５０を取外し難くすることができ
るため、メイン液晶表示装置４５０を取外すような不正行為を躊躇させることができ、不
正行為を行い難くすることができる。
【０１０８】
　また、喩えメイン液晶表示装置４５０が取外された場合でも、メイン液晶表示装置４５
０を取外すためには、防犯部材４９０のキャップ４９２を破壊して台座部４９１を取外す
必要があることから、中ユニットベース４００からのメイン液晶表示装置４５０の取外し
の痕跡が残るため、メイン液晶表示装置４５０（周辺制御ユニット４７０）の交換と言う
不正行為が行われたのを発見することができる。従って、不正行為に対する抑止力を高め
ることができ、不正行為が行われるのを可及的に防止することができる。
【０１０９】
［５－５．中央可動演出ユニットの全体構成］
　中ユニット５における中央可動演出ユニット５００について、主に図２３乃至図３２を
参照して詳細に説明する。図２３（ａ）は中ユニットにおける中央可動演出ユニットを前
から見た斜視図であり、（ｂ）は中央可動演出ユニットを後ろから見た斜視図である。ま
た、図２４は中央可動演出ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、図２５は中
央可動演出ユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。また、図２６（ａ）は中
央可動演出ユニットにおける進退ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は中央可動
演出ユニットにおける進退ユニットを後ろから見た斜視図である。更に、図２７は、進退
ユニットに配線部材を保持させた状態で前から見た斜視図である。また、図２８は進退ユ
ニットを分解して前から見た分解斜視図であり、図２９は進退ユニットを分解して後ろか
ら見た分解斜視図である。図３０（ａ）は進退ユニットの断面図であり、（ｂ）は（ａ）
の一部を拡大して示す断面図である。また、図３１（ａ）は中央可動演出ユニットの通常
の状態における概略構成を示す正面図であり、（ｂ）は中央可動演出ユニットにおける進
退ユニットを誘導する誘導部を示す正面図であり、図３２は中央可動演出ユニットにおい
て進退ユニットを前進させた状態での概略構成を示す正面図である。
【０１１０】
　中央可動演出ユニット５００は、中ユニットベース４００における中連結部４０３の上
面（Ｌ字内）に取付けられるものである。中央可動演出ユニット５００は、中ユニットベ
ース４００に取付けられ、左右に長く延びたベースユニット５１０と、ベースユニット５
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１０に左右方向へ摺動可能且つ先端が上方に突出可能に取付けられている進退ユニット５
３０と、進退ユニット５３０の先端に取付けられており少なくとも前面に装飾が施されて
いる中央可動装飾体ユニット５５０と、ベースユニット５１０に取付けられており進退ユ
ニット５３０を摺動させる進退駆動機構５７０と、を備えている。
【０１１１】
　また、中央可動演出ユニット５００は、進退駆動機構５７０により駆動される進退ユニ
ット５３０により上下に移動する中央可動装飾体ユニット５５０の昇降を支援する昇降支
援機構５９０を備えている。
【０１１２】
［５－５ａ．ベースユニット］
　中央可動演出ユニット５００のベースユニット５１０について、主に図２４及び図２５
を参照して説明する。ベースユニット５１０は、内部に進退ユニット５３０を収容可能な
左右に延びた浅い箱状に形成されており、左右方向中央の上面に進退ユニット５３０が上
方へ突出可能な開口５１０ａを有している。ベースユニット５１０内に進退ユニット５３
０が摺動可能に取付けられている。このベースユニット５１０は、左右に延びた前ベース
５１１と、前ベース５１１の後側に取付けられている後ベース５１２と、を備えている。
【０１１３】
　また、ベースユニット５１０は、前ベース５１１の後面及び後ベース５１２の前面に夫
々形成されており、進退ユニット５３０を摺動可能に誘導する誘導部５１３を備えている
。誘導部５１３は、前ベース５１１の後面及び後ベース５１２の前面から夫々突出してお
り、進退ユニット５３０のローラ５３６を収容可能且つ転動可能な溝状に形成されている
。誘導部５１３は、ベースユニット５１０の左右方向中央を境に略左右対称に形成されて
いる（図３１（ｂ）等を参照）。この誘導部５１３は、ベースユニット５１０の左右両端
から左右方向中央へ向かって水平に夫々延びている一対の水平部５１３ａと、一対の水平
部５１３ａの中央に近い側の端部から中央付近に向かって斜め上方に延びている一対の第
一立上部５１３ｂと、一対の第一立上部５１３ｂの中央に近い側の端部から中央に向かっ
て更に斜め上方に延びている一対の第二立上部５１３ｃと、を備えている。
【０１１４】
　誘導部５１３における水平部５１３ａは、左右方向の長さが、誘導部５１３全体の半分
の長さ（左右方向中央から端部までの長さ）の約４／５の長さとされている。第一立上部
５１３ｂは、水平に対して３０度の角度で傾斜しており、左右方向の長さが、水平部５１
３ａの中央に近い側の端部から中央までの長さの約７／８の長さとされている。第二立上
部５１３ｃは、水平に対して６０度の角度で傾斜している。
【０１１５】
　誘導部５１３は、進退ユニット５３０を摺動可能に収容することができる。また、誘導
部５１３は、水平部５１３ａにより進退ユニット５３０を水平方向に摺動（移動）させる
ことができると共に、第一立上部５１３ｂ及び第二立上部５１３ｃにより進退ユニット５
３０を水平方向から垂直方向に摺動させることができる。これにより、誘導部５１３は、
左右に夫々収容した進退ユニットを左右方向中央側へ移動させると、左右方向の中央で互
いに接触した状態で進退ユニット５３０の先端側がベースユニット５１０の開口５１０ａ
から上方へ突出するように誘導することができる。
【０１１６】
　ベースユニット５１０は、前ベース５１１及び後ベース５１２において、誘導部５１３
における水平部５１３ａの上下方向略中央で前後に貫通しており、水平部５１３ａの全長
に亘って延びている長孔状のスリット５１４を備えている。また、ベースユニット５１０
は、前ベース５１１の前面において、スリット５１４の上下両側で夫々前ベース５１１の
左右方向の略全長に亘って延びており、後方に向かって窪んだ一対のガイド溝５１５を備
えている。これら一対のガイド溝５１５は、後述する進退駆動機構５７０における下スラ
イダ５７５の下本体５７５ａ及び上スライダ５７６の上本体５７６ａを夫々左右方向に案
内するためのものである。
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【０１１７】
　また、ベースユニット５１０は、前ベース５１１の前面に取付けられており透光性を有
する平板状のベースカバー５２０と、前ベース５１１と後ベース５１２との間で前ベース
５１１の後面に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されている中央左装飾基板５
２１及び中央右装飾基板５２２と、前ベース５１１及び後ベース５１２の下端部に挟持さ
れており左右に延びていると共に下面に複数のＬＥＤが実装されているリール照明基板５
２３と、を備えている。
【０１１８】
　ベースカバー５２０は、正面視の形状が、左右に長く延びた四角形で、左右方向中央に
上辺から上下方向中央付近まで四角形に切欠いた開口部５２０ａを有している。ベースカ
バー５２０は、左右方向の寸法が、前ベース５１１及び後ベース５１２の左右方向の寸法
と略一致している。また、ベースカバー５２０は、上下方向の寸法が、前ベース５１１及
び後ベース５１２の上下方向の寸法よりも若干大きい。ベースカバー５２０の開口部５２
０ａは、ベースユニット５１０の開口５１０ａと略一致している。図示は省略するが、こ
のベースカバー５２０の前面には、スロットマシン１のコンセプトに沿った装飾が施され
ている。
【０１１９】
　中央左装飾基板５２１は、前ベース５１１の後面におけるスリット５１４よりも上側で
正面視左右方向の左部に取付けられている。中央右装飾基板５２２は、前ベース５１１の
後面におけるスリット５１４よりも上側で正面視左右方向の右部に取付けられている。中
央右装飾基板５２２は、配線部材５２５（図２７を参照）を介して中央可動装飾体ユニッ
ト５５０の中央回転駆動モータ５５４や中央可動装飾体装飾基板（図示は省略）と接続さ
れている。
【０１２０】
　リール照明基板５２３は、左右方向の長さが、前ベース５１１及び後ベース５１２の左
右方向の長さよりも若干短く形成されている。リール照明基板５２３は、前端側が後端側
よりも高くなるように前後に傾斜した状態で前ベース５１１及び後ベース５１２の間に取
付けられている。このリール照明基板５２３は、下面に実装されたＬＥＤを発光させるこ
とで、遊技ユニット３における三つのリール７０を前方から直接的及び間接的に照らすこ
とができる。なお、間接的に照らすとは、リール照明基板５２３のＬＥＤからは、斜め下
前方に光を照射することができるため、ＬＥＤからの光が、ドアユニット４におけるトッ
プカバーユニット２００の透明なトップカバー２０１や導光板２０２を後方から照射する
こととなり、その光がトップカバー２０１や導光板２０２で後方に反射して三つのリール
７０を前方側から間接的に照らすことができる。
【０１２１】
［５－５ｂ．進退ユニット］
　中央可動演出ユニット５００の進退ユニット５３０について、主に図２６乃至図３０を
参照して詳細に説明する。進退ユニット５３０は、ベースユニット５１０内に収容可能と
されていると共に、ベースユニット５１０の上面における左右方向中央の開口５１０ａか
ら上方へ突出可能（進退可能）とされている。進退ユニット５３０は、左右方向中央より
左側に配置される左ユニット５３０Ｌと、左右方向中央より右側に配置される右ユニット
５３０Ｒと、で構成されている。進退ユニット５３０は、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニ
ット５３０Ｒが、図示するように、夫々ローラチェーン状に形成されている。
【０１２２】
　進退ユニット５３０は、図２８及び図２９等に示すように、間隔を開けて対向配置され
ている外側第一プレート５３１及び外側第二プレート５３２と、外側第一プレート５３１
及び外側第二プレート５３２の内側に夫々接するように配置されている内側第一プレート
５３３及び内側第二プレート５３４と、外側第一プレート５３１の両端部付近から外側第
二プレート５３２側へ突出しており、内側第一プレート５３３及び内側第二プレート５３
４と外側第一プレート５３１及び外側第二プレート５３２とを交互に回転可能に連結して
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いる連結ピン５３５と、を備えている。換言すると、進退ユニット５３０の左ユニット５
３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒは、外側第一プレート３５１と外側第二部レート３５２と
で構成されるコマと、内側第一プレート５３３と内側第二プレート５３４で構成されるコ
マとが、連結ピン５３５により交互に連結されており、連結ピン５３５の軸直角方向に対
して曲がることができる（可撓性を有している）。
【０１２３】
　また、進退ユニット５３０は、外側第一プレート５３１及び外側第二プレート５３２の
夫々外側で連結ピン５３５と同軸上に回転可能に取付けられているローラ５３６と、ロー
ラ５３６を外側第一プレート５３１や連結ピン５３５の先端に回転可能に取付けているビ
ス５３７と、外側第一プレート５３１及び内側第一プレート５３３に夫々取付けられてい
る磁石５３８と、を備えている。また、進退ユニット５３０は、左ユニット５３０Ｌ及び
右ユニット５３０Ｒにおける複数の連結ピン５３５のうちの最も基端側の連結ピン５３５
と同軸上で、外側第一プレート５３１から外方に夫々突出しており後述する進退駆動機構
５７０の下スライダ５７５の駆動孔５７５ｄや上スライダ５７６の駆動孔５７６ｄに取付
けられる円柱状の駆動軸５３９を備えている。
【０１２４】
　進退ユニット５３０の外側第一プレート５３１は、正面視の形状が横長のトラック状に
形成されている。外側第一プレート５３１は、長手方向中央の上辺から後方に延出してい
る平板状の係止片５３１ａと、係止片５３１ａよりも下側から下辺までに亘って後方に膨
出している膨出部５３１ｂと、膨出部５３１ｂの後面から前方に向かって窪んでおり磁石
５３８を収納する収納凹部５３１ｃと、膨出部５３１ｂから両側の連結ピン５３５に向か
って突出している規制突起５３１ｃと、を備えている。外側第一プレート５３１の収納凹
部５３１ｃは、外側第一プレート５３１の上下方向中央よりも下側に形成されている。
【０１２５】
　また、外側第一プレート５３１は、連結ピン５３５と同軸上で前面から前方に短く突出
しておりローラ５３６を回転可能に取付けるための円盤状のボス部５３１ｅを備えている
。なお、ボス部５３１ｅは、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒにおける最も基
端側の連結ピン５３５と同軸上の部位には備えられておらず、当該部位には、駆動軸５３
９の後端が挿入される軸受孔５３１ｆが備えられている。
【０１２６】
　外側第二プレート５３２は、外側第一プレート５３１と同じ長さに形成されている両端
部付近に連結ピン５３５の先端が挿入される取付孔５３２ａを備えている。また、外側第
二プレート５３２は、外側第一プレート５３１の係止片の下側へ前面から前方に延出して
いる挟持部５３２ｂを備えている。外側第二プレート５３２の挟持部５３２ｂは、左ユニ
ット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒにおける最も基端側の外側第二プレート５３２では
上面が平坦で前方に膨出した形態とされており、その他の外側第二プレート５３２では左
右に離間した一対の棒状の形態とされている。
【０１２７】
　内側第一プレート５３３は、半円状の両端部付近で前後に貫通し連結ピン５３５が夫々
挿通される一対の挿通孔５３３ａと、半円状の両端の外周縁に沿って扇状に夫々切欠かれ
ている規制凹部５３３ｂと、長手方向中央において下辺から上辺付近までに亘って後方に
膨出している膨出部５３３ｃと、膨出部５３３ｃの後面から前方に向かって窪んでおり磁
石５３８を収納する収納凹部５３３ｄと、を備えている。内側第一プレート５３３の収納
凹部５３３ｄは、内側第一プレート５３３の上下方向中央より下側に形成されている。
【０１２８】
　内側第二プレート５３４は、半円状の両端部付近で前後に貫通し連結ピン５３５が夫々
挿通される一対の挿通孔５３４ａと、長手方向中央の上辺から上下に隙間を空けて夫々前
方に延出している係止片５３４ｂと、を備えている。
【０１２９】
　連結ピン５３５は、円柱状で先端に段が形成されており、先端の段となった小径の部分
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によりローラ５３６が回転可能に取付けられる。また、連結ピン５３５は、円柱状の外周
面に、外方に突出していると共に軸方向に延びており、円周方向へ等間隔に配置された複
数（ここでは四つ）の突条を有している。これら複数の突条は、連結ピン５３５の先端の
段よりも基端寄りの位置まで延びており、突条の先端と段との間に外側第二プレート５３
２の取付孔５３２ａが嵌め込まれる。また、複数の突条は、内側第一プレート５３３の挿
通孔５３３ａ及び内側第二プレート５３４の挿通孔５３４ａの内周面に当接するように形
成されている。なお、複数の連結ピン５３５のうち、右ユニット５３０Ｒにおける最も基
端側（正面視において最も右端側）の連結ピン５３５には、後端から円柱状の後方へ突出
している取付ボス５３５ａを備えている。この取付ボス５３５ａには、後述する昇降支援
機構５９０のアシスト弾性体５９６の端部が取付けられる。
【０１３０】
　本実施形態の進退ユニット５３０は、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒが、
三組の外側第一プレート３５１及び外側第二プレート３５２と、二組の内側第一プレー５
３３及び内側第二プレート５３４によって、夫々構成されている。つまり、左ユニット５
３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒは、一組の外側第一プレート５３１と外側第二プレート５
３２により構成された三つのコマと、一組の内側第一プレート５３３と内側第二プレート
５３４により構成された二つのコマとの、合計五つのコマで構成されている。なお、左ユ
ニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒは、夫々の長さが、ベースユニット５１０の高さ
よりも長く形成されている（ベースカバー５２０の高さの約２倍の長さに形成されている
）。
【０１３１】
　次に、本実施形態における進退ユニット５３０の組立てについて、詳述すると、三つの
外側第一プレート３５１を、左右方向に等間隔で列設した状態で、互いに近接している端
部同士の後面から後方に夫々突出している連結ピン５３５を、内側第一プレート５３３の
両端の挿通孔５３３ａに挿通させて、三つの外側第一プレート５３１を二つの内側第一プ
レート５３３で連結する。
【０１３２】
　なお、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒにおいて、最も先端側（正面視左右
方向の中央側）の連結ピン５３５は、後述する中央可動装飾体ユニット５５０における連
結ベース５５１の一対の連結孔５５１ａに夫々挿通させる。
【０１３３】
　この状態で、外側第一プレート５３１の収納凹部５３１ｃと内側第一プレート５３３の
収納凹部５３３ｄに、夫々円柱状の磁石５３８を収納する。磁石５３８を収納する際には
、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒにおいて、一つのユニットでは同じ極が下
方を向くように収納すると共に、ユニット同士の間では異なる極が下方を向くように収納
する。つまり、例えば、左ユニット５３０ＬではＮ極が下方を向くように収納し、右ユニ
ット５３０ＲではＳ極が下方を向くように収納する。
【０１３４】
　続いて、各内側第一プレート５３３の真後ろに内側第二プレート５３４を位置させ、内
側第一プレート５３３の一対の挿通孔５３３ａを夫々貫通している連結ピン５３５を、内
側第二プレート５３４の一対の挿通孔５３４ａに挿通する。そして、内側第一プレート５
３３の膨出部５３３ｃの後面に、内側第二プレート５３４の前面を当接させて、磁石５３
５が収納されている収納凹部５３３ｄの後端開口を内側第二プレート５３４により閉鎖す
ると共に、図示しない小ネジを用いて内側第二プレート５３４を内側第一プレート５３３
に取付ける。
【０１３５】
　その後、各外側第一プレート５３１の真後ろに外側第二プレート５３２を位置させ、内
側第二プレート５３４の後面よりも後方に突出している連結ピン５３５の後端を、外側第
二プレート５３２の取付孔５３２ａに挿通する。そして、外側第一プレート５３１の膨出
部５３１ｂの後面に外側第二プレート５３２の前面を当接させて、磁石５３５が収納され
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ている収納凹部５３１ｃの後端開口を外側第二プレート５３２により閉鎖すると共に、図
示しない小ネジを用いて外側第二プレート５３２を外側第一プレート５３１に取付ける。
【０１３６】
　この状態で、外側第一プレート５３１の前面から突出しているボス部５３１ｅにローラ
５３６を嵌めた上で、前方からボス部５３１ｅの前面にビス５３７を捩じ込むことで、外
側第一プレート５３１の前側にローラ５３６が回転可能に取付けられる。また、外側第二
プレート５３２の取付孔５３２ａから後方に突出している連結ピン５３５の先端（後端）
にローラ５３６を嵌めた上で、その後方から連結ピン５３５の先端面にビス５３７を捩じ
込むことで、外側第二プレート５３２の後側にローラ５３６が回転可能に取付けられる。
【０１３７】
　その後、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々最も基端側の前面に開口し
ている外側第一プレート５３１の軸受孔５３１ｆに、駆動軸５３９を夫々挿入（圧入）し
て取付ける。これにより、進退ユニット５３０の組立てが完了する。
【０１３８】
　進退ユニット５３０は、外側第一プレート５３１、外側第二プレート５３２、内側第一
プレート５３３、内側第二プレート５３４、連結ピン５３５、及びローラ５３６が、夫々
合成樹脂により形成されている。これにより、外側第一プレート５３１の収納凹部５３１
ｃ及び内側第一プレート５３３の収納凹部５３３ｄに夫々収納された磁石５３８の磁力を
、外側第一プレート５３１及び内側第一プレート５３３の外部に作用させることができる
。また、外側第一プレート５３１と連結ピン５３５は、一体に形成されている。
【０１３９】
　この進退ユニット５３０は、組立てた状態では、図３０に示すように、外側第一プレー
ト５３１の収納凹部５３１ｃ及び内側第一プレート５３３の収納凹部５３３ｄにより、磁
石５３８が夫々の下辺付近に配置（収納）されている。
【０１４０】
　また、進退ユニット５３０は、組立てた状態では、外側第一プレート５３１の規制突起
５３１ｄが、内側第一プレート５３３の規制凹部５３３ｂ内に位置している。規制突起５
３１ｄと規制凹部５３３ｂとの関係は、外側第一プレート５３１と内側第一プレート５３
３とが直線状に延びている状態では、規制突起５３１ｄが規制凹部５３３ｂの一方の端部
（磁石５３８が配置されている下辺に近い側の端部）に当接しており、規制突起５３１ｄ
と規制凹部５３３ｂの反対側の端部との間には、規制突起５３１ｄが約６０度回動可能な
空間が形成されている。従って、進退ユニット５３０は、規制突起５３１ｄと規制凹部５
３３ｂとによって、直線状に延びている状態から、磁石５３８が配置されている下辺側へ
曲がることができず、上辺側へは各連結ピン５３５において約６０度の角度ずつ曲がるこ
とができる。つまり、上辺側へのみ曲がるように形成されている。
【０１４１】
　この進退ユニット５３０は、左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒの下辺同士を互
いに接近させると、夫々に備えられた磁石５３８が互いに引き合うこととなり、互いが接
触した状態で磁力により密着した状態となる。そして、上述した規制突起５３１ｄと規制
凹部５３３ｂとの関係から、磁石５３８による磁力の範囲内では、互いに密着している左
ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒが曲がることなく、真っ直ぐに延びた状態に維持
される。
【０１４２】
　また、進退ユニット５３０は、外側第一プレート５３１及び外側第二プレート５３２の
夫々外側に取付けられている複数のローラ５３６が、ベースユニット５１０の誘導部５１
３により誘導される。
【０１４３】
　更に、進退ユニット５３０は、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの駆動軸５
３９が、ベースユニット５１０における前ベース５１１のスリット５１４を後側から貫通
して前方に突出する。また、左ユニット５３０Ｒの取付ボス５３５ａが、ベースユニット
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５１０における後ベース５１２のスリット５１４を前側から貫通して後方に突出する。
【０１４４】
　また、進退ユニット５３０は、外側第一プレート５３１の係止片５３１ａと外側第二プ
レート５３２挟持部５３２ｂとの間の隙間と、内側第二プレート５３４の一対の係止片５
３４ｂの間の隙間に、フラットケーブルからなる配線部材５２５を挿入することで、進退
ユニット５３０（左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒ）に沿って配線部材５２５
を保持することができる（図２７を参照）。
【０１４５】
　詳述すると、進退ユニット５３０において、外側第一プレート５３１及び外側第二プレ
ート５３２で構成されているコマでは前側の外側第一プレート５３１から後方へ突出して
いる係止片５３１ａの下側を、内側第一プレート５３３及び内側第二プレート５３４で構
成されているコマでは後側の内側第二プレート５３４から前方へ突出している係止片５３
４ｂの下側を通るように、配線部材５２５を保持させている。つまり、帯状に連結されて
いる各コマ毎に前後方向から交互に延びた係止片５３１ａ，５３４ｂに対して、配線部材
５２５を保持させることで、進退ユニット５３０が曲がる方向（連結ピン５３５が延びて
いる方向に対して直角方向）へ配線部材５２５が外れるのを防止するだけでなく、連結ピ
ン５３５が延びている方向（前後方向）へ配線部材５２５が外れるのも防止することがで
き、進退ユニット５３０に対して配線部材５２５をより良好な状態で保持することができ
る。
【０１４６】
　また、外側第一プレート５３１及び外側第二プレート５３２で構成されているコマでは
外側第一プレート５３１の一つの係止片５３１ａと外側第二プレート５３２の挟持部５３
２ｂとの間に配線部材５２５を保持させると共に、内側第一プレート５３３及び内側第二
プレート５３４で構成されているコマでは内側第二プレート５３４の上下に離間した一対
の係止片５３４ｂの間に配線部材５２５を保持させことで、配線部材５２５が進退ユニッ
ト５３０の内外方向へ移動するのを確実に防止することができる。
【０１４７】
　また、帯状で可撓性を有する進退ユニット５３０に対して、配線部材５２５を複数の第
一外側プレート５３１の係止片５３１ａ、第二外側プレート５３２の挟持部５３２ｂ、及
び内側第二プレート５３４の係止片５３４ｂに保持させて進退ユニット５３０に沿って延
びるようにしているため、進退ユニット５３０に保持されている配線部材５２５の折れ曲
がりを防止することができ、折れ曲がりによる配線部材５２５の断線を防止することがで
きると共に、配線部材５２５の断線により中央可動装飾体５５３を演出駆動させることが
できなくなって遊技者に不快感を与えてしまうのを回避させることができ、中央可動装飾
体５３３による演出を確実に楽しませて遊技者の興趣の低下を抑制させることができる。
【０１４８】
［５－５ｃ．中央可動装飾体ユニット］
　中央可動演出ユニット５００の中央可動装飾体ユニット５５０について、主に図２３乃
至図２５を参照して詳細に説明する。中央可動装飾体ユニット５５０は、進退ユニット５
３０（左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒ）の先端に取付けられている。中央可
動装飾体ユニット５５０は、進退ユニット５３０の左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５
３０Ｒの先端同士を回転可能に連結している連結ベース５５１と、連結ベース５５１の前
面に取付けられる装飾体ベース５５２と、装飾体ベース５５２の前面に回転可能に取付け
られている中央可動装飾体５５３と、装飾体ベース５５２の後面に取付けられている中央
回転駆動モータ５５４と、中央回転駆動モータ５５４の回転軸に取付けられている平歯車
状の駆動ギア（図示は省略）と、駆動ギアと噛合しており中央可動装飾体と一体回転する
従動ギア（図示は省略）と、装飾体ベース５５２と中央可動装飾体５５３との間で装飾体
ベース５５２の前面に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されている中央可動装
飾体装飾基板（図示は省略）と、を備えている。
【０１４９】
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　中央可動装飾体ユニット５５０の連結ベース５５１は、前後に貫通しており左右に離間
している一対の連結孔５５１ａが下端に形成されている。連結ベース５５１の連結孔５５
１ａには、進退ユニット５３０における左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの最
も先端側にある連結ピン５３５が挿入される。この一対の連結孔５５１ａにより、左ユニ
ット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒの先端同士を連結することができる。
【０１５０】
　中央可動装飾体５５３は、正面視の形状が略円形で、前面側を底とした短い有底筒状に
形成されている。中央可動装飾体５５３は、円形に形成された前面の中央を中心として回
転するように、装飾体ベース５５２に取付けられている。この中央可動装飾体５５３は、
透光性を有している。
【０１５１】
　中央回転駆動モータ５５４と中央可動装飾体装飾基板とは、フレキシブルフラットケー
ブルからなる配線部材５２５を介して、中央右装飾基板５２２と接続されている。
【０１５２】
　この中央可動装飾体ユニット５５０は、中央回転駆動モータ５５４を回転駆動させるこ
とで、中央可動装飾体５５３を前後方向に延びた軸線周りに回転させることができる。ま
た、中央可動装飾体ユニット５５０は、中央可動装飾体装飾基板の前面の複数のＬＥＤを
発光させることで、中央可動装飾体５５３を発光装飾させることができる。
【０１５３】
　この中央可動装飾体ユニット５５０は、組立てた状態で、中央回転駆動モータ５５４に
より回転する中央可動装飾体５５３が、一対の進退ユニット５３０（左ユニット５３０Ｌ
及び右ユニット５３０Ｒ）よりも前方に位置している。
【０１５４】
［５－５ｄ．進退駆動機構］
　中央可動演出ユニット５００の進退駆動機構５７０について、主に図２４及び図２５を
参照して詳細に説明する。進退駆動機構５７０は、進退ユニット５３０を駆動して中央可
動装飾体ユニット５５０を昇降させるための機構である。進退駆動機構５７０は、ベース
ユニット５１０における前ベース５１１の後面に回転軸が前ベース５１１とベースカバー
５２０との間に突出するように取付けられる中央昇降駆動モータ５７１と、中央昇降駆動
モータ５７１の回転軸に取付けられている駆動ギア５７２と、駆動ギア５７２と噛合して
おり前ベース５１１の前面に回転可能に取付けられている伝達ギア５７３と、伝達ギア５
７３と噛合しており前ベース５１１の前面に回転可能に取付けられている作動ギア５７４
と、を備えている。
【０１５５】
　また、進退駆動機構５７０は、作動ギア５７４に下側から噛合して左右方向にスライド
すると共に進退ユニット５３０の左ユニット５３０Ｌの駆動軸５３９を左右方向に移動さ
せる下スライダ５７５と、作動ギア５７４に上側から噛合して左右方向にスライドすると
共に進退ユニット５３０の右ユニット５３０Ｒの駆動軸５３９を左右方向に移動させる上
スライダ５７６と、前ベース５１１に取付けられており上スライダ５７６のスライド位置
を検知する昇降検知センサ５７７と、を備えている。下スライダ５７５及び上スライダ５
７６は、ベースユニット５１０における前ベース５１１とベースカバー５２０との間に取
付けられている。
【０１５６】
　下スライダ５７５は、作動ギア５７４よりも下側で前ベース５１１の前面に左右方向へ
スライド可能に取付けられる下本体５７５ａと、下本体５７５ａの上面に形成されており
作動ギア５７４に下方から噛合している左右に延びた下ラックギア５７５ｂと、下本体５
７５ａの正面視左端から上方に延出している平板状の延出片５７５ｃと、延出片５７５ｃ
を前後に貫通しており進退ユニット５３０における左ユニット３５０Ｌの駆動軸５３９が
挿入される駆動孔５７５ｄと、を備えている。下スライダ５７５の下本体５７５ａは、前
ベース５１１における下側のガイド溝５１５により、左右方向へスライド可能に支持され



(29) JP 2016-220973 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

ている。
【０１５７】
　上スライダ５７６は、作動ギア５７４よりも上側で前ベース５１１の前面に左右方向へ
スライド可能に取付けられる上本体５７６ａと、上本体５７６ａの下面に形成されており
作動ギア５７４に上方から噛合している左右に延びた上ラックギア５７６ｂと、上本体５
７６ａの正面視右端から下方に延出している平板状の延出片５７６ｃと、延出片５７６ｃ
を前後に貫通しており進退ユニット５３０における右ユニット３５０Ｒの駆動軸５３９が
挿入される駆動孔５７６ｄと、上本体５７６ａの正面視右端から上方に延出しており昇降
検知センサ５７７により検知可能な平板状の検知片５７６ｅと、を備えている。上スライ
ダ５７６の上本体５７６ａは、前ベース５１１における上側のガイド溝５１５により、左
右方向へスライド可能に支持されている。
【０１５８】
　進退駆動機構５７０は、通常の状態（中央可動装飾体ユニット５５０が下降端に位置し
ている状態）では、下スライダ５７５の駆動孔５７５ｄと上スライダ５７６の駆動孔５７
６ｄとが、正面視ベースユニット５１０の左端付近と右端付近とに夫々位置しており、互
いに最も離反した状態となっている。この状態で中央昇降駆動モータ５７１により作動ギ
ア５７４を正面視反時計回りの方向に回転させると、下スライダ５７５を右方に上スライ
ダ５７６を左方に夫々同じ速度でスライドさせることができる。
【０１５９】
［５－５ｅ．昇降支援機構］
　中央可動演出ユニット５００の昇降支援機構５９０について、主に図２３乃至図２５を
参照して詳細に説明する。昇降支援機構５９０は、ベースユニット５１１（後ベース５１
２）の後側に取付けられており、中央可動装飾体ユニット５５０の昇降を支援するための
機構である。昇降支援機構５９０は、後ベース５１２の後面における左右方向の中で上下
方向にスライド可能に支持されている平板状の第一昇降ガイド５９１と、第一昇降ガイド
５９１と後ベース５１２との間で第一昇降ガイド５９１により上下方向へスライド可能に
支持されていると共に上端が中央可動装飾体ユニット５５０の連結ベース５５１に取付け
られている第二昇降ガイド５９２と、第一昇降ガイド５９１の後面の一部を支持し後ベー
ス５１２に取付けられているガイドカバー５９３と、を備えている。
【０１６０】
　第一昇降ガイド５９１は、後ベース５１２の上端から上方へ突出する方向へのみ上下に
スライド可能に取付けられている。第二昇降ガイド５９２は、第一昇降ガイド５９１の上
端から上方へ突出する方向へのみ上下にスライド可能に取付けられている。昇降支援機構
５９０の第一昇降ガイド５９１及び第二昇降ガイド５９２は、第二昇降ガイド５９２の上
端に取付けられている中央可動装飾体ユニット５５０の連結ベース５５１が、正面視左右
方向に曲がらずに真っ直ぐ昇降するように支援（アシスト）している。
【０１６１】
　また、昇降支援機構５９０は、後ベース５１２の後面における正面視左右方向の右部に
おいて、夫々回転可能に左右に離間して取付けられている一対のガイドブッシュ５９５と
、一端が後ベース５１２に取付けられていると共に反対側の他端が進退ユニット５３０に
おける右ユニット５３０Ｒの取付ボス５３５ａの後端に取付けられており、一対のガイド
ブッシュに巻き掛けられている伸縮可能な紐状のアシスト弾性体５９６と、を備えている
。アシスト弾性体５９６は、長尺のコイルスプリングであり、他端がビス５９７により取
付ボス５３５ａに取付けられている。取付ボス５３５ａは、ブッシュ５９８を介して後ベ
ース５１２のスリット５１４内を摺動可能に貫通している。
【０１６２】
　昇降支援機構５９０の一対のガイドブッシュ５９５は、後ベース５１２における正面視
右部で左右に延びているスリット５１４の左右両端付近に相当する部位に夫々取付けられ
ている。そして、アシスト弾性体５９６は、一端が一対のガイドブッシュ５９５の間で後
ベース５１２の左右方向中央に近い側で、後ベース５１２に取付けられた上で、後ベース
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５１２の端部付近に取付けられているガイドブッシュ５９５に対して下側から巻き掛けら
れた後に、後ベース５１２の中央側へ折り返し、中央に近い側のガイドブッシュ５９５に
対して上側から巻き掛けられて取付ボス５３５ａの後端に他端が取付けられている。
【０１６３】
　このアシスト弾性体５９６は、伸長された状態で一対のガイドブッシュ５９５に巻き掛
けられていると共に、両端が後ベース５１２と取付ボス５３５ａに夫々取付けられている
。これにより、アシスト弾性体５９６は、進退ユニット５３０における右ユニット５３０
Ｒの取付ボス５３５ａに対して、常に正面視左方向に付勢している。つまり、アシスト弾
性体５９６により中央可動装飾体ユニット５５０の上昇を支援（アシスト）している。
【０１６４】
［５－５ｆ．中央可動演出ユニットの動作］
　次に、中央可動演出ユニット５００の動作について、主に図３１及び図３３を参照して
詳細に説明する。中央可動演出ユニット５００は、通常の状態では、図３１（ａ）に示す
ように、左右方向中央を境にして左右対称に配置されている進退ユニット５３０の左ユニ
ット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒが、ベースユニット５１０内（前ベース５１１と後
ベース５１２との間）に収容されている。この状態では、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニ
ット５３０Ｒの夫々の基端（正面視において左ユニット５３０Ｌの左端、及び、右ユニッ
ト５３０Ｒの右端）が、ベースユニット５１０の左右両端付近に位置しており、左ユニッ
ト５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの先端が、ベースユニット５１０の略中央に位置して
いる。
【０１６５】
　詳述すると、進退ユニット５３０における左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒは
、全体がベースユニット５１０の誘導部５１３上に位置しており、左ユニット５３０Ｌ及
び右ユニット５３０Ｒの全てのローラ５３６が誘導部５１３と当接している。更に詳述す
ると、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒにおける最も先端側にある一組の外側
第一プレート５３１と外側第二プレート５３２とにより構成されている一つのコマが、誘
導部５１３の第一立上部５１３ｂに位置しており、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５
３０Ｒの残りの四つのコマが誘導部５１３の水平部５１３ａに位置している。
【０１６６】
　この通常の状態では、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々の先端を連結
するように取付けられている中央可動装飾体ユニット５５０が、最も下降した下降端の位
置の状態となっており、中央可動装飾体５５３がベースユニット５１０のベースカバー５
２０の真正面に位置している。つまり、中央可動装飾体ユニット５５０が、ベースユニッ
ト５１０よりも上方に突出（上昇）していない状態となっている。
【０１６７】
　また、通常の状態では、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々の基端が、
ベースユニット５１０の左右両端付近に位置していることから、左ユニット５３０Ｌ及び
右ユニット５３０Ｒの夫々基端の駆動軸５３９が挿入されている下スライダ５７５の駆動
孔５７５ｄ及び上スライダ５７６の駆動孔５７６ｄにより、下スライダ５７５及び上スラ
イダ５７６が、ベースユニット５１０のガイド溝５１５による左右方向の左方の移動端及
び右方の移動端に夫々位置している。また、通常の状態では、上スライダ５７６の検知片
５７６ｅが、昇降検知センサ５７７により検知されている。
【０１６８】
　更に、通常の状態では、昇降支援機構５９０の第一昇降ガイド５９１及び第二昇降ガイ
ド５９２が、ベースユニット５１０における後ベース５１２の真後ろに位置している（図
２３（ｂ）を参照）。また、通常の状態では、昇降支援機構５９０のアシスト弾性体５９
６が、右ユニット５３０Ｌの取付ボス５３５ａを介して右ユニット５３０Ｌが正面視左方
へ移動するように付勢している。
【０１６９】
　この通常の状態で、中央昇降駆動モータ５７１により駆動ギア５７２及び伝達ギア５７
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３を介して作動ギア５７４が正面視反時計回りの方向に回転するように回転駆動させると
、作動ギア５７４に下から噛合している下ラックギア５７５ｂにより下スライダ５７５が
正面視右方へスライドすると共に、作動ギア５７４に上から噛合している上ラックギア５
７６ｂにより上スライダ５７６が正面視左方へスライドする。下スライダ５７５と上スラ
イダ５７６は、互いに反する方向に同じ速度でスライドする。
【０１７０】
　下スライダ５７５及び上スライダ５７６が、夫々右方及び左方にスライドすることで、
下スライダ５７５の駆動孔５７５ｄ及び上スライダ５７６の駆動孔５７６ｄに夫々挿入さ
れている左ユニット５３０Ｌの駆動軸５３９及び右ユニット５３０Ｒの駆動軸５３９によ
り、左ユニット５３０Ｌの基端が正面視右方に、右ユニット５３０Ｒの基端が正面視左方
に、夫々押圧される。つまり、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々の基端
が、ベースユニット５１０の左右方向中央側へ押圧される。
【０１７１】
　左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々の基端が中央側へ押圧されることで
、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの最も先端に位置しているローラ５３６が
、誘導部５１３の第二立上部５１３ｃに移動して更に上方へ移動するように誘導されるこ
ととなり、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの先端同士を連結している連結ベ
ース５５１を介して中央可動装飾体ユニット５５０が上昇を開始することとなる。なお、
図示は省略するが、中央可動装飾体ユニット５５０が上昇することで、連結ベース５５１
の後面に取付けられている第二昇降ガイド５９２が、第一昇降ガイド５９１に案内された
状態で第一昇降ガイド５９１の上端から上方へ延出し、中央可動装飾体ユニット５５０が
正面視左右方向に曲がることなく真っ直ぐに上昇するように支援（アシスト）している。
【０１７２】
　そして、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々の基端が中央側へ押圧され
ることで、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの先端が上方に移動すると、左ユ
ニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒにおける先端から二番目のローラ５３６が誘導部
５１３の第一立上部５１３ｂを中央側へ向かって夫々転動することとなり、左ユニット５
３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒにおける最も先端側のコマが、夫々の下辺が互いに接近す
るように立上ることとなる。これにより、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの
先端（中央可動装飾体ユニット５５０）が更に上方に移動する。この際に、左ユニット５
３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒは、夫々の基端が中央側へ移動していることから、夫々に
おける先端から二番目のコマが、誘導部５１３の第一立上部５１３ｂに位置している。
【０１７３】
　左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの最も先端側のコマの下辺同士が互いに接
近すると、夫々に備えられている磁石５３８の磁力により互いが引付け合い、そのコマの
基端側のローラ５３６が、誘導部５１３の第二立上部５１３ｃから上方へ離れると、磁石
５３８の磁力により左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの最も先端側のコマ同士
が互いに接触して密着することとなる。左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの先
端のコマ同士が磁石５３８の磁力により密着することで、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニ
ット５３０Ｒの剛性が高くなり、先端に取付けられている中央可動装飾体ユニット５５０
を落下せることなく支持することができる。
【０１７４】
　左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々の基端が、中央へ向かって移動する
ことで、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒを構成している各コマが、誘導部５
１３の第一立上部５１３ｂ及び第二立上部５１３ｃにより順次、上方へ移動するように誘
導され、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの先端が、ベースユニット５１０の
開口５１０ａを通って上方へ突出すると共に、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０
Ｒの先端に取付けられている中央可動装飾体ユニット５５０が更に上昇することとなる。
【０１７５】
　ベースユニット５１０の誘導部５１３により上方へ誘導された左ユニット５３０Ｌ及び
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右ユニット５３０Ｒの各コマは、夫々のコマに取付けられている磁石５３８の磁力により
互いの下辺が接触するように密着し、各コマ同士が真直ぐに上方へ延びた状態となる。こ
の状態では、上下に並んだコマ同士の間において、各コマの一方を構成している外側第一
プレート５３１の規制突起５３１ｄが、他方を構成している内側第一プレート５３３の規
制凹部５３３ｂにおける下辺側の端部に当接しており、コマ同士を連結している連結ピン
５３５を中心にして下辺側（ベースユニット５１０の左右方向中央側）へ曲がるのが阻止
されている。従って、規制突起５３１ｄ及び規制凹部５３３ｂによっても、左ユニット５
３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒにおけるベースユニット５１０から上方へ突出した部位が
正面視左右方向に曲がることなく上方へ真直ぐ延びるようにアシストしている。
【０１７６】
　そして、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々の基端のローラ５３６が、
誘導部５１３の水平部５１３ａにおける中央に近い端部付近に到達すると、中央昇降駆動
モータ５７１の駆動が停止し、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの移動が停止
する。この状態では、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒにおける最も基端側の
コマのみが、誘導部５１３（第一立上部５１３ｂ）に位置して誘導されており残りの四つ
のコマが、上下方向に立上った状態となっている（図３２を参照）。つまり、左ユニット
５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々の先端がベースユニット５１０から上方へ最も突
出した状態となっており、それらの先端に取付けられている中央可動装飾体ユニット５５
０が、最も上昇した上昇端に位置している。
【０１７７】
　中央可動装飾体ユニット５５０を上昇端に位置させた状態では、下スライダ５７５及び
上スライダ５７６が、夫々右方及び左方の移動端に位置している。また、中央可動装飾体
ユニット５５０を上昇端に位置させた状態では、中央可動装飾体ユニット５５０が、ベー
スユニット５１０（ベースカバー５２０）の上下方向の寸法よりも高く上方に突出してい
る。この状態では、中央可動装飾体ユニット５５０が、メイン液晶表示装置４５０の前面
の略中央に位置している（図４１を参照）。
【０１７８】
　中央可動装飾体ユニット５５０を上昇端の位置から、通常の下降端の位置に戻すには、
中央昇降駆動モータ５７１により作動ギア５７４を上記とは逆の正面視時計回りの方向に
回転駆動させることで、上記とは逆の動作をさせて、中央可動装飾体ユニット５５０を通
常の状態の位置に復帰させることができる。この際に、磁石５３８の磁力により密着して
いる左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒに対して、誘導部５１３の一対の第二立上
部５１３ｃが、楔の作用を発揮し、密着している左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０
Ｒのコマ同士をスムーズに離反させることができる。
【０１７９】
　本実施形態の中央可動演出ユニット５００は、中央昇降駆動モータ５７１を適宜制御す
ることで、中央可動装飾体ユニット５５０を、下降端と上昇端との間の何れの位置でも停
止させることができる。また、中央可動演出ユニット５００は、中央可動装飾体ユニット
５５０が下降端の位置でも、上昇端の位置でも、下降端と上昇端の間の位置でも、中央回
転駆動モータ５５４の駆動により、中央可動装飾体５５３を回転させることができる。更
に、中央可動演出ユニット５００は、中央左装飾基板５２１及び中央右装飾基板５２３の
ＬＥＤを適宜発光させることで、ベースカバー５２０を発光装飾させることができ、中央
可動装飾体ユニット５５０の図示しない中央可動装飾体装飾基板のＬＥＤを適宜発光させ
ることで中央可動装飾体５５３を発光装飾させることができる。
【０１８０】
　このように、本実施形態の中央可動演出ユニット５００によれば、中央可動装飾体ユニ
ット５５０を、ベースユニット５１０の上下方向の寸法よりも、高く上昇させることがで
きるため、遊技者を不思議がらせて強いインパクトを与えることができ、遊技者の関心を
中央可動装飾体５５０に強く引き付けさせることができる。
【０１８１】
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　また、夫々チェーンで構成された帯状で可撓性を有する左ユニット５３０Ｌと右ユニッ
ト５３０Ｒとを、磁石５３８の磁力によって互いに密着させているため、左ユニット５３
０Ｌや右ユニット５３０Ｒ、単体よりは剛性が高くなり、互いに密着した左ユニット５３
０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒにより中央可動装飾体ユニット５５０を十分に支持すること
ができ、中央可動装飾体ユニット５５０をベースユニット５１０から問題なく突出（上昇
）させることができる。
【０１８２】
　また、中央可動装飾体ユニット５５０の連結ベース５５１において、左ユニット５３０
Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々の先端を、夫々回転可能に取付けていることから、左ユ
ニット５３０Ｌや右ユニット５３０Ｒの夫々の先端を連結ベース５５１に対して相対的に
回転（回動）させることで、中央可動装飾体ユニット５５０から左ユニット５３０Ｌや右
ユニット５３０Ｒの延びる方向を様々に変更することができる。従って、進退駆動機構５
７０により左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒを後退させた時に、左ユニット５
３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒがベースユニット５１０から外方へ突出する方向に対して
、可及的に直交する方向（ベースユニット５１０の長辺と平行な方向）に中央可動装飾体
ユニット５５０の連結ベース５５１から左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒが延
びるようにすることができるため、左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒを介して
中央可動装飾体ユニット５５０を、ベースユニット５１０へ可及的に後退させることがで
き、進退駆動機構５７０により中央可動装飾体ユニット５５０を最も後退させた位置から
最も前進させた位置までの距離をより長くすることが可能となり、中央可動装飾体ユニッ
ト５５０をより大きく移動させることができる。
【０１８３】
［５－５ｇ．中央可動演出ユニットの第二実施形態］
　次に、中央可動演出ユニット５００とは構成の異なる中央可動演出ユニット５００Ａに
ついて、図３３を参照して説明する。図３３は中央可動演出ユニットの第二実施形態を概
略で示す正面図である。この中央可動演出ユニット５００Ａは、図示は省略するが、進退
ユニット５３０において、外側第一プレート５３１の規制突起５３１ｄと、内側第一プレ
ート５３３の規制凹部５３３ｂとが、省略されている。また、進退駆動機構５７０では、
進退ユニット５３０の左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒとを、夫々別々に駆動さ
せることができるように構成されている。
【０１８４】
　この中央可動演出ユニット５００Ａは、左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒとを
、同時に同じ速度で中央側へ移動させると、中央可動演出ユニット５００と同様に、中央
可動装飾体ユニット５５０を、真直ぐに昇降させることができる。
【０１８５】
　また、中央可動演出ユニット５００Ａは、例えば、中央可動装飾体ユニット５５０を下
降端の位置から上昇させる際に、左ユニット５３０Ｌよりも右ユニット５３０Ｒを早く中
央側へ移動させると、左ユニット５３０Ｌよりも右ユニット５３０Ｒの方が、ベースユニ
ット５１０の開口５１０ａから外方に多く突出する（繰出される）と共に、左ユニット５
３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの夫々のコマに備えられている磁石５３８の磁力により左
ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒの下辺同士が引合って、互いに接触した状態とな
り、左ユニット５３０Ｌ側を内側として進退ユニット５３０が弧を描くように曲がった状
態でベースユニット５１０から外方へ延びることとなる（図３３を参照）。つまり、中央
可動装飾体ユニット５５０を、正面視中央よりも左側へ弧を描くように昇降（進退）させ
ることができる。
【０１８６】
　この際に、左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒとを磁石５３８の磁力により密着
させるようにしているため、左ユニット５３０Ｌの下辺と右ユニット５３０Ｒの下辺とが
部分的に接触し、全体的に接触していなくても密着させることができ、左ユニット５３０
Ｌ及び右ユニット５３０Ｒによる剛性を高めて中央可動装飾体ユニット５５０を充分に支
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持することができる。
【０１８７】
　一方、図示は省略するが、中央可動装飾体ユニット５５０を下降端の位置から上昇させ
る際に、上記とは逆に、左ユニット５３０Ｌを右ユニット５３０Ｒよりも早く中央側へ移
動させると、中央可動装飾体ユニット５５０を、正面視中央より右側へ弧を描くように昇
降させることができる。
【０１８８】
　更に、図示は省略するが、左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒとを、同時に同じ
速度で中央側へ移動させることで、中央可動装飾体ユニット５５０を真直ぐに上昇させて
上昇端に位置させた状態で、左ユニット５３０Ｌ又は右ユニット５３０Ｒのみをベースユ
ニット５１０側（基端側）へ後退させると、互いに接触している下辺同士が摺動し、後退
させた方のベースユニット５１０から中央可動装飾体ユニット５５０までの長さが短くな
ることから、密着している左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒが、後退させた側
を内側として曲がることとなり、左右方向の一方に首を振るように中央可動装飾体ユニッ
ト５５０を移動させることができる。この際に、左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０
Ｒの夫々の下辺同士が、磁石５３８の磁力により密着していることから、一方のみを後退
させた時に、接触している左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒとの下辺同士の間で
摺動することができ、左右方向の一方側に容易に曲がることができる。
【０１８９】
　このように、中央可動演出ユニット５００Ａによれば、進退駆動機構５７０による進退
ユニット５３０の左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの移動速度（送り速度）や
移動方向（送り方向）を夫々適宜選択することで、ベースユニット５１０から上方に突出
する中央可動装飾体ユニット５５０の移動方向を様々に異ならせることができるため、中
央可動装飾体ユニット５５０に多彩な動きをさせることができ、より遊技者を楽しませる
ことができると共に、遊技者を飽き難くさせることができ、遊技に対する興趣の低下を抑
制させることができる。
【０１９０】
　また、磁石５３８の磁力により左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒとを密着させ
ていることから、左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒとを接近させると、互いが接
触していなくても引き合うため、互いに引き寄せ合って接触した状態で密着させることが
できる。また、磁石５３８の磁力により密着させていることから、面ファスナや粘着材に
より密着させる場合と比較して、左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒとが互いに接
触している面に沿った方向に相対的にスライドし易くなるため、進退駆動機構５７０によ
り左ユニット５３０Ｌと右ユニット５３０Ｒの送り速度を異ならせるようにした時に、ベ
ースユニット５１０から外方に突出する一対の左ユニット５３０Ｌ及右ユニット５３０Ｒ
が、送り速度の遅い側を内側として曲がり易くすることができる。従って、上述したよう
に、進退駆動機構５７０による左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの送り速度を
夫々適宜選択することで、ベースユニット５１０から外方に突出する中央可動装飾体ユニ
ット５５０の移動方向を様々に異ならせることができるため、中央可動装飾体ユニット５
５０に多彩な動きをさせることができ、より遊技者を楽しませることができると共に、遊
技者を飽き難くさせることができ、遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０１９１】
［５－６．上部可動演出ユニットの全体構成］
　続いて、中ユニット５の上部可動演出ユニット６００について、主に図３４乃至図３９
を参照して詳細に説明する。図３４は中ユニットにおける上部可動演出ユニットを前から
見た斜視図であり、図３５は上部可動演出ユニットを後ろから見た斜視図であり、図３６
は上部可動演出ユニットにおける上横可動演出ユニットの動きを示す上部可動演出ユニッ
トの正面図である。また、図３７は上部可動演出ユニットにおける上中可動演出ユニット
を概略構成で示す正面図である。図３８（ａ）は退避状態の上中可動演出ユニットを正面
から概略で示す説明図であり、（ｂ）は（ａ）の状態から途中まで出現した状態の上中可
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動演出ユニットを正面から概略で示す説明図であり、（ｃ）は出現状態の上中可動演出ユ
ニットを正面から概略で示す説明図である。また、図３９は、上横可動演出ユニットの上
横可動装飾体を中央側へ移動させると共に上中可動演出ユニットの上中可動装飾体を出現
位置へ移動させた状態で示す上部可動演出ユニットの正面図である。
【０１９２】
　本実施形態の上部可動演出ユニット６００は、中ユニットベース４００における一対の
側部４０１、上連結部４０２、及び中連結部４０３により囲まれた部位に、後側から取付
けられる。上部可動演出ユニット６００は、中ユニットベース４００に取付けられる正面
視枠状のユニットベース６０１と、ユニットベース６０１に取付けられている上横可動演
出ユニット６１０と、上横可動演出ユニット６１０の上部前面に取付けられている上中可
動演出ユニット６５０と、を備えている。
【０１９３】
　上横可動演出ユニット６１０は、正面視においてユニットベース６０１の枠内に配置さ
れ遊技者側から常時視認可能な一対の上横可動装飾体６１２を備えている。一対の上横可
動装飾体６１２は、ユニットベース６０１の枠内の左右両端と、左右方向の中央付近との
間で夫々左右方向へ移動可能とされている。また、上中可動演出ユニット６００は、通常
の状態では正面視においてユニットベース６０１の枠外（枠内よりも上方）に配置されて
遊技者側から視認不能な半円環状の一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１を
備えている。一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１は、遊技状態に応じてユ
ニットベース６０１の正面視枠内に移動して一つの大きな円環状に合体すると共に、遊技
者側から視認可能となる。
【０１９４】
　上部可動演出ユニット６００のユニットベース６０１は、正面視の形状が、左右に延び
た四角い枠状に形成されている。このユニットベース６０１は、左右の両辺が前後方向に
所定幅で上下に延びた帯板状に形成されており、上辺が左右両辺の後端よりも後方に延出
した平板状に形成されていると共に、下辺が左右両辺の前端よりも前方に延出した平板状
に形成されている。ユニットベース６０１は、下辺の上面における後端付近に、左右両端
から中央へ向かって夫々延びており上方に向かって開口している溝状の一対の下ガイド６
０２が形成されている。この下ガイド６０２は、後述する上横可動演出ユニット６１０に
おける一対の上横可動装飾体６１２の下ガイドピン６１２ａを摺動可能に案内するもので
ある。
【０１９５】
［５－６ａ．上横可動演出ユニット］
　上部可動演出ユニット６００の上横可動演出ユニット６１０について、主に図３４乃至
図３６を参照して説明する。上横可動演出ユニット６１０は、ユニットベース６０１の上
辺の上面に取付けられる上横ベース６１１と、上横ベース６１１の前端付近で夫々左右方
向に離間していると共に左右方向に移動可能に吊下げられており上下に延びている一対の
上横可動装飾体６１２と、一対の上横可動装飾体６１２の上端の一部を夫々支持している
と共に上横ベース６１１の上面おいて左右方向にスライド可能に夫々取付けられている一
対のスライダ（図示は省略）と、一対のスライダに夫々取付けられておりスライダを左右
方向に移動させる一対の上横駆動モータ（図示は省略）と、一対の上横駆動モータ及びス
ライダを上方から覆うように上横ベース６１１の上側に取付けられている上部カバー６１
５と、を備えている。
【０１９６】
　上横ベース６１１は、図示は省略するが、前端付近で且つ左右両端付近に、上下に貫通
していると共に左右に延びており上横可動装飾体６１２を上下に延びた軸周りに回転可能
且つ左右方向へ移動可能に吊下げるための一対の誘導スリットと、一対の誘導スリットの
後方で夫々上下に貫通していると共に左右方向に真直ぐ延びている案内スリットと、案内
スリットの後側に夫々形成されており左右に延びた一対のラックギアと、を備えている。
【０１９７】
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　誘導スリットは、上横ベース６１１の左右両端に近い側の端部が、その端部に近付くほ
ど案内スリットから離れるように前方に曲がっており、上横ベース６１１の左右方向中央
に近い側の端部が、案内スリットよりも中央から遠ざかっている。上横ベース６１１の案
内スリットは、上横可動装飾体６１２から上方に延びている駆動ピンが上方へ突出するよ
うに挿通される。
【０１９８】
　一対の上横可動装飾体６１２は、枠状のユニットベース６０１の枠内の高さと略同じ高
さで表面が立体的に形成されており、透光性を有している。この上横可動装飾体６１２は
、図示は省略するが、内部に配置され複数のＬＥＤが実装された上横装飾基板と、下端か
ら下方に突出しておりユニットベース６０１の下ガイド６０２内に摺動可能に挿入される
下ガイドピン６１２ａ（図３６を参照）と、上端から上方に突出しており上横ベース６１
１の誘導スリットに摺動可能且つ回転可能に吊下げられる吊下げ部と、吊下げ部とは異な
る位置から上方に突出しており上横ベース６１１の案内スリットに挿通される駆動ピンと
、を備えている。
【０１９９】
　図示は省略するが、上横可動装飾体６１２は、上横装飾基板のＬＥＤを適宜発光させる
ことで、発光装飾することができる。上横可動装飾体６１２の駆動ピンは、上横ベース６
１１の上面に左右方向へスライド可能に取付けられるスライダに、回転可能な状態で取付
けられる。
【０２００】
　図示は省略するが、上横駆動モータは、スライダの上面に取付けられており、スライダ
を貫通している回転軸に上横ベース６１１のラックギアと噛合する駆動ギアが取付けられ
ている。これにより、上横駆動モータによって駆動ギアを回転駆動させると、スライダが
左右方向にスライドする。
【０２０１】
　次に、上横可動演出ユニット６００の動作について説明する。この上横可動演出ユニッ
ト６００は、通常の状態では、一対の上横可動装飾体６１２が、左右方向に最も離間した
離遠位置に位置しており、ユニットベース６０１の左右両辺付近に夫々位置している（図
３６等を参照）。この通常の状態では、中ユニット５に組立てた状態で、一対の上横可動
装飾体６１２が正面視において夫々メイン液晶表示装置４５０の左右両端に位置しており
、メイン液晶表示装置４５０の左右両辺を装飾している。
【０２０２】
　この通常の状態では、上横可動装飾体６１２の吊下げ部と駆動ピンとが、上横ベース６
１１の誘導スリットと案内スリットとによって前後に並ぶように位置した状態となること
から、上横可動装飾体６１２の前面が、真正面に対して約６３度傾いている。つまり、通
常の状態では、左右の上横可動装飾体６１２が、その前面が夫々ユニットベース６０１の
枠内の中央を向くように傾斜している。
【０２０３】
　通常の状態で、図示しない一対の上横駆動モータの駆動により左右のスライダを夫々上
横ベース６１１の左右方向中央側へスライドさせると、夫々のスライダに支持されている
上横可動装飾体６１２の駆動ピンが、上横ベース６１１の案内スリットに沿って左右方向
中央側へ移動することとなり、駆動ピンの移動に伴って上横可動装飾体６１２の吊下げ部
も上横ベース６１１の誘導スリットに沿って左右方向中央側へ移動することとなる。この
際に、上横ベース６１１の誘導スリットは、中央側へ向かうに従って案内スリットに接近
するように後方へ円弧状に曲がった後に案内スリットと平行に延びるように形成されてい
るため、上横可動装飾体６１２の吊下げ部と駆動ピンとが左右方向に相対的に離れると共
に前後方向に接近することとなり、上横可動装飾体６１２が吊下げ部を中心に回動するこ
ととなる。これにより、上横可動装飾体６１２は、前面が正面を向くように回動しながら
上横ベース６１１の中央側へ移動する。
【０２０４】
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　そして、一対のスライダが左右方向中央側への移動端に到達すると、一対の上横駆動モ
ータの駆動が停止して、一対のスライダの移動が停止する。この状態では、一対の上横可
動装飾体６１２が、その前面を真正面に向けていると共に、ユニットベース６０１の枠内
を左右方向へ三つに分割するように互いに離間した離近位置に位置している（図３９を参
照）。また、一対の上横可動装飾体６１２を中央側へ移動させた状態では、一対の上横可
動装飾体６１２がメイン液晶表示装置４５０の前面に位置している。
【０２０５】
［５－６ｂ．上中可動演出ユニット］
　次に、上部可動演出ユニット６００の上中可動演出ユニット６５０について、主に図３
４乃至図３８を参照して詳細に説明する。上中可動演出ユニット６５０は、上横可動演出
ユニット６１０における一対の上横可動装飾体６１２よりも上側の前面に取付けられてい
る。上中可動演出ユニット６５０は、上横可動演出ユニット６１０の前面上部に取付けら
れる上中ベース６５１と、上中ベース６５１の前面に取付けられており前面に装飾が施さ
れている前カバー６５２と、を備えている。
【０２０６】
　また、上中可動演出ユニット６５０は、前カバー６５２と上中ベース６５１との間で上
中ベース６５１に左右方向中央よりも右側に回動中心を有するように回動可能に取付けら
れている半環状の上中左可動装飾体ユニット６６０と、上中ベース６５１の後側に左右方
向中央よりも左側に回動中心を有するように回動可能に取付けられている半環状の上中右
可動装飾体ユニット６７０と、上中ベース６５１の左右方向中央で上下にスライド可能に
取付けられており、上中左可動装飾体ユニット６６０の回動を伝達して上中右可動装飾体
ユニット６７０を回動させる伝達スライダ６８０と、上中ベース６５１に取付けられてお
り上中左可動装飾体ユニット６６０を回動させる回動駆動機構６９０と、を備えている。
【０２０７】
　上中可動演出ユニット６５０の上中ベース６５１は、正面視の形状が左右に延びた略四
角形に形成されている。上中ベース６５１は、全体が略平板状に形成されており、正面視
左右方向中央より左側の部位に対して右側の部位が前方に位置し、左側の部位の右端と右
側の部位の左端とが連結された平面視クランク状に形成されている。この上中ベース６５
１の左右方向中央より左側の部位の前方に上中左可動装飾体ユニット６６０の上中左装飾
体６６１が配置されると共に、中央より右側の部位の後方に上中右可動装飾体ユニット６
７０の上中右装飾体６７１が配置される。また、上中ベース６５１により、上中左可動装
飾体ユニット６６０の上中左装飾体６６１と上中右可動装飾体ユニット６７０の上中右装
飾体６７１とが、前後方向に対して同じ位置に配置される。
【０２０８】
　この上中ベース６５１は、正面視左右方向中央より右側の部位の前面から前方に突出し
ており上中左可動装飾体ユニット６６０を回動可能に取付けるための左用軸部６５１ａと
、正面視左右方向中央より左側の部位の後面から後方に突出しており上中右可動装飾体ユ
ニット６７０を回動可能に取付けるための右用軸部６５１ｂと、正面視左右方向中央より
右側の部位の左端付近で上下に延びていると共に前後に貫通しており伝達スライダ６８０
を上下にスライド可能に取付けるためのガイド溝（図示は省略）と、を備えている。上中
ベース６５１の左用軸部６５１ａと右用軸部６５１ｂは、上中ベース６５１の左右方向中
央を境にして左右対称の位置に備えられている。
【０２０９】
　上中左可動装飾体ユニット６６０は、半円環状で前面に装飾が施されており透光性を有
する上中左装飾体６６１と、上中左装飾体６６１を後側から取付けている左装飾体ベース
６６２と、左装飾体ベース６６２と上中左装飾体６６１との間に取付けられており前面に
複数のＬＥＤが実装されている上中左装飾基板（図示は省略）と、を備えている。上中左
装飾体６６１は、上中左装飾基板のＬＥＤを適宜発光させることで発光装飾することがで
きる。半円環状の上中左装飾体６６１は、内周側の半径が中央可動演出ユニット５００に
おける中央可動装飾体５５３の半径よりも若干大きく形成されており、外周側の半径が枠
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状のユニットベース６０１における枠内の高さよりも若干小さく形成されている。
【０２１０】
　左装飾体ベース６６２は、前面に上中左装飾体６６１が取付けられる半円環状の装飾体
取付部６６２ａと、装飾体取付部６６２ａの一方の端部から外方に延出している平板状の
基板部６６２ｂと、基板部６６２ｂの先端において上中ベース６５１の左用軸部６５１ａ
に回動可能に取付けられる回動軸受部６６２ｃと、基板部６６２ｂにおける回動軸受部６
６２ｃと装飾体取付部６６２ａとの間で前後に貫通している長孔状の左伝達スリット６６
２ｄと、基板部６６２ｂにおける回動軸受部６６２ｃから左伝達スリット６６２ｄの方向
に対して略直交する方向に離間した位置で前後に貫通している作用軸受部６６２ｅと、作
用軸受部６６２ｅから回動軸受部６６２ｃとは反対方向に延出している平板状の検知片６
６２ｆと、を備えている。
【０２１１】
　左装飾体ベース６６２は、半円環状の装飾体取付部６６２ａの一方の端部において、円
弧側とは反対側で半円環の中心から遠ざかる方向に基板部６６２ｂが延出している。左装
飾体ベース６６２の基板部６６２ｂは、装飾体取付部６６２ａから延出している部位が、
一旦前方に延出してから装飾体取付部６６２ａの前面と平行に延びており、平面視の形状
がクランク状に形成されている。左装飾体ベース６６２の左伝達スリット６６２ｄには、
伝達スライダ６８０の左伝達ピン６８１が摺動可能に挿入される。左装飾体ベース６６２
の作用軸受部６６２ｅには、回動伝達機構６９０におけるリンクロッド６９４の作用ピン
６９４ｂが回転可能に挿入される。更に、左装飾体ベース６６２の検知片６６２ｆは、上
中ベース６５１に取付けられている回動検知センサ６５３により検知される。
【０２１２】
　この上中左可動装飾体ユニット６６０は、上中左装飾体６６１と左装飾体ベース６６２
の装飾体取付部６６２ａが、上中ベース６５１の左右方向中央より左側の部位の前方で右
側の部位よりも後方に位置し、左装飾体ベース６６２の基板部６６２ｂが、上中ベース６
５１の左右方向中央より右側の部位の前面に位置している。また、上中左装飾体ユニット
６６０は、半円環状の上中左装飾体６６１の円弧側が、上中ベース６５１の左用軸部６５
１ａを中心に正面視において時計回りの方向に向くように取付けられる。
【０２１３】
　また、上中左可動装飾体ユニット６６０は、半円環状の上中左装飾体６６１の前面が、
中央可動演出ユニット５００の中央可動装飾体ユニット５５０における中央可動装飾体５
５３の前面と、前後方向の位置が略一致するように形成されている。また、左装飾体ベー
ス６６２の装飾体取付部６６２ａが、中央可動演出ユニット５００の進退ユニット５３０
よりも前方に位置するように形成されている。
【０２１４】
　上中右可動装飾体ユニット６７０は、半円環状で前面に装飾が施されており透光性を有
する上中右装飾体６７１と、上中右装飾体６７１を後側から取付けている右装飾体ベース
６７２と、右装飾体ベース６７２と上中右装飾体６７１との間に取付けられており前面に
複数のＬＥＤが実装されている上中右装飾基板（図示は省略）と、を備えている。上中右
装飾体６７１は、上中右装飾基板のＬＥＤを適宜発光させることで発光装飾することがで
きる。半円環状の上中右装飾体６７１は、内周側の半径が中央可動演出ユニット５００に
おける中央可動装飾体５５３の半径よりも若干大きく形成されており、外周側の半径が枠
状のユニットベース６０１における枠内の高さよりも若干小さく形成されている。
【０２１５】
　右装飾体ベース６７２は、前面に上中右装飾体６７１が取付けられる半円環状の装飾体
取付部６７２ａと、装飾体取付部６７２ａの一方の端部から外方に延出している平板状の
基板部６７２ｂと、基板部６７２ｂの先端において上中ベース６５１の右用軸部６５１ｂ
に回動可能に取付けられる回動軸受部６７２ｃと、基板部６７２ｂにおける回動軸受部６
７２ｃと装飾体取付部６７２ａとの間で前後に貫通している長孔状の右伝達スリット６７
２ｄと、を備えている。
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【０２１６】
　右装飾体ベース６７２は、半円環状の装飾体取付部６７２ａの一方の端部において、円
弧側とは反対側で半円環の中心から遠ざかる方向に基板部６７２ｂが延出している。右装
飾体ベース６７２の基板部６７２ｂは、装飾体取付部６７２ａから延出している部位が、
一旦前後方に延出してから装飾体取付部６７２ａの前面と平行に延びており、平面視の形
状がクランク状に形成されている。右装飾体ベース６７２の右伝達スリット６７２ｄには
、伝達スライダ６８０の左伝達ピン６８２が摺動可能に挿入される。
【０２１７】
　この上中右可動装飾体ユニット６７０は、上中右装飾体６７１と右装飾体ベース６７２
の装飾体取付部６７２ａが、上中ベース６５１の左右方向中央より右側の部位の後方で左
側の部位よりも前方に位置し、右装飾体ベース６７２の基板部６７２ｂが、上中ベース６
５１の左右方向中央より左側の部位の後面に位置している。また、上中右装飾体ユニット
６７０は、半円環状の上中右装飾体６７１の円弧側が、上中ベース６５１の右用軸部６５
１ｂを中心に正面視において反時計回りの方向に向くように取付けられる。
【０２１８】
　また、上中右可動装飾体ユニット６７０は、半円環状の上中右装飾体６７１の前面が、
中央可動演出ユニット５００の中央可動装飾体ユニット５５０における中央可動装飾体５
５３の前面と、前後方向の位置が略一致するように形成されている。また、右装飾体ベー
ス６７２の装飾体取付部６７２ａが、中央可動演出ユニット５００の進退ユニット５３０
よりも前方に位置するように形成されている。
【０２１９】
　上中可動演出ニット６５０の伝達スライダ６８０は、上中ベース６５１の図示しないガ
イド溝により上下にスライド可能に取付けられている。この伝達スライダ６８０は、左装
飾体ベース６６２の左伝達スリット６６２ｄ内に摺動可能に挿入される左伝達ピン６８１
と、左伝達ピン６８１の直下で右装飾体ベース６７２の右伝達スリット６７２ｄ内に摺動
可能に挿入される右伝達ピン６８２と、を備えている。
【０２２０】
　伝達スライダ６８０の左伝達ピン６８１及び右伝達ピン６８２は、伝達スライダ６８０
を上中ベース６５１にスライド可能に取付けた状態で、左用軸部６５１ａと右用軸部６５
１ｂとの間の中央を通る軸線上に位置するように形成されている。
【０２２１】
　上中可動演出ユニット６５０の回動駆動機構６９０は、上中ベース６５１における正面
視右上隅の後面に回転軸が貫通して前方に突出するように取付けられる上中駆動モータ６
９１と、上中駆動モータ６９１の回転軸に取付けられる平歯車状の駆動ギア６９２と、駆
動ギア６９２と噛合する平歯車状の従動ギア部６９３ａ、従動ギア部６９３ａから外方へ
延出している延出部６９３ｂ、及び延出部６９３ｂの先端で前後方向に貫通している駆動
軸受部６９３ｃを有しており、前カバー６５２の後面に回転可能に取付けられるカム部材
６９３と、棒状で一方の端部にカム部材６９３の駆動軸受部６９３ｃ内に回転可能に挿入
される駆動ピン６９４ａを有すると共に、他方の端部に左装飾体ベース６６２の作用軸受
部６６２ｅ内に回転可能に挿入される作用ピン６９４ｂを有するリンクロッド６９４と、
を備えている。
【０２２２】
　回動駆動機構６９０のカム部材６９３は、従動ギア部６９３ａと同芯上で回転可能に前
カバー６５２に取付けられている。これにより、カム部材６９３を回転させると、延出部
６９３ｂの先端の駆動軸受部６９３ｃが所定の半径で公転する。
【０２２３】
　次に、上中可動演出ユニット６５０の動作について説明する。この上中可動演出ユニッ
ト６５０は、通常の状態では、上中左可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユ
ニット６７０の全体が前カバー６５２の真後ろに位置しており、遊技者側から視認不能な
状態（退避位置の状態）となっている。この退避位置の状態では、図３７に示すように、
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上中ベース６５１の左用軸部６５１ａに回動可能に取付けられている上中左可動装飾体ユ
ニット６６０が、左用軸部６５１ａ（回動軸受部６６２ｃ）から正面視斜め左上に左装飾
体ベース６６２の左伝達スリット６６２ｄが位置しており、半円環状の先端側（自由端側
）が左用軸部６５１ａよりもやや下方に位置している。また、左装飾体ベース６６２では
、回動軸受部６６２ｃの正面視斜め右上でカム部材６９３の回転中心と略同じ高さに作用
軸受部６６２ｅが位置している。また、左装飾体ベース６６２の検知片６６２ｆは、回動
検知センサ６５３により検知されている。
【０２２４】
　左装飾体ベース６６２の作用軸受部６６２ｅに作用ピン６９４ｂが回転可能に取付けら
れているリンクロッド６９４は、作用軸受部６６２ｅから正面視右方へカム部材６９３の
後方でその回転中心を跨ぐように略水平に延びており、作用ピン６９４ｂとは反対側の端
部の駆動ピン６９４ａが、カム部材６９３の回転中心の正面視右方に位置してカム部材６
９３の駆動軸受部６９３ｃに回転可能に取付けられている。これにより、カム部材６９３
の延出部６９３ｂが、従動ギア部６９３ａから正面視右方へ略水平に延びている。
【０２２５】
　また、退避位置の状態では、上中ベース６５１の右用軸部６５１ｂに回動可能に取付け
られている上中右可動装飾体ユニット６７０が、右用軸部６５１ｂ（回動軸受部６７２ｃ
）から正面視斜め右上に右装飾体ベース６７２の右伝達スリット６７２ｄが位置しており
、半円環状の先端側（自由端側）が右用軸部６５１ｂよりもやや下方に位置している。右
装飾体ベース６７２の右伝達スリット６７２ｄは、左装飾体ベース６６２の左伝達スリッ
ト６６２ｄの下側に位置している。左伝達スリット６６２ｄ及び右伝達スリット６７２ｄ
には、伝達スライダ６８０における上下に配置された左伝達ピン６８１及び右伝達ピン６
８２が夫々摺動可能に挿入されている。
【０２２６】
　この退避位置の状態（通常の状態）で、遊技状態に応じて上中駆動モータ６９１により
カム部材６９３が正面視時計回りの方向に回転するように駆動させると、カム部材６９３
の回転中心に対して偏芯している駆動軸受部６９３ｃが、正面視左方且つ下方へ移動する
ように公転する。この駆動軸受部６９３ｃが公転することで、駆動軸受部６９３ｃに取付
けられているリンクロッド６９４の駆動ピン６９４ａにより、リンクロッド６９４が全体
的に左方へ移動しようとし、リンクロッド６９４の作用ピン６９４ｂを介して左装飾体ベ
ース６６２の作用軸受部６６２ｅが正面視左方へ押圧される。
【０２２７】
　リンクロッド６９４により作用軸受部６６２ｅが正面視左方へ押圧されると、左装飾体
ベース６６２が左用軸部６５１ａを中心に正面視反時計回りの方向に回動することとなり
、左装飾体ベース６６２の半円環状の装飾体取付部６６２ａの先端側が下方へ移動するこ
ととなる。そして、左装飾体ベース６６２が左用軸部６５１ａを中心にして反時計回りの
方向に回動すると、基板部６６２ｂに形成されている左伝達スリット６６２ｄが下方へ移
動するように公転することとなる。この左伝達スリット６６２ｄが正面視下方へ移動する
ように公転すると、左伝達スリット６６２ｄ内に挿入されている左伝達ピン６８１が左伝
達スリット６６２ｄの内周面により下方へ押圧され、左伝達ピン６８１を介して伝達スラ
イダ６８０が下方へ真直ぐにスライドすることとなる。
【０２２８】
　伝達スライダ６８０が下方へスライドすると、左伝達ピン６８１の直下に配置されてい
る右伝達ピン６８２も下方へ移動するため、左伝達ピン６８２の下方への移動により、左
伝達ピン６８２が挿入されている右装飾体ベース６７２の右伝達スリット６７２ｄが下方
へ押圧されることとなる。この右伝達スリット６７２ｄが右伝達ピン６８２により下方へ
押圧されると、右装飾体ベース６７２が、右用軸部６５１ｂを中心にして正面視時計回り
の方向へ回動することとなり、右装飾体ベース６７２における半円環状の装飾体取付部６
７２ａの先端側が下方へ移動することとなる。
【０２２９】
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　このように、上中駆動モータ６９１によりカム部材６９３を正面視時計周りの方向に回
動させると、上中左可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０が、
反時計周りの方向及び時計回りの方向に夫々回動し、半円環状の上中左装飾体６６１及び
上中右装飾体６７１が回動しながら下方へ移動することとなる（図３８（ｂ）を参照）。
上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１が回動しながら下方へ移動すると、上中左装
飾体６６１及び上中右装飾体６７１が夫々先端側から正面視において前カバー６５２より
も下方（正面視において枠状のユニットベース６０１の枠内）へ順次移動することとなり
、前カバー６５２よりも下方に位置している部位が遊技者側から視認可能となる（出現す
る）。
【０２３０】
　そして、上中駆動モータ６９１によりカム部材６９３を更に正面視時計回りの方向に回
動させると、半円環状の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１の先端同士が互いに
当接し、上中左可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０の回動が
停止すると共に、上中駆動モータ６９１の回転駆動が停止する。これにより、上中左装飾
体６６１及び上中右装飾体６７１の全体が前カバー６５２よりも下方に位置し、遊技者側
から視認可能となると共に、前カバー６５２の下方で上中左装飾体６６１と上中右装飾体
６７１とにより一つの大きな円環状の装飾体が形成された状態（出現位置の状態）となる
（図３７（ｃ）を参照）。
【０２３１】
［５－６ｃ．上部可動演出ユニットの動作］
　次に、上部可動演出ユニット６００の動作について、主に図３６及び図３９を参照して
詳細に説明する。上部可動演出ユニット６００は、通常の状態では、上横可動演出ユニッ
ト６１０の一対の上横可動装飾体６１２がユニットベース６０１の枠内の左右両辺付近に
夫々位置していると共に、上中可動演出ユニット６５０の一対の上中左装飾体６６１及び
上中右装飾体６７１がユニットベース６０１の枠内よりも上方に夫々位置している。この
通常の状態では、遊技者側からは一対の上横可動装飾体６１２のみが視認可能となってお
り、正面視において一対の上横可動装飾体６１２によりメイン液晶表示装置４５０の左右
両側を装飾している（図１５（ａ）等を参照）。なお、通常の状態では、一対の上横可動
装飾体６１２が、上下に延びた軸周りに対して所定角度回動しており、夫々前面がユニッ
トベース６０１の枠内の中央側を向いている。
【０２３２】
　この通常の状態で、上横可動演出ユニット６１０の図示しない一対の上横駆動モータを
駆動させることで、ユニットベース６０１の枠内の左右両端に位置している一対の上横可
動装飾体６１２を、正面視左右方向中央寄りの位置へ移動させることができる。この際に
、一対の上横可動装飾体６１２は、夫々上下に延びた軸周りに回動し、前面が真正面を向
いた状態となる。一対の上横可動装飾体６１２を中央側へ移動させることで、メイン液晶
表示装置４５０の表示画面を左右方向へ三つに分割することができる。なお、一対の上横
可動装飾体６１２は、夫々独立して左右方向に移動させることができ、両方を同時に移動
させたり、一方のみを移動させたりすることで多彩な可動演出を遊技者に提示することが
できる。
【０２３３】
　また、通常の状態で、上中可動演出ユニット６５０の上中駆動モータ６９１を駆動させ
ることで、ユニットベース６０１の枠内よりも上方に位置している半円環状の一対の上中
左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１を夫々回動させつつ下降させて、夫々の端部同士
を当接させ合体させることができ、正面視においてユニットベース６０１の枠内に一つの
大きな円環状の装飾体を遊技者側から視認可能に出現させることができる（図３９を参照
）。一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１を出現させた状態では、上中左装
飾体６６１及び上中右装飾体６７１により形成された円環状の装飾体が、ユニットベース
６０１の枠内の中央に位置しており、遊技者側から目立った状態となる。
【０２３４】



(42) JP 2016-220973 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

　この上部可動演出ユニット６００は、上横可動演出ユニット６１０の一対の上横可動装
飾体６１２と、上中可動演出ユニット６５０の一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾
体６７１とが、夫々前後方向の異なる位置に配置されているため、例えば、一対の上横可
動装飾体６１２を中央側へ移動させた後に一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６
７１を出現位置に移動させたり、一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１を出
現位置に移動させた後に一対の上横可動装飾体６１２を中央側へ移動させたり、一対の上
横可動装飾体６１２と一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１とを中央側へ移
動させたりすることができ、多彩な可動パターンの演出を遊技者に提示して遊技者を飽き
させ難くすることができる。
【０２３５】
　また、上部可動演出ユニット６００は、上中可動演出ユニット６５０の一対の上中左装
飾体６６１及び上中右装飾体６７１を出現位置に移動させた時に形成される円環状の装飾
体の中心が、中央可動演出ユニット５００における中央可動装飾体ユニット５５０を上昇
端に位置させた時の中央可動装飾体５５３の中心と略一致している。従って、正面視にお
いて、一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１により、上昇端に位置した中央
可動装飾体５５３の外周を囲むように装飾することができる（図４２を参照）。
【０２３６】
　更に、上部可動演出ユニット６００は、上中可動演出ユニット６５０の一対の上中左装
飾体６６１及び上中右装飾体６７１の夫々の前面が、中央可動装飾体５５３の前面と、前
後方向の位置が略一致しているため、中央可動装飾体５５３を上昇端に位置させた状態で
、一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１を出現位置に移動させて中央可動装
飾体５５３の外周を囲む（合体させる）と、中央可動装飾体５５３と、一対の上中左装飾
体６６１及び上中右装飾体６７１とで、一つの大きな円盤状の装飾体を形成することがで
き、遊技者側から目立たせて遊技者に強いインパクトを与えることができる。
【０２３７】
　この際に、一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１の内周によって、中央可
動装飾体５５３の外周をガイドすることができるため、中央可動装飾体５５３の外周を一
対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１で囲った（合体させた）状態で中央可動
装飾体５５３を回転させると、回転による中央可動装飾体５５３の左右のブレを一対の上
中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１によって抑制することができ、中央可動装飾体
５５３を良好な状態で回転させることができる。従って、中央可動装飾体５５３と一対の
上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１とが合体して形成された一つの大きな円盤状
の装飾体の中央（中央可動装飾体５５３）が回転する演出を遊技者に見せることができる
ため、遊技者に対して更に強いインパクトを与えることができ、遊技者を楽しませて興趣
の低下を抑制させることができる。
【０２３８】
［５－７．横部可動演出ユニット］
　中ユニット５の横部可動演出ユニット７００について、主に図２１及び図２２を参照し
て説明する。横部可動演出ユニット７００は、中ユニットベース４００における左右側部
４０１の内側に夫々取付けられている。横部可動演出ユニット７００は、左右に離間して
配置され正面視の形状が略長方形で所定の演出画像を表示可能な一対のサブ左液晶表示装
置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒと、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右
液晶表示装置７１０Ｒを夫々前後に延びた軸周りに回動させる左回動駆動機構７３０Ｌ及
び右回動駆動機構７３０Ｒと、左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒを夫
々上下に移動させ中ユニットベース４００に夫々取付けられる左昇降駆動機構７５０Ｌ及
び右昇降駆動機構７５０Ｒと、左昇降駆動機構７５０Ｌ及び右昇降駆動機構７５０Ｒに沿
うように中ユニットベース４００内に取付けられている横部左装飾部材７７０Ｌ及び横部
右装飾部材７７０Ｒと、を備えている。
【０２３９】
　横部可動演出ユニット７００のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７
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１０Ｒは、互いに対称形状に形成されている。サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液
晶表示装置７１０Ｒは、正面視の外形形状が略長方形に形成されており、長辺の長さが、
中ユニットベース４００における一対の側部４０１の内面同士の間隔の寸法に対して約２
／５の長さとされていると共に、短辺の長さが、中央可動演出ユニット５００におけるベ
ースカバー５２０の高さよりも若干長い。
【０２４０】
　サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒは、演出画像が表示され
る長方形状の表示画面７１１と、表示画面の外周を装飾しており透光性を有する枠状の装
飾枠部材７１２と、装飾枠部材７１２及び表示画面７１１の後側に配置されており前面に
複数のＬＥＤが実装されているサブ液晶装飾基板７１３と、サブ液晶装飾基板７１３の後
面を覆うように装飾枠部材７１２の後側に取付けられているサブ液晶ベース７１４と、サ
ブ液晶ベース７１４の後面に取付けられる平板状の錘７１４と、を夫々備えている。
【０２４１】
　装飾枠部材７１２は、二つの短辺を構成している部位に爪を模した立体的な装飾が形成
されている。サブ液晶装飾基板７１３は、長方形の表示画面７１１の短辺よりも短い幅で
、表示画面７１１の長辺よりも長く延びており、正面視において表示画面７１１の二つの
短辺から外方に延出する部位を有するように組立てられると共に、表示画面７１１の二つ
の短辺から外方に延出する部位に複数のＬＥＤが実装されている。これにより、サブ液晶
装飾基板７１３のＬＥＤを発光させることで、装飾枠部材７１２における爪の装飾が形成
されている部位を発光装飾させることができる。
【０２４２】
　サブ液晶ベース７１４は、図示は省略するが、後面における四隅のうちの一つから後方
へ円柱状に突出した回動軸を有している。サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表
示装置７１０Ｒは、サブ液晶ベース７１４の回動軸が、左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回
動駆動機構７３０Ｒにおける図示しない回動駆動ベースの軸受部に夫々取付けられること
で、前後に延びた軸周りに回動することができる。錘７１５は、鉄板等の金属板により形
成されており、サブ液晶ベース７１４の後面における二つの長辺のうちの回動軸に近い側
の長辺に沿うように取付けられている。
【０２４３】
　左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒは、図示は省略するが、サブ液晶
ベース７１４の回動軸が回転可能に挿通される軸受部、及び左昇降駆動機構７５０Ｌ又は
右昇降駆動機構７５０Ｒにおける図示しない昇降駆動シャフトが挿通されるナット孔を有
する回動駆動ベースと、回動駆動ベースの後側で軸受部を貫通したサブ液晶ベース７１４
の回動軸の先端（後端）に取付けられ回動軸から偏芯した位置に作動ピンを有する作動回
転部材と、回動駆動ベースの前面に回転軸が後方に突出するように取付けられる横部回動
駆動モータと、横部回動駆動モータの回転軸に取付けられ回転中心から偏芯した位置に駆
動ピンを有する駆動回転部材と、駆動回転部材の駆動ピンに一端側が回転可能に取付けら
れると共に、作動回転部材の作動ピンに他端側が回転可能に取付けられる連結ロッドと、
回動駆動ベースの後側に取付けられており左昇降駆動機構７５０Ｌ又は右昇降駆動機構７
５０Ｒのガイドベース７５１に昇降可能に取付けられる昇降スライダと、を備えている。
【０２４４】
　また、左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒは、回動駆動ベースの前面
に横部回動駆動モータの前側を覆うように取付けられるカバーと、回動駆動ベースに上下
方向へスライド可能に取付けられており、作動回転部材の回転に伴って上下方向にスライ
ドするアシストスライダと、アシストスライダを上昇させる方向に付勢しているアシスト
バネと、を備えている。
【０２４５】
　回動駆動ベースのナット孔は、内部に複数の突起を有しており、それら突起が左昇降駆
動機構７５０Ｌ及び右昇降駆動機構７５０Ｒにおける昇降駆動シャフトの螺旋溝に挿入さ
れることで、昇降駆動シャフトに対してネジ結合することができる。



(44) JP 2016-220973 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

【０２４６】
　作動回転部材は、回動軸を中心にした扇状のギア部を有しており、このギア部がアシス
トスライダのラックギアに噛合することで、作動回転部材の回転によりアシストスライダ
を上下方向にスライドさせることができる。また、作動回転部材は、外方に突出した規制
片を有しており、規制片の端部が回動駆動ベースの所定位置に当接することで、作動回転
部材の回動範囲が規制されている。
【０２４７】
　左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒは、組立てた状態で、作動回転部
材の作動ピンがその回転中心（回動軸の中心）に対して左右方向の外側に位置していると
共に、アシストスライダが作動回転部材の回転中心よりも左右方向内側に配置されている
。
【０２４８】
　この左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒは、サブ左液晶表示装置７１
０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７３０Ｌを、夫々前後方向に延びた軸周りに対して９０度回
動させることができる。詳しくは、左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒ
は、外形が長方形のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７３０Ｌを、サ
ブ液晶ベース７１４の回動軸を中心にして水平に延びた状態と、上方へ垂直に延びた（立
上った）状態との間で回動させることができる。
【０２４９】
　左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒは、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ
及びサブ右液晶表示装置７３０Ｌの回動範囲を規制する回動規制機構を備えている。この
回動規制機構により、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７３０Ｌを、
立上げた時には先端（上端）が反対側へ回動する（倒れる）のを阻止することができると
共に、水平にした時には先端が下方へ更に回動するのを阻止することができる。
【０２５０】
　アシストバネは、アシストスライダを介してサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液
晶表示装置７３０Ｌが立上る方向へ回動するように付勢しており、水平な状態から立上げ
る時に横部回動駆動モータに作用する負荷を軽減させている。
【０２５１】
　左昇降駆動機構７５０Ｌ及び右昇降駆動機構７５０Ｒは、中ユニットベース４００の側
部４０１の略全高に亘って延びており中ユニットベース４００の枠内の左右両端付近に夫
々取付けられるガイドベース７５１と、ガイドベース７５１の上端に取付けられる上部ベ
ース７５２と、ガイドベース７５１の下端に取付けられる下部ベース７５３と、上部ベー
ス７５２及び下部ベース７５３に上端及び下端が夫々回転可能に取付けられ外周に螺旋溝
が形成された昇降駆動シャフト（図示は省略）と、昇降駆動シャフトの上端に取付けられ
ている平歯車状のシャフトギア（図示は省略）と、シャフトギアと噛合している平歯車状
の駆動ギア（図示は省略）と、駆動ギアが回転軸に取付けられており上部ベース７５２に
取付けられている横部昇降駆動モータ７５７と、を備えている。
【０２５２】
　ガイドレール７５１は、上下に延びた帯板の左右両端が夫々前方に屈曲された形態に形
成されている。ガイドベース７５１は、左回動駆動機構７３０Ｌ又は右回動駆動機構７３
０Ｒの昇降スライダが前方から挿入される。これにより、ガイドベース７５１により昇降
スライダを上下方向にのみガイドすることができる。
【０２５３】
　左昇降駆動機構７５０Ｌ及び右昇降駆動機構７５０Ｒは、昇降駆動シャフトを左回動駆
動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｌにおける回動駆動ベースのナット孔に挿通す
ることで、外周に形成された螺旋溝によりナット孔とネジ結合することができる。左昇降
駆動機構７５０Ｌ及び右昇降駆動機構７５０Ｒは、横部昇降駆動モータ７５７を駆動させ
ることで昇降駆動シャフトを回転させることができる。
【０２５４】
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　横部左装飾部材７７０Ｌ及び横部右装飾部材７７０Ｒは、枠状の中ユニットベース４０
０における上連結部４０２と中連結部４０３との間の左右両側に配置される横部上装飾体
７７１と、横部上装飾体７７１の下端から中ユニットベース４００の下連結部４０４まで
延びており透光性を有する横部下装飾体７７２と、横部下装飾体７７２の後側に配置され
前面に複数のＬＥＤが実装されている横部下装飾基板（図示は省略）と、を夫々備えてい
る。
【０２５５】
　横部左装飾部材７７０Ｌ及び横部右装飾部材７７０Ｒは、左昇降駆動機構７５０Ｌ及び
右昇降駆動機構７５０Ｒにおける昇降駆動シャフトの前方を被覆するように配置されてい
る。
【０２５６】
　横部上装飾体７７１は、前面における左右方向の略中央において、中ユニットベース４
００の中央に近い側が、後方へ向くように屈曲している。横部下装飾体７７２は、前面が
正面を向いた平板状に形成されている。横部下装飾体７７２は、横部下装飾基板のＬＥＤ
を適宜発光させることで、発光装飾することができる。
【０２５７】
［５－７ａ．横部可動演出ユニットの動作］
　次に、横部可動演出ユニット７００の動作について説明する。横部可動演出ユニット７
００は、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、前可動
演出ユニット３００の前可動装飾体３１０と、遊技ユニット３（三つのリール７０）との
間に配置されており、リール７０（図柄表示領域Ａ）の前方へ移動可能とされている。こ
の横部可動演出ユニット７００は、通常の状態では、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ
及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、夫々水平方向に延びた状態で、中央可動演出ユニッ
ト５００と同じ高さに位置している。従って、中央可動演出ユニット５００の中央可動装
飾体ユニット５５０が下降端に位置している時には、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ
及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、中央回転装飾体５５３の左右両側に夫々位置してい
る（図１５（ａ）等を参照）。
【０２５８】
　この通常の状態では、左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒにおける作
動回転部材の規制片が回動駆動ベースの所定位置に当接しており、サブ左液晶表示装置７
１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒの夫々の先端側が下方へ移動するようにこれ以上
回動するのが阻止されている。
【０２５９】
　通常の状態で、左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒの夫々の横部回動
駆動モータの駆動により作動回転部材を正面視で反時計周りの方向及び時計回りの方向に
夫々回転させると、水平に延びていたサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装
置７１０Ｒの夫々の先端側が上昇するように回動し、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサ
ブ右液晶表示装置７１０Ｒが、夫々上下に延びた直立した状態となる。この際に、左回動
駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒの夫々のアシストバネが、夫々の作動回転
部材に対して正面視反時計回りの方向及び時計回りの方向へ回動するようにアシスト（付
勢）している。
【０２６０】
　左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒにより、サブ左液晶表示装置７１
０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを直立させた状態では、作動回転部材の規制片が回
動駆動ベースの所定位置に当接しており、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表
示装置７１０Ｒが、夫々の先端側（上端側）が中ユニットベース４００の左右方向外側へ
移動するように回動するのを阻止している。また、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ
右液晶表示装置７１０Ｒでは、夫々に備えられている錘７１５が、サブ液晶ベース７１４
の回動軸よりも中ユニットベース４００における左右方向の外側に位置している。これに
より、錘７１５によってサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒに
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は、回動軸に対して、夫々正面視反時計回りの方向及び時計回りの方向に夫々回転モーメ
ントが作用することとなる。従って、夫々に作用する回転モーメントにより、サブ左液晶
表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、夫々の先端側（上端側）が中ユニ
ットベース４００の左右方向外側へ移動するように回動するのを抑制している。
【０２６１】
　また、通常の状態で、左昇降駆動機構７５０Ｌ及び右昇降駆動機構７５０Ｒの夫々の横
部昇降駆動モータ７５７を駆動して昇降駆動シャフトを回転させると、昇降駆動シャフト
の回転方向に応じて、左回動駆動機構７３０Ｌ及び右回動駆動機構７３０Ｒを介してサブ
左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを昇降させることができる。本
実施形態では、昇降駆動シャフトを、平面視で反時計回りの方向へ回転させると上昇させ
ることができ、平面視で時計周りの方向へ回転させると下降させることができる。
【０２６２】
　サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを直立させた状態では、
サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが夫々メイン液晶表示装置
４５０や遊技ユニット３における三つのリール７０の左右両外側に位置している（図４６
及び図４７等を参照）。この状態では、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示
装置７１０Ｒの高さに関わらず、三つのリール７０やメイン液晶表示装置４５０を遊技者
側から良好な状態で視認させることができる。
【０２６３】
　また、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを水平に延びた状
態で上下に昇降させることもできる。なお、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶
表示装置７１０Ｒを水平にした状態で中央可動演出ユニット５００よりも下方に移動させ
ると、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、リール７０の前
面側に移動することとなり、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０
Ｒによって三つのリール７０のうちの左右両側の左リール７０Ｌ及び右リール７０Ｒの夫
々二つ分の図柄を遊技者側から視認不能に隠すことができる（図４５を参照）。
【０２６４】
　本実施形態の横部可動演出ユニット７００は、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右
液晶表示装置７１０Ｒを直立させたまま最も下方（下降端）へ移動させた状態では、サブ
左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを、水平に延びた状態に回動さ
せることができないようになっている。また、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液
晶表示装置７１０Ｒが水平に延びた状態では、正面視において図柄表示領域Ａ内の中段の
図柄よりも下方へ移動できないようになっている。つまり、横部可動演出ユニット７００
は、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、下段（有効ライン
）の前方に位置しないように構成（制御）されており、遊技者側から有効ライン上の図柄
が必ず視認できるように形成されている。
【０２６５】
　このように、本実施形態の横部可動演出ユニット７００によれば、一対のサブ左液晶表
示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを、遊技状態に応じて回動させたり、昇
降させたりすることができ、多彩な可動演出を行うことができると共に、サブ左液晶表示
装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒにより多彩な演出画像を表示させることが
でき、遊技者をより楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０２６６】
［５－８．状態表示器］
　次に、中ユニット５における状態表示器８００について、主に図１５乃至図１７を参照
して説明する。状態表示器８００は、左右に長く延びており、中ユニットベース４００に
おける下連結部４０４の左右方向中で上面前端付近に取付けられている。状態表示器８０
０は、投入口１２３に投入されて遊技に使用可能なメダルの貯留数を表示する貯留表示器
８０１と、三つのリール７０の停止により表示された図柄の組合せに応じて払出されるメ
ダルの払出数を表示する払出表示器８０２と、一回の遊技に使用するメダルの数（ベット
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数）を表示するベット表示器８０３と、三つのリール７０の停止により表示された図柄の
組合せが「リプレイ」であることを表示する再遊技表示器８０４と、遊技の開始（スター
ト）可能を表示する開始表示器８０５と、貯留表示器８０１に表示されたメダルの貯留数
が「０」になると点灯する投入表示器８０６と、を前面に備えている。
【０２６７】
　貯留表示器８０１は、左右に並んだ二つの７セグメントＬＥＤにより構成されており、
アラビア数字によってメダルの貯留数を表示する。払出表示器８０２は、左右に並んだ二
つの７セグメントＬＥＤにより構成されており、アラビア数字によってメダルの払出数を
表示する。ベット表示器８０３は左右に並んだ三つのＬＥＤにより構成されており、左側
から１ベット、２ベット、３ベット（ＭＡＸベット）を点灯することで表示する。
【０２６８】
　再遊技表示器８０４は、一つのＬＥＤにより構成されており、点灯することで再遊技が
可能であることを表示する。開始表示器８０５は、一つのＬＥＤにより構成されており、
点灯することで始動レバー１２９の操作が受付可能（リール７０の回転を開始させること
が可能）であることを表示する。投入表示器８０６は、一つのＬＥＤにより構成されてお
り、点灯することでメダルの貯留数が「０」であることを表示すると同時に投入口１２３
へのメダルの投入を促す。
【０２６９】
　状態表示器８００は、貯留表示器８０１及び払出表示器８０２が正面視左端付近に配置
されており、ベット表示器８０３、再遊技表示器８０４、開始表示器８０５、及び投入表
示器８０６が正面視右端付近に配置されている。
【０２７０】
　この状態表示器８００は、左右方向の長さが、遊技ユニット３おける左右に並んだ三つ
のリール７０の横幅と略同じ長さに形成されている。状態表示器８００は、スロットマシ
ン１に組立てた状態で、遊技ユニット３の三つのリール７０よりも前側で、下段の有効ラ
インの直下に配置されている（図４等を参照）。これにより、状態表示器８００を、リー
ル７０を回転により複数の図柄を変動表示させる遊技領域に対して可及的に近い位置に配
置していることから、リール７０が回転している遊技中において、僅かな視線移動でリー
ル７０（変動図柄）から状態表示器８００を視認することができるため、図柄の変動表示
を見逃すことなく現状を認識することができ、遊技し易いスロットマシン１とすることが
できる。
【０２７１】
　また、状態表示器８００は、図８に示すように、前面が前上方を向くように傾斜してい
る。詳述すると、状態表示器８００の前面から前方に延びた垂直線が、図柄表示領域Ａの
前面から水平に前方へ延びた線と交差するように、状態表示器８００の前面が傾斜してい
る。これにより、スロットマシン１の正面に位置した遊技者に向かって状態表示器８００
の前面が向けられた状態となり、遊技者側から状態表示器８００がより見え易くなってい
る。
【０２７２】
　また、状態表示器８００は、図１５（ｂ）に示すように、後面に設定表示器８１０を備
えている。設定表示器８１０は、一つの７セグメントＬＥＤにより構成されている。この
設定表示器８１０は、筐体ユニット２のスイッチユニット６０において、設定スイッチ６
２を操作することで設定される遊技モードの番号を、アラビア数字によって表示する。
【０２７３】
　これら状態表示器８００及び設定表示器８１０は、主制御ユニット２０の主制御基板２
１と接続されており、主制御基板２１によって遊技状態や遊技モード（設定状態）が表示
されるようになっている。
【０２７４】
　本実施形態のスロットマシン１は、遊技モードの設定表示器８１０を、中ユニット５に
おける状態表示器８００の後面、つまり、ドアユニット４の後側に取付けられる中ユニッ
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ト５の後面に配置しているため、設定モードを変更する際に、筐体ユニット２からドアユ
ニット４を開いた状態とすると、筐体ユニット２に取付けられた設定スイッチ６２と、ド
アユニット４（中ユニット５）に取付けられた設定表示器８１０とが、作業者から見易い
位置となり、遊技モードの設定作業が行い易くなる。
【０２７５】
［５－９．装飾駆動基板ユニット］
　次に、中ユニット５における装飾駆動基板ユニット９００について、主に図１７乃至図
２０を参照して説明する。装飾駆動基板ユニット９００は、中ユニットベース４００の後
面でメイン液晶表示装置４５０（周辺制御ユニット４７０）の後側を覆うように取付けら
れている。装飾駆動基板ユニット９００は、左右に延びた長方形で平板状の装飾駆動基板
９０１と、装飾駆動基板９０１の前面側が取付けられると共に中ユニットベース４００の
後面に取付けられる基板ベース９０２と、基板ベース９０２の後側に装飾駆動基板９０１
の後面を覆うように取付けられる基板カバー９０３と、を備えている。
【０２７６】
　装飾駆動基板９０１は、周辺制御基板４７１及び表示制御基板４７３からの制御コマン
ドに応じて、中央可動演出ユニット５００、上部可動演出ユニット６００、及び横部可動
演出ユニット７００の駆動モータや装飾基板、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液
晶表示装置７１０Ｒ等を制御する。
【０２７７】
　基板ベース９０２は、装飾駆動基板９０１よりもひとまわり大きい平板状の基板取付部
９０２ａと、基板取付部９０２ａの正面視左辺から突出しており中ユニットベース４００
の後面にヒンジ回転可能に取付けられるヒンジ部９０２ｂと、基板取付部９０２ａの正面
視右辺の上部から左方に延出しており中ユニットベース４００の後面に着脱可能に取付け
られる係止部９０２ｃと、を備えている。
【０２７８】
　基板ベース９０３は、基板ベース９０２における基板取付部９０２ａの後側に取付けら
れており、装飾駆動基板９０１後面に備えられている複数のコネクタが後方に臨むように
、装飾駆動基板９０１の後側を被覆している。
【０２７９】
［６．可動演出及び発光演出］
　次に、本実施形態のスロットマシン１において、ドアユニット４のトップカバーユニッ
ト２００、前可動演出ユニット３００、中ユニット５の中央可動演出ユニット５００、上
部可動演出ユニット６００、及び横部可動演出ユニット７００を用いた可動演出及び発光
演出について、主に図４、図４０乃至図４８を参照して詳細に説明する。図４０は、前可
動演出ユニットの前可動装飾体を下降端に位置させた状態で示すスロットマシンの正面図
である。図４１は中央可動演出ユニットの中央可動装飾体ユニットを上昇端に位置させた
状態で示すスロットマシンの正面図であり、図４２は図４１の状態から上部可動演出ユニ
ットの上中左装飾体及び上中右装飾体を出現位置に移動させた状態で示すスロットマシン
の正面図であり、図４３は図４２の状態から上部可動演出ユニットの一対の上横可動装飾
体６１２を中央側へ移動させた状態で示すスロットマシンの正面図であり、図４４は図４
３の状態から横部可動演出ユニットのサブ左液晶表示装置及びサブ右液晶表示装置を直立
させた状態で示すスロットマシンの正面図である。
【０２８０】
　図４５は、横部可動演出ユニットのサブ左液晶表示装置及びサブ右液晶表示装置を水平
に延びたまま図柄表示領域の前方側へ下降させた状態で示すスロットマシンの正面図であ
る。また、図４６は横部可動演出ユニットのサブ左液晶表示装置及びサブ右液晶表示装置
を直立させてメイン液晶表示装置の左右両側に位置させた状態で示すスロットマシンの正
面図であり、図４７は図４６の状態から横部可動演出ユニットのサブ左液晶表示装置及び
サブ右液晶表示装置を下降させて図柄表示領域の左右両側に位置させた状態で示すスロッ
トマシンの正面図である。更に、図４８は、トップカバーユニットの導光板を発光装飾さ
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せた状態で示すスロットマシンの正面図である。
【０２８１】
　本実施形態のスロットマシン１は、通常の状態では、図４に示すように、前可動演出ユ
ニット３００の前可動装飾体３１０が上昇端に位置しており、正面視においてメイン液晶
表示装置４５０よりも上側に位置している。また、通常の状態では、中ユニット５におけ
る中央可動演出ユニット５００の中央可動装飾体ユニット５５０が、下降端に位置してお
り、正面視において遊技ユニット３における三つのリール７０からなる図柄表示領域Ａと
メイン液晶表示装置４５０との間に位置している。
【０２８２】
　また、通常の状態では、中ユニット５における上部可動演出ユニット６００の一対の上
横可動装飾体６１２が、互いに最も離れた離遠位置に位置しており、正面視においてメイ
ン液晶表示装置４５０の左右両側に夫々位置している。また、通常の状態では、上部可動
演出ユニット６００の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１が夫々退避位置に位置
しており、正面視においてメイン液晶表示装置４５０の上方で前カバー６５２の後側に位
置している。この通常の状態では、上部可動演出ユニット６００の上中左装飾体６６１及
び上中右装飾体６７１が、遊技者側から視認不能となっている。
【０２８３】
　更に、通常の状態では、横部可動演出ユニット７００の一対のサブ左液晶表示装置７１
０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、水平に延びた状態で上下方向の略中央に位置し
ており、正面視において、中央可動演出ユニット５００のベースカバー５２０の前面を被
覆するように中央可動装飾体ユニット５５０の左右両側に夫々位置している。
【０２８４】
　この通常の状態では、トップカバーユニット２００の導光板２０２が発光装飾されてお
らず、透明なトップカバー２０１の窓部２０１ａを通して、後側に配置された遊技ユニッ
ト３の三つのリール７０（図柄表示領域Ａ）、メイン液晶表示装置４５０、サブ左液晶表
示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒ等を、遊技者側から良好に視認すること
ができる。
【０２８５】
　本実施形態のスロットマシン１は、通常の状態では、正面視上下方向の略中央より上側
を占める窓部２０１ａ内に、下から、三つのリール７０を用いて図柄を表示させる図柄表
示領域Ａ、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを用いて
演出画像を表示させるサブ演出表示領域Ｂ、メイン液晶表示装置４５０を用いて演出画像
を表示させるメイン演出表示領域Ｃ、前可動装飾体３１０を用いたロゴ表示領域Ｄ、の四
つの領域を有している。
【０２８６】
　この通常の状態で、遊技状態に応じて前可動演出ユニット３００の前左駆動モータ３２
４及び前右駆動モータ３２５を回転駆動させると、上昇端に位置した前可動装飾体３１０
が、図柄表示領域Ａの一部を隠すように三つのリール７０の前側で下降端の位置まで一気
に下降する（図４０を参照）。これにより、遊技者の目の前で左右に延びた大きな前可動
装飾体３１０が落下するように下降することで、遊技者を驚かせることができる。前可動
装飾体３１０を下降端に位置させた状態では、図４０に示すように、前可動装飾体３１０
の下辺の殆どが窓部２０１ａの下端よりも上方に位置しているため、前可動装飾体３１０
の下側に、図柄表示領域Ａにおける下段（有効ライン）の図柄のみが良好に視認できる。
【０２８７】
　この前可動装飾体３１０の下降端への移動を、図柄の変動中（三つのリール７０の少な
くとも一つが回転中）に行う場合、図柄表示領域Ａ内における下段（有効ライン）に位置
する図柄しか良好に視認することができなくなるため、所望の図柄が停止表示されるよう
に停止ボタン１２８を操作する「目押し」の難易度が高くなる。これにより、遊技者に対
してチャレンジ精神を喚起させることが可能となり、「目押し」に集中させて遊技に対す
る興趣の低下を抑制させることができる。
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【０２８８】
　一方、全ての図柄の変動が停止すると同時に、前可動装飾体３１０を下降端に移動させ
るようにした場合、前可動装飾体３１０により図柄表示領域Ａの下段（有効ライン）に位
置した図柄のみが見える状態となるため、遊技者に対して有効ライン上で停止した図柄を
即座に認識させることができ、特典の付与される組合せとなっているか否かを簡単に知る
ことができる。
【０２８９】
　また、通常の状態で、遊技状態に応じて中央可動演出ユニット５００の中央回転駆動モ
ータ５５４を回転駆動させると、中央可動装飾体５５３が一対のサブ左液晶表示装置７１
０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとの間でクルクルと回転する。これにより、遊技者の
関心を中央可動装飾体５５３に引付けることができる。
【０２９０】
　また、通常の状態で、遊技状態に応じて中央可動演出ユニット５００の中央昇降駆動モ
ータ５７１を回転駆動させると、正面視窓部２０１ａの略中央に位置していた中央可動装
飾体ユニット５５０が上昇端の位置に上昇し、正面視メイン液晶表示装置４５０の中央に
位置する（図４１を参照）。これにより、メイン液晶表示装置４５０の前面中央に中央可
動装飾体ユニット５５０が位置することで、中央可動装飾体ユニット５５０が目立った状
態となり、遊技者を中央可動装飾体ユニット５５０に注目させることができる。この中央
可動装飾体ユニット５５０が上昇することで、遊技者に対して何か良いことがあるのでは
ないかと思わせることができ、遊技者の遊技に対する期待感を高めさせることができる。
なお、中央可動装飾体ユニット５５０を上昇端に位置させた状態で、中央回転駆動モータ
５５４により中央可動装飾体５５３をクルクルと回転させるようにしても良い。
【０２９１】
　中央可動装飾体ユニット５５０を上昇端に位置させた状態で、上部可動演出ユニット６
００における上中可動演出ユニット６５０の上中駆動モータ６９１を回転させると、正面
視メイン液晶表示装置４５０の上方の退避位置に位置していた半円環状の一対の上中左装
飾体６６１及び上中右装飾体６７１が回動しながら下方へ移動し、中央可動装飾体ユニッ
ト５５０の中央可動装飾体５５３の外周を囲んだ状態となる（図４２を参照）。この状態
では、一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１が、中央可動装飾体ユニット５
５０を支えている進退ユニット５３０（左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒ）よ
りも前側に位置していると共に、一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１の夫
々の前面が、中央可動装飾体５５３の前面と略一致しており、中央可動装飾体５５３と一
対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１とが合体して一つの大きな円盤状の装飾
体となる。これにより、メイン液晶表示装置４５０の前面に、大きな円盤状の装飾体が出
現することとなり、遊技者に強いインパクトを与えることができると共に、何か良いこと
があるのではないかと強く思わせることができ、遊技に対する期待感を高めさせることが
できる。
【０２９２】
　また、中央可動装飾体５５３と一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１とを
合体させた状態では、中央可動装飾体５５３（中央可動装飾体ユニット５５０）を支えて
いる一対の左ユニット５３０Ｌ及び右ユニット５３０Ｒの前面の一部を、一対の上中左装
飾体６６１及び上中右装飾体６７１の夫々の前端側で隠すことができ、全体的な見栄えを
良くすることができる。
【０２９３】
　この図４２の状態で、中央回転駆動モータ５５４により中央可動装飾体５５３を回転さ
せると、中央可動装飾体５５３の外周が一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７
１の内周によってガイドされた状態で回転することとなり、回転による中央可動装飾体５
５３の左右のブレを一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１によって抑制され
、中央可動装飾体５５３が左右にブレることなく良好な状態で回転する。従って、中央可
動装飾体５５３と一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１とが合体して形成さ
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れた一つの大きな円盤状の装飾体の中央（中央可動装飾体５５３）が回転する演出を遊技
者に見せることができるため、遊技者に対して更に強いインパクトを与えることができ、
遊技者を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０２９４】
　また、一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１を退避位置から出現位置へ移
動させる際に、中央可動装飾体５５３の左右両側から、左右に分離した上中左装飾体６６
１と上中右装飾体６７１とが中央可動装飾体５５３を挟むように合体するため、正面視に
おいてメイン液晶表示装置４５０の表示画面の前面全体を使った大きな動きにより遊技者
を楽しませることができる。
【０２９５】
　中央可動装飾体５３３の外周を囲むように一対の上中左装飾体６６１及び上中右装飾体
６７１を出現位置に移動させた状態で、上部可動演出ユニット６００における上横可動演
出ユニット６１０の図示しない上横駆動モータを回転させると、正面視メイン液晶表示装
置４５０の左右両端に位置した一対の上横可動装飾体６１２が、中央可動装飾体５５３、
上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１よりも後方でメイン液晶表示装置４５０の中
央側へ移動する（図４３を参照）。図４３に示すように、一対の上横可動装飾体６１２を
離遠位置から近遠位置に移動させた状態では、一対の上横可動装飾体６１２が、正面視に
おいて、夫々上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１の外周縁を装飾するように位置
しており、中央可動装飾体５５３、上中左装飾体６６１及び上中右装飾体６７１により形
成された大きな円盤状の装飾体の左右両側を、一対の上横可動装飾体６１２により装飾し
ている。この状態では、中央可動装飾体５５３、上中左装飾体６６１、上中右装飾体６７
１、及び一対の上横可動装飾体６１２により、メイン液晶表示装置４５０の表示画面を左
右に分割するように全体の略半分を覆っており、遊技者側から極めて目立った状態となり
、遊技者の関心を強く引き付けることができる。
【０２９６】
　中央可動装飾体５５３、上中左装飾体６６１、上中右装飾体６７１、及び一対の上横可
動装飾体６１２を、正面視メイン液晶表示装置４５０の前面中央に位置させた状態で、横
部可動演出ユニット７００の図示しない横部回動駆動モータを回転させると、水平に延び
ている一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、夫々の四
隅のうちの左右外側上部の隅付近を中心にして、左右中央に近い先端が上方へ移動するよ
うに夫々回動して直立した状態となる（図４４を参照）。この状態では、正面視において
、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとが、夫々メイン液
晶表示装置４５０の左右両側に位置している。図４４に示すように、この状態で、一対の
サブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒに、メイン液晶表示装置４５
０に表示される演出画像と連続するように演出画像を表示させることで、遊技者に対して
恰もメイン液晶表示装置４５０の表示画面が左右に広がったように錯覚させることができ
、遊技者を楽しませることができる。
【０２９７】
　また、通常の状態で、横部可動演出ユニット７００の一対の横部昇降駆動モータ７５７
を所定方向に回転させると、水平に延びた一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液
晶表示装置７１０Ｒが、中央可動演出ユニット５００の中央可動装飾体ユニット５５０の
左右両側の位置（ベースカバー５２０の前面の位置）から下方に移動し、図柄表示領域Ａ
の一部を覆った状態となる（図４５を参照）。図４５に示すように、この状態では、一対
のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、左右に並んだ三つの
リール７０のうち、左リール７０Ｌと右リール７０Ｒの上段と中段の前面を覆っており、
図柄表示領域Ａの下段の三つの図柄と中リール７０Ｍのみが良好に視認することができる
。
【０２９８】
　水平に延びた一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとを下
方（図柄表示領域Ａの前方）へ移動させる演出のパターンとしては、例えば、全ての図柄
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が変動表示中（三つのリール７０が回転中）に、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌとサ
ブ右液晶表示装置７１０Ｒとを下降させて図４５の状態とすることで、左リール７０Ｌと
右リール７０Ｒでは「目押し」を行い難くし、中リール７０Ｍでは「目押し」を行い易く
することができ、停止ボタン１２８の操作にメリハリを付けて遊技者を楽しませることが
できる。なお、リール７０の上段と中段とを被覆しているサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及
びサブ右液晶表示装置７１０Ｒに、リール７０の回転による図柄の変動表示と似たような
変動する図柄の演出画像を表示させるようにしても良く、リール７０の回転による図柄の
変動表示と演出画像による図柄の変動表示とを、同時に見せて遊技者を楽しませることが
できる。
【０２９９】
　或いは、回転している三つのリール７０のうち、左リール７０Ｌと右リール７０Ｒを停
止させて、下段（有効ライン）で停止している図柄が、特典を付与する図柄の組合せを充
足させることが可能な組合せ（所謂「リーチ」）の時に、一対のサブ左液晶表示装置７１
０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとを下降させて図４５の状態としても良く、最後まで
回転している中リール７０Ｍに対して「目押し」を楽しませることができる。
【０３００】
　なお、図示は省略するが、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置
７１０Ｒのうち、一方のみを下方へ移動させて三つのリール７０のうちの左リール７０Ｌ
又は右リール７０Ｒの一つのリール７０のみを上段と中段とを隠すようにしても良く、遊
技者に対してより多彩な遊技を楽しませることができ、遊技者を飽きさせ難くすることが
できる。
【０３０１】
　また、通常の状態で、横部可動演出ユニット７００の図示しない横部回動駆動モータを
回転させると、水平に延びている一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示
装置７１０Ｒが、夫々の四隅のうちの左右外側上部の隅付近を中心にして、左右中央に近
い先端が上方へ移動するように夫々回動して直立した状態となる（図４６を参照）。この
状態では、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、正面視
において夫々メイン液晶表示装置４５０の左右両側にある上横可動装飾体６１２の外側に
位置していると共に、中央可動演出ユニット５００のベースカバー５２０の前面が遊技者
側から視認可能な状態となる。この図４６の状態では、左右に並んだ三つのリール７０の
外周を、平板状のベースカバー５２０と一対の横部下装飾体７７２とで囲っていることか
ら、三つのリール７０（図柄表示領域Ａ）を目立たせることができ、遊技者に対して停止
ボタン１２８の操作（「目押し」）を楽しませることができる。
【０３０２】
　一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとを直立させた状態
で、横部昇降駆動モータ７５７を所定方向に回転させると、一対のサブ左液晶表示装置７
１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが夫々下降して左右に並んだ三つのリール７０の
左右両側に位置する（図４７を参照）。図４７に示す状態で、サブ左液晶表示装置７１０
Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとに、リール７０の回転による図柄の変動表示と似たよ
うな変動する図柄の演出画像を表示させるようにしても良く、これにより、三つのリール
７０と合わせて左右に並んだ五つの図柄列を変動表示させることができるため、遊技者を
楽しませることができ、興趣の低下を抑制させることができる。
【０３０３】
　更に、通常の状態で、トップカバーユニット２００の導光板上装飾基板２０５及び導光
板下装飾基板２０６のＬＥＤを発光させると、導光板２０２に備えられている絵柄を発光
装飾させることができる（図４８を参照）。図４８に示すように、導光板２０２を発光装
飾させると、トップカバー２０１の窓部２０１ａの略全体に、本スロットマシン１のコン
セプトに沿ったキャラクタの絵柄が表示される。この状態では、導光板２０２に表示され
る絵柄が光っており、導光板２０２の後方に配置された遊技ユニット３の三つのリール７
０（図柄表示領域Ａ）の一部、メイン液晶表示装置４５０、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ
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及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒ等が、遊技者側から見辛くなっている。導光板２０２は
、下部に絵柄が表示（発光装飾）されない非装飾領域２０２ａを有しており、この非装飾
領域２０２ａが、正面視において図柄表示領域の下段（有効ライン）と対応している。従
って、導光板２０２を発光装飾させた状態でも、下段（有効ライン）に位置する図柄を良
好に視認させることができる。
【０３０４】
　そして、例えば、三つのリール７０を回転させた状態で、図４８に示すように、導光板
２０２を発光装飾させと、図柄表示領域における下段を除いた上段と中段に位置する図柄
が見辛くなるため、「目押し」が難しくなり、難易度が高くなることで遊技者のチャレン
ジ精神を向上させて楽しませることができると共に、「目押し」の難易度が高くなったよ
うに見えることから遊技者に対して、この状態で図柄を揃えると良いことがあるに違いな
いと確信させることができ、遊技に対する期待感を高めさせることができる。
【０３０５】
　このように、本実施形態によれば、多彩な演出を伴った遊技を遊技者に提示することが
できるため、遊技者を飽きさせ難くすることができ、遊技者を楽しませて遊技に対する興
趣の低下を抑制させることができる。
【０３０６】
［７．リールの図柄］
　次に、本実施形態のスロットマシン１における遊技ユニット３の三つのリール７０の外
周面に夫々備えられる図柄列について、図４９を参照して説明する。図４９は、スロット
マシンにおける各リールの外周面に備えられている図柄列を展開して示す説明図である。
遊技ユニット３における三つのリール７０の外周面には、図４９に示すように、夫々配列
の異なった複数の図柄からなる図柄列が備えられている。また、本実施形態では、一つの
図柄列が２１個の図柄によって構成されている。
【０３０７】
　図柄列に用いられる図柄は、赤色で数字の７の字が描かれた「赤７」図柄、鉈が描かれ
た「白７」図柄、外形が横長長方形状に描かれた黒色の「ＢＡＲ」図柄、さくらんぼ（チ
ェリー）が描かれた「チェリー」図柄、外形が横長楕円形状に描かれた「リプレイ」図柄
、二つのベル（鐘）が描かれた「ベル」図柄、スイカが描かれた「スイカ」図柄、及び複
数の結晶が描かれた「ブランク」図柄、がある。各図柄列では、同じ図柄が上下に隣接し
ないように列設されている。
【０３０８】
　これらの図柄の中で、「赤７」図柄、「白７」図柄、「ＢＡＲ」図柄は他の図柄に比べ
て目立ち易く、識別し易い図柄となっている。ここでいう識別のし易さとは、リール７０
の回転中や、リール７０が停止した状態を含めて遊技者が容易に図柄を識別することがで
きる度合いの高さのことを言う。また「赤７」図柄は、三つのリール７０において、配列
番号１８番に夫々一つのみ備えられている。この「赤７」図柄は、各リール７０Ｌ，７０
Ｍ，７０Ｒに１つしかなく、加えて色彩（赤色）も他の図柄に比べて視認しやすい。「白
７」図柄は、中リール７０Ｍの配列番号５番に一つだけ備えられており、左リール７０Ｌ
及び右リール７０Ｒには備えられていない。「ＢＡＲ」図柄は、左リール７０Ｌの配列番
号１１番と、中リール７０Ｍの配列番号１６番と、右リール７０Ｒの配列番号５番と、に
夫々一つしかなく、加えて色彩（黒色）も他の図柄に比べて視認しやすいものである。こ
れらの図柄はリールの回転中もその色彩や図柄の大きさから、遊技者が目標の図柄にする
ことが容易である。これらの図柄はそれだけでは象徴的な図柄（図柄１つだけでは当選役
に対応しない）に過ぎないものであるが、所定の組み合わせとなることにより当選役に対
応する図柄の組み合わせとなるものである。つまり、所定の遊技特典が付与される。
【０３０９】
　「チェリー」図柄は、左リール７０Ｌに一つ、中リール７０Ｍと右リール７０Ｒとに夫
々四つずつ備えられている。「リプレイ」図柄は、三つのリール７０において夫々五つず
つ備えられている。「ベル」図柄は、左リール７０Ｌと右リール７０Ｒとに夫々六つずつ
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備えられており、中リール７０Ｍには五つ備えられている。
【０３１０】
　「スイカ」図柄は、左リール７０Ｌに六つ、中リール７０Ｍと右リール７０Ｒとに夫々
三つ備えられている。「ブランク」図柄は、三つのリール７０において夫々一つずつ備え
られている。
【０３１１】
　スロットマシン１では、図柄表示領域内における有効ライン上で停止した図柄の組合せ
が、「赤７」－「赤７」－「赤７」の図柄又は「スイカ」－「スイカ」－「ブランク」の
図柄（ＢＢ役図柄）の時には、特典としてビッグボーナス（ＢＢ）を付与し、ＢＢゲーム
により３００枚のメダルを払出す。また、有効ライン上に停止した図柄の組合せが、全て
「ＢＡＲ」図柄（ＲＢ役図柄）の時には、特典としてレギュラーボーナス（ＲＢ）を付与
し、ＲＢゲームにより２０枚のメダルを払出す。更に、有効ライン上に停止した図柄の組
合せが、左から「リプレイ」－「ＢＡＲ」－「リプレイ、ベル、スイカ、及びチェリーの
うちのいずれか」の図柄、「チェリー」－「ＢＡＲ」－「リプレイ、ベル、スイカ、及び
チェリーのうちのいずれか」の図柄、「リプレイ」－「ベル」－「リプレイ、ベル、スイ
カ、及びチェリーのうちのいずれか」の図柄、及び「チェリー」－「ベル」－「リプレイ
又はベル」の図柄、のいずれか（チェリー役図柄）の時には、特典として１枚（弱チェリ
ー役）又は９枚（強チェリー役）のメダルを払出す。
【０３１２】
　また、有効ライン上に停止した図柄の組合せが、左から「ベル」－「赤７」－「スイカ
又はチェリー」の図柄、「ベル」－「チェリー」－「スイカ又はチェリー」の図柄、「ベ
ル」－「ブランク」－「スイカ又はチェリー」の図柄、「ベル」－「白７」－「スイカ又
はチェリー」の図柄、「ＢＡＲ又はスイカ」－「ベル又はスイカ」－「赤７、ＢＡＲ、及
びベルのいずれか」の図柄、「ＢＡＲ又はスイカ」－「赤７、チェリー、ブランク、及び
白７のいずれか」－「リプレイ」の図柄、「ベル」－「赤７、リプレイ、チェリー、ブラ
ンク、及び白７のいずれか」－「リプレイ」の図柄、「ＢＡＲ又はスイカ」－「リプレイ
」－「スイカ又はチェリー」の図柄、「ベル」－「ベル」－「リプレイ又はチェリー」の
図柄、「リプレイ」－「赤７、チェリー、ブランク、及び白７のいずれか」－「リプレイ
又は白７」の図柄、「リプレイ」－「リプレイ又はスイカ」－「リプレイ又はチェリー」
の図柄、「ベル」－「スイカ」－「ＢＡＲ、ベル、及び白７のいずれか」の図柄、のいず
れか（リプレイ役図柄）の時には、特典としてリプレイを付与する。
【０３１３】
　また、有効ライン上に停止した図柄の組合せが、左から「ＢＡＲ」－「リプレイ」－「
リプレイ」の図柄、「スイカ」－「リプレイ」－「リプレイ」の図柄、及び「ベル」－「
ベル」－「ベル」の図柄、のいずれか（ベル役図柄）の時には、特典として９枚（ベル役
、正解ベル役）のメダルを払出す。また、有効ライン上に停止した図柄の組合せが、左か
ら「ＢＡＲ又はスイカ」－「赤７又はブランク」－「スイカ又はチェリー」の図柄、又は
「ＢＡＲ又はスイカ」－「チェリー又は白７」－「スイカ又はチェリー」の図柄（不正解
ベル役図柄）の時には、特典として１枚（不正解ベル役）のメダルを払出す。
【０３１４】
　なお、ベル役には、押し順ベル役（ベルＡ～ベルＦ）と、ＡＬＬ役とがある。押し順ベ
ル役とは各々に決められた適正な押し順で停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒが操
作された場合（正解ベル役）と、各々に決められた適正な押し順で停止ボタン１２８Ｌ，
１２８Ｍ，１２８Ｒが操作されなかった場合（不正解ベル役）とで、払い出されるメダル
枚数が異なるものである。
【０３１５】
　具体的には、ベル役の押し順ベル役には、適正な押し順が、「左リール７０Ｌ→中リー
ル７０Ｍ→右リール７０Ｒ」のベルＡ、「左リール７０Ｌ→右リール７０Ｒ→中リール７
０Ｍ」のベルＢ、「中リール７０Ｍ→左リール７０Ｌ→右リール７０Ｒ」のベルＣ、「中
リール７０Ｍ→右リール７０Ｒ→左リール７０Ｌ」のベルＤ、「右リール７０Ｒ→左リー
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ル７０Ｌ→中リール７０Ｍ」のベルＥ、「右リール７０Ｒ→中リール７０Ｍ→左リール７
０Ｌ」のベルＦがある。そして、この適正な押し順で停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１
２８Ｒが操作された場合には、ベル役図柄が有効ラインに揃うように制御され、これに基
づいて９枚のメダルが払い出される。なお、ベル役図柄を構成するベル図柄は、リールの
引き込み制御を実行可能な範囲内に配置されているので、適正な押し順で停止ボタン１２
８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒが操作される限り必ずベル役図柄が有効ラインに揃うように制
御される。
【０３１６】
　一方、ベル役の押し順ベル役では不適正な押し順で停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１
２８Ｒが操作された場合には、有効ラインにベル役図柄は揃わないように制御され、不正
解ベル役図柄が有効ラインに揃うように制御される。
【０３１７】
　また、有効ライン上に停止した図柄の組合せが、左から「ベル」－「ＢＡＲ又はチェリ
ー」－「スイカ」の図柄（スイカ役図柄）の時には、特典として３枚（弱スイカ役）又は
９枚（強スイカ役）のメダルを払出す。更に、有効ライン上に停止した図柄の組合せが、
上記以外の組合せの時には、「ハズレ」として特典を付与しない。
【０３１８】
　このように、本実施形態のスロットマシン１は、図柄表示領域内の有効ライン上で、特
定の組合せで図柄を停止させると、停止した図柄の組合せに応じた特典が付与されるため
、遊技者に対して所望の組合せで有効ライン上に図柄が停止するように、三つの停止ボタ
ン１２８を操作させることができ、所望の図柄の組合せで図柄を有効ライン上に停止させ
ることができるか否かによって遊技者を楽しませることができる。
【０３１９】
［８．当選役と図柄の組み合わせ］
　次に、スロットマシン１の当選役（入賞役と呼ばれるものを含む）と、それに対応する
図柄の組み合わせについて説明する。図５０は、後述するフラグ処理にて当選役に該当す
るかの判定に用いる当たり値判定テーブルである。
【０３２０】
　前述したとおり、各リール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒには、それぞれ多数の図柄が付され
ている。リールごとに図柄の順番や図柄の種類等はそれぞれ異なっている。
【０３２１】
　そして、全てのリール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒを停止させた際に有効ラインに表示され
る表示内容（図柄の組み合わせ態様）から所定の当選役に対応する図柄の組み合わせ態様
が表示されたか否かが判断される。具体的には、図柄表示領域Ａ内で前述の有効ラインに
所定の当選役に対応する図柄の組み合わせ態様が表示されているか否かが判断される。
【０３２２】
　以下では、所定の当選役に対応する図柄の組み合わせ態様が有効ライン上に表示された
場合のことを、（所定の）当選役に対応する図柄（これを当選役図柄という）の組み合わ
せが揃う、あるいは当選役図柄が揃った、という。
【０３２３】
［８－１．ボーナス役］
　ボーナス役とは、レギュラーボーナスゲームが実行されたときに遊技者に利益が付与さ
れるものであり、赤７図柄の組み合わせ態様とＢＡＲ図柄の組み合わせ態様がボーナス役
に対応する図柄の組み合わせ態様である。図５０に示すように本例では６５５３６分の２
５６の確率でビッグボーナス役（ＢＢ）に当選し、６５５３６分の１６の確率でレギュラ
ーボーナス役（ＲＢ）に当選する。
【０３２４】
　そして、ボーナス役に当選するとボーナス役（ＢＢボーナス役、ＲＢボーナス役）に対
応する図柄の組み合わせ態様（以下、ＢＢボーナス役図柄、ＲＢボーナス役図柄という）
が有効ライン上に表示されることが許容され、ＢＢボーナス役に対応する図柄の組み合わ
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せ態様が有効ラインに揃うと、ビッグボーナスゲーム（以下、ＢＢゲームという）という
遊技特典が付与され、ＲＢボーナス役に対応する図柄の組み合わせ態様が有効ラインに揃
うと、レギュラーボーナスゲーム（以下、ＲＢゲームという）という遊技特典が付与され
る。このＢＢゲーム及びＲＢゲームでは、メダルの獲得が容易な複数回にわたるゲームが
集中して行われ、規定回数のゲームが実行されるまで又は規定枚数のメダルが払い出され
るまで継続して実行される。払い出されたメダルが規定枚数分に到達すると（あるいは規
定枚数を超えた場合としてもよい）、ＢＢゲーム及びＲＢゲームは終了となる。
【０３２５】
　なお、ボーナス役図柄（ＢＢボーナス役図柄、ＲＢボーナス役図柄）が揃った場合であ
っても、当該ゲームではメダルの付与はされず、ボーナスゲームへ移行する契機としての
役割のみとなっている。
【０３２６】
　また、上記のボーナス役といったリアルボーナス役に代えて、ＡＲＴゲームといった遊
技者に有利となるゲームをボーナスゲームにみたててもよい。
【０３２７】
［８－２．リプレイ］
　リプレイ役に対応する図柄（リプレイ役図柄）の組み合わせ態様として、「ベル」－「
赤７、チェリー、ブランク、及び白７のいずれか」－「スイカ又はチェリー」の図柄、「
ＢＡＲ又はスイカ」－「ベル又はスイカ」－「赤７、ＢＡＲ、及びベルのいずれか」の図
柄、「リプレイ」－「リプレイ又はスイカ」－「リプレイ又はチェリー」の図柄、「ベル
」－「スイカ」－「ＢＡＲ又はベル」の図柄、「ＢＡＲ又はスイカ」－「赤７、チェリー
、ブランク、及び白７のいずれか」－「リプレイ」の図柄、及び「ベル又はリプレイ」－
「赤７、チェリー、ブランク、及び白７のいずれか」－「リプレイ又はベル」の図柄、が
予め決められている。
【０３２８】
　また、図５０に示すように本例ではリプレイ役として、（通常）リプレイ、鉈リプレイ
、及び鉈転落リプレイの３種類を備えている。上記リプレイ役図柄のうち（通常）リプレ
イ役に対応する図柄（（通常）リプレイ役図柄）の組み合わせ態様として「ベル」－「赤
７、チェリー、ブランク、及び白７のいずれか」－「スイカ又はチェリー」の図柄が予め
決められ、鉈リプレイ役に対応する図柄（鉈リプレイ役図柄）の組み合わせ態様として「
ＢＡＲ又はスイカ」－「ベル又はスイカ」－「赤７、ＢＡＲ、及びベルのいずれか」の図
柄、「リプレイ」－「リプレイ又はスイカ」－「リプレイ又はチェリー」の図柄、「ベル
」－「スイカ」－「ＢＡＲ又はベル」の図柄、及び「ベル又はリプレイ」－「赤７、チェ
リー、ブランク、及び白７のいずれか」－「リプレイ又はベル」の図柄が予め決められ、
鉈転落リプレイ役に対応する図柄（鉈転落リプレイ役図柄）の組み合わせ態様として「Ｂ
ＡＲ又はスイカ」－「赤７、チェリー、ブランク、及び白７のいずれか」－「リプレイ」
の図柄が予め決められている。
【０３２９】
　なお、「鉈リプレイ」とはＡＲＴゲーム中にのみ当選され得るリプレイ役であり、ＡＲ
Ｔゲームよりもさらに有利度の高いスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）への昇格の
起因となる当選役である。また、「鉈転落リプレイ」とはＳＡＲＴにのみ当選され得るリ
プレイ役であり、ＳＡＲＴゲームからＡＲＴゲームへの転落の起因となる当選役である。
【０３３０】
　上記リプレイ役図柄のうちいずれかの組み合わせ態様が有効ラインに揃うと、リプレイ
ゲームという遊技特典が付与される。このリプレイゲームでは、改めてメダルを投入もし
くはベット操作をすることなく、次回のゲームとして行うゲームを再遊技として実行でき
る。
【０３３１】
　また、上記リプレイ役図柄が有効ラインに揃った際にもメダルは付与されず、リプレイ
ゲームへ移行する契機としての役割を持たせている。このリプレイゲームの遊技特典の特
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徴は、メダルの払出しを行わない代わりに次回のゲームで新たにメダルを消費する（新た
にメダルを掛ける）必要がないことである。またリプレイはメダルの払い出しを伴わない
当選役であるため、例えばその当選確率を高くすることにより、当選頻度が高くなったと
してもホールにとって不利益となることは非常に少ないといえる。従って、スロットマシ
ン１では、概ね７回に１回程度は当選する確率としている。これにより、遊技者が消費す
るメダルの量（一定時間当たりにつき消費するメダル数）をある程度一定の範囲に保つこ
とが可能となる。つまり、リプレイという当選役にゲーム進行における過剰なメダルの消
費を抑える役割を持たせることができるということになる。
【０３３２】
　また、各リール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒには、停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８
Ｒが停止操作されてから実際に停止するまでのリール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒの滑り範囲
（例えば４図柄以内）でリプレイ役図柄の組み合わせ態様を表示し得るようにリプレイ役
図柄の組み合わせ態様を構成する図柄がそれぞれ満遍なく配置されており（例えば、各リ
ール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒにおいてリプレイ図柄からリプレイ図柄までの間に配置する
他の図柄（リプレイ図柄以外の図柄）が２個から最大でも４個までとされており）、これ
により、リプレイ役図柄を目押しの必要なく揃えることができるようになっている。
【０３３３】
［８－３．ベル］
　ベル役に対応する図柄（ベル役図柄）の組み合わせ態様は、「ＢＡＲ」－「リプレイ」
－「リプレイ」の図柄、「スイカ」－「リプレイ」－「リプレイ」の図柄、「ベル」－「
ベル」－「ベル」の図柄、「ＢＡＲ又はスイカ」－「赤７又はブランク」－「スイカ又は
チェリー」の図柄、及び「ＢＡＲ又はスイカ」－「チェリー又は白７」－「スイカ又はチ
ェリー」が予め決められている。
【０３３４】
　ベル役図柄が有効ラインに揃うと、規定枚数（例えば、９枚）のメダルの払い出しが行
われる。このときのメダルの払い出しは当該ゲームにて行われる。つまり、ベル図柄が揃
うと９枚のメダルの払出しという遊技特典が付与される。従って、ベルはゲームを進める
うえでメダルの増加を期待できたり、メダルの消費を抑えることが期待できたりする当選
役であるといえる。ただし、通常遊技状態におけるベルの当選確率は、リプレイに比べて
低く抑えられている。ベル図柄についても、前述のリプレイ役図柄と同様、各リール７０
Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒに満遍なく配置して目押しの必要なく揃えられるようになっている。
【０３３５】
　なお、押し順ベル役では適正な押し順で停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒが操
作される限り必ず正解ベル役図柄が有効ラインに揃うように制御される。ただし、不適正
な押し順で停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒが操作された場合には、政界ベル役
図柄は有効ラインに揃わないように制御され、不正解ベル役図柄が有効ラインに揃うこと
を許容する。そのため、ベル役の押し順ベル役に当選した場合に適正な押し順で停止ボタ
ン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒを操作することで９枚のメダルを獲得できるようになる
一方、不適正な押し順で停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒが操作されると１枚し
かメダルを獲得することはできないか１枚もメダルを獲得できないハズレとなる。
【０３３６】
　ベル役のＡＬＬ役とは、いかなる押し順で停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒが
操作された場合であっても、正解ベル役図柄が有効ラインに揃うように制御され、これに
基づいて９枚のメダルが払い出されるものである。上記したとおり、正解ベル役図柄を構
成するベル図柄は、リールの引き込み制御を実行可能な範囲内に配置されているので、ベ
ル役のＡＬＬ役では必ず正解ベル役図柄が有効ラインに揃うように制御される。なお本例
では高い確率（約６．５分の１の確率）で押し順ベル役に当選するように後述する当たり
値判定テーブルが構成され、通常状態（ボーナスゲーム及びＡＲＴゲームが実行されてい
ない状態）では押し順ベル役に当選していてもメダルを獲得できる理論上の確率は６分の
１であるのに対し、ＡＲＴゲームでは押し順ベル役（ベルＡ～ベルＦ）に当選すると事前
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に遊技者に停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの適正な押し順を通知（ナビゲート
）することでメダルを１００％の確率で獲得できるため、通常状態に比べて多量のメダル
を獲得可能（この例ではＡＲＴゲームにおける１ゲーム当りのメダルの純増枚数は約２．
７枚）な遊技者にとって有利な状態となる。
　なお、上記ＢＢゲーム中の当たり値判定テーブルにはベル役のＡＬＬ役が当選役として
設定され、本例では正解ベル役図柄が３３回揃った場合、即ち２９７枚を超えるメダルの
払い出しが行われた場合にＢＢゲームが終了する。また、ＲＢゲーム中に当たり値判定テ
ーブルにもベル役のＡＬＬ役が当選役として設定されており、本例では正解ベル役図柄が
３回揃った場合、即ち２７枚を超えるメダルの払い出しが行われた場合にＲＢゲームが終
了する。このように、ボーナスゲーム中はこの正解ベル役図柄を揃いやすくすることによ
り、メダルの獲得が容易な複数回にわたるゲームを集中して実行することができる。なお
、ボーナスゲーム中の各ゲームを開始するためには３枚のメダルを投入するか３ベットが
必要であり、各ゲームでは必ず正解ベル役図柄が揃うため、ＢＢゲームでの純増枚数は１
９８枚であり、ＲＢゲームでの純増枚数は１８枚である。
【０３３７】
［８－４．スイカ］
　スイカ役に対応する図柄（スイカ役図柄）の組み合わせ態様として、「ベル」－「ＢＡ
Ｒ又はチェリー」－「スイカ」の図柄が予め決められている。また、図５０に示すように
本例ではスイカ役として、弱スイカ及び強スイカの２種類を備えている。
【０３３８】
　上記２種類のスイカ役のうち弱スイカは弱スイカ役図柄として「ベル」－「ＢＡＲ」－
「スイカ」の組み合わせ態様が有効ライン上に表示されることを許容するものであり、強
スイカは強スイカ役図柄として「ベル」－「チェリー」－「スイカ」の組み合わせ態様が
有効ライン上に表示されることを許容するものである。なお、弱スイカ役図柄と強スイカ
役図柄とのいずれかが有効ライン上に表示された際には有効ライン以外のラインに「スイ
カ図柄－スイカ図柄－スイカ図柄」の組み合わせ態様が表示されるようになっている。
【０３３９】
　弱スイカ役図柄が有効ラインに揃うと、規定枚数（本例では３枚）のメダルの払い出し
が行われ、強スイカ役図柄が有効ラインに揃うと、規定枚数（本例では９枚）のメダルの
払い出しが行われる。このときのメダルの払い出しは当該ゲームにて行われる。つまり、
弱スイカ図柄が揃うと３枚のメダルの払出しという遊技特典が付与され、強スイカ図柄が
揃うと９枚のメダルの払出しという遊技特典が付与される。従って、スイカはゲームを進
めるうえでメダルの増加を期待できたり、メダルの消費を抑えることが期待できたりする
当選役であるといえる。また、通常遊技状態におけるスイカの当選確率は、リプレイやベ
ルに比べて低く抑えられている。なお、スイカ図柄については、前述のリプレイ役図柄や
ベル役図柄とは異なり、各リール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒにおいて停止ボタン１２８Ｌ，
１２８Ｍ，１２８Ｒが停止操作されてから実際に停止するまでのリール７０Ｌ，７０Ｍ，
７０Ｒの滑り範囲（例えば４図柄以内）以外にも配置され、スイカ役図柄を揃えるために
は目押しが必要であり、目押しが不十分である場合には取りこぼしの可能性がある。
［８－５．チェリー］
　チェリー役に対応する図柄（チェリー図柄）については、図柄表示領域内に停止した図
柄の組合せが、「チェリー図柄－ＡＮＹ図柄－ＡＮＹ図柄」というように、チェリー図柄
が１つ（この例では、左リール７０Ｌのみ）あればそれだけでチェリー図柄が揃ったとみ
なされる。ここでいう「ＡＮＹ図柄」とはいずれの図柄でもよいことを示す。また、図５
０に示すように本例ではチェリー役として、弱チェリー及び強チェリーの２種類を備えて
いる。
【０３４０】
　上記２種類のチェリー役のうち弱チェリーは弱チェリー役図柄として、「リプレイ」－
「ＢＡＲ」－「リプレイ、ベル、スイカ、及びチェリーのうちのいずれか」の図柄、及び
「チェリー」－「ＢＡＲ」－「リプレイ、ベル、スイカ、及びチェリーのうちのいずれか
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」の図柄の組み合わせ態様が有効ライン上に表示されることを許容するものであり、強チ
ェリーは強チェリー役図柄として「リプレイ」－「ベル」－「リプレイ、ベル、スイカ、
及びチェリーのうちのいずれか」の図柄、及び「チェリー」－「ベル」－「リプレイ又は
ベル」の図柄の組み合わせ態様が有効ライン上に表示されることを許容するものである。
なお、弱チェリー役図柄が有効ライン上に表示された際には有効ライン又は有効ライン以
外のラインに「チェリー図柄－チェリー図柄を除くＡＮＹ図柄－チェリー図柄を含むＡＮ
Ｙ図柄」の組み合わせ態様が表示され、強チェリー役図柄が有効ライン上に表示された際
には有効ライン又は有効ライン以外のラインに「チェリー図柄－チェリー図柄－チェリー
図柄を含むＡＮＹ図柄」の組み合わせ態様が有効ライン上に表示される。
【０３４１】
　そして、弱チェリー図柄が揃うと、当該ゲームにて規定枚数（この例では１枚）のメダ
ルの払い出しが行われ、強チェリー図柄が揃うと、当該ゲームにて規定枚数（この例では
９枚）のメダルの払い出しが行われる。つまり、弱チェリー図柄が揃うと１枚のメダルの
払い出しという遊技特典が付与され、強チェリー図柄が揃うと９枚のメダルの払い出しと
いう遊技特典が付与される。
【０３４２】
　従って、チェリー図柄は、全てのリールが停止した状態における図柄の組み合わせ態様
により揃ったと判定されるのではなく、少なくとも１つのリールについてのみ、当該リー
ルが停止した状態において有効ライン上に表示された図柄により揃ったと判定されるもの
であるといえる。ただし、メダルの払い出しは全てのリール停止後に行われる。チェリー
図柄については、左リール７０Ｌには１つしか配置されていないため、チェリー図柄を引
き込み可能な範囲で停止ボタン１２８Ｌが停止操作されなければ（目押ししなければ）揃
えられないようになっている。
【０３４３】
　上記のベル、スイカ及びチェリーは、いずれもメダルの払い出しという遊技特典に対応
した当選役であることから、以下では、必要に応じてこれらをまとめて「小役」と呼ぶ。
【０３４４】
　なお、上記ではベル、スイカ及びチェリーの３つを小役として説明したが、これらの他
にさらに小役を設けることもできる。例えば、ベル図柄、スイカ図柄及びチェリー図柄と
は異なる種類の図柄（例えばプラム図柄）を設けて、これに対応するメダルの払い出し枚
数（規定枚数）を異ならせて上記の小役と区別したり、あるいは各リール７０Ｌ，７０Ｍ
，７０Ｒの図柄の配置数を少なくして、目押しの必要な当選役図柄として難易度をつけた
りすることも可能である。
【０３４５】
［８－７．ハズレ］
　有効ラインに停止表示された図柄の組み合わせ態様がいずれの当選役に対応する図柄組
み合わせ態様にも該当しない場合は、ハズレとなる。そして、ハズレとなった当該ゲーム
ではメダルの付与は行われない。なお、小役といったボーナス役以外の当選役については
、当選した当該ゲームにおいて揃わなければ、ゲーム結果はハズレとなる。つまり、目押
ししなければ揃えられない小役（例えばスイカ）に当選していたにもかかわらず、当該小
役に対応する図柄組み合わせ態様が有効ラインに表示されなかった場合にはハズレとなり
、次ゲーム以降に当選結果が持ち越されることはない。ただし、ボーナス役に当選した場
合には、当選した当該ゲームにおいて揃わなくても、次ゲーム以降に当選結果が持ち越さ
れる（次ゲーム以降にボーナス図柄を揃えることができる）。
【０３４６】
　以上がスロットマシン１におけるそれぞれの当選役と、それぞれの当選役に対応する図
柄の組み合わせ態様である。なお、各当選役に対応する図柄組み合わせ態様を異種図柄組
み合わせ態様とすることで、有効ラインには異種図柄組み合わせ態様（いわゆるバラケ目
）が表示されるものの、有効ライン以外のラインに同種図柄組み合わせ態様が表示される
ようにして、当選役を外観で把握しやすいようにしてもよい。
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【０３４７】
［９．ゲーム処理］
　次に、スロットマシン１におけるゲーム処理の流れについて説明する。以下のゲーム処
理は、主制御基板２１（主にＣＰＵ等）にて実行される制御プログラム上の処理手順に沿
って進行する。なお、主制御基板２１（ＣＰＵ）は、電源遮断時（停電や瞬停が発生した
場合も含む。）において、遊技の進行（ゲーム処理の進行）に関する情報をバックアップ
データとして記憶保持する。
【０３４８】
　図５１は、スロットマシン１における基本的な１ゲームの処理手順を一通り示している
。先ずステップＳ１では、ゲームスタートに備えるための初期設定を実行する。特に電源
の立ち上げ時等においては、前述した各種装置の接続及び作動状況を確認するとともに、
バックアップデータの有無を確認し、バックアップデータが存在する場合には、電源断前
の状態に復帰させる処理を実行する。
【０３４９】
　次のステップＳ２では、投入口１２３から投入されたメダルの枚数により、又はすでに
貯留されているメダルがある場合にはＭＡＸベットボタン１２５又は１ベットボタン１２
６の押下操作により掛け数が決定され、始動レバー１２９の操作待ちの状態となる。つま
り、１回のゲームの掛け数が決定され、始動レバー１２９の操作が可能な状態となるまで
がＢＥＴ処理にて実行される。なお、このステップＳ２は解決手段に記載の掛け数決定手
段の一例に相当する。
【０３５０】
　ステップＳ３では、ステップＳ２において操作待ちの状態となった始動レバー１２９の
操作によりゲームをスタートさせるとともに、いずれかの当選役を内部抽選の結果とする
か否かを決定するための内部抽選処理を実行する。この内部抽選処理とは、次のステップ
Ｓ４にて回転を開始する全てのリール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒが停止状態（遊技者の停止
操作により停止状態となること）となる前の段階において、いずれかの当選役を当該ゲー
ムの抽選結果とするかを決定するために実行されるものである。つまり、この抽選の抽選
結果がいずれかの当選役に該当する場合に限り、該当する当選役が許容されるのである。
【０３５１】
　次にステップＳ４では、ステップＳ３の内部抽選処理の終了に伴い全てのリール７０Ｌ
，７０Ｍ，７０Ｒの回転を開始させるリール回転処理を実行する。このリール回転処理に
おいては、全てのリール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒの回転が開始された時点で停止ボタン１
２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの操作を有効とし、停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８
Ｒの操作が有効になったことを知らせる操作有効ランプ（図示しない）を点灯させるとと
もに、次回のリール回転処理が実行されるまでのタイマカウントを開始する。なお、操作
有効ランプは各リール７０Ｌ，７０Ｍ、７０Ｒに対応する停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ
，１２８Ｒにそれぞれ内蔵されるランプである。
【０３５２】
　ステップＳ５では、遊技者による停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの押下操作
が受け付けられて、その受け付け順に操作有効ランプを消灯させるとともに、対応するリ
ール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒの回転を停止させるリール停止処理を実行する。
【０３５３】
　次のステップＳ６では、ステップＳ５において全てのリール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒの
回転が停止状態になったと判定した時点で、有効ライン上に表示された表示内容（図柄の
組み合わせ態様）と、上記のステップＳ３において決定された内部抽選の結果として許容
されているものを照合して当選役の判定を行う判定処理を実行する。
【０３５４】
　ステップＳ７では、ステップＳ６において判定された当選役に対応する遊技特典の内容
に基づくメダルの払出処理を実行する。また当選役がボーナス役やリプレイ役の場合には
、それぞれ遊技状態の変更や再遊技等の各種遊技特典の付与を実行する。
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【０３５５】
　以上が、スロットマシン１の基本的な１ゲームの処理手順である。ここで、ステップＳ
２（ＢＥＴ処理）、ステップＳ３（内部抽選処理）、ステップＳ４（リール回転処理）は
、一連の操作として遊技者により行われるものである。従って、これらの処理（ステップ
Ｓ２、ステップＳ３、ステップＳ４）をまとめて始動処理と呼ぶ。以下ではこの始動処理
の具体的な説明をする。
【０３５６】
［９－１．始動処理］
　図５２は、始動処理で行われる各処理を具体的に示したものである。
【０３５７】
　始動処理では、まずステップＳ１０１にてメダルの投入またはベットボタン１２５，１
２６の操作が待ち受けられる。ベットボタン操作またはメダル投入があると、ステップＳ
１０１の判定が満たされ、ステップＳ１０２に移る。
【０３５８】
　次のステップＳ１０２では、受付処理として、ベット数（この例ではＭＡＸベットのみ
）を決定するとともに、有効ラインランプを点灯させる。
【０３５９】
　ステップＳ１０３では、始動レバー１２９の操作を有効化する。始動レバー１２９の操
作が有効化されると、この始動レバー１２９の操作が受け付けられるまで操作待ちの状態
となり、次のステップＳ１０４に移る。
【０３６０】
　次のステップＳ１０４では、始動レバー１２９の操作が有効化されているか、またその
場合は始動レバー１２９の操作が受け付けられたかを判定する。先のステップＳ１０３に
て始動レバー１２９の操作が有効化されている場合、遊技者による始動レバー１２９の操
作が受け付けられると、この判定が満たされ、次のステップＳ１０５へ移る。
【０３６１】
　また、上記のステップＳ１０１にて遊技者がベット操作またはメダル投入をしない、あ
るいはＭＡＸベットに至らないうちはステップＳ１０１の判定が満たされず、ステップＳ
１０４に移る。このときはステップＳ１０４の判定も満たされず、ステップＳ１０１に戻
り、以降の処理を繰り返す。
【０３６２】
　また、リプレイゲームでは、新たにメダルのベットを必要としない。これは、後述する
リプレイゲーム処理にてＭＡＸベットコマンドがＲＡＭ１１１４に格納されている場合、
自動的にＭＡＸベット状態にする。これにより、ステップＳ１０１の判定が満たされるこ
とになる。
【０３６３】
　ステップＳ１０５では、ステップＳ１０４での始動レバー１２９の操作を受けて、始動
レバー１２９の操作を無効化する。
【０３６４】
　次にステップＳ１０６では、始動レバー１２９の操作があると、これを契機として乱数
の抽出を行う。乱数の抽出を行った後、次のステップＳ１０７に移る。なお、このときの
乱数を抽出するタイミングについては、始動レバー１２９の操作後直ぐに行っても所定時
間（例えば０．５秒後など）後に行うなど、プログラミングの過程で適切な抽出タイミン
グを設定することができる。
【０３６５】
　ステップＳ１０７では、フラグ処理として、抽出された乱数値（以下では、抽出乱数値
という）からいずれの当選役に該当するかを判定（乱数値の照合）する。この判定では、
当たり値判定テーブルにて抽出乱数値を照合する。ここで行われる乱数値の照合とは、予
め決められた当選役の乱数値に、抽出乱数値が該当（合致、一致）するか否かを判定する
ことである。このとき抽出乱数値がいずれかの当選役に該当すると判定された場合、該当
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する当選役に応じたフラグをＯＮ（＝１）にする。そして、このときＯＮ（＝１）となっ
た当該当選役に対応するフラグのことを当該当選役当選フラグという。
【０３６６】
　そして、フラグ処理では、当該ゲームにて抽出乱数値の照合を行う際に、判定の基準と
なる当たり値判定テーブルを決定する場合、上記ＲＢゲーム中であることを示すＲＢゲー
ム中フラグやＢＢゲーム中であることを示すＢＢゲーム中フラグなどのゲーム状態フラグ
を参照して当該ゲームにおける当たり値判定テーブルを決定する。つまり、当該ゲームに
てＯＮ（＝１）状態となっているゲーム状態フラグに対応する当たり値判定テーブルをセ
ットして抽出乱数値の照合を行う。ゲーム状態フラグには、ＲＢゲーム中フラグやＢＢゲ
ーム中フラグのほか、通常ゲーム中フラグがある。そして、ＲＢゲーム中フラグとＢＢゲ
ーム中フラグとがいずれもＯＦＦ（＝０）状態となっている場合には、常に通常ゲーム中
フラグをＯＮ（＝１）状態とする。
【０３６７】
　一方、ステップＳ１０７にて、抽出乱数値がいずれの当選役にも該当しないと判定され
た場合、いずれの当選役にも該当しない「ハズレ」となり、ハズレフラグをＯＮにする。
ここで、当選フラグまたはハズレフラグ（これらを総称して成立フラグという）とは、該
当する成立フラグがＯＮになっているときに限り、その成立フラグに該当した当選役図柄
を揃えることが可能となるものである。従って、ハズレフラグが成立フラグに該当する場
合は、いずれの当選役図柄も揃えることができないことになる。上記のステップＳ１０６
及びステップＳ１０７はスロットマシン１の内部にて乱数抽選を行っているということも
でき、以下ではこれらのステップのことを、まとめて内部抽選、あるいは内部抽選を行う
等という。なお、この乱数の抽出からフラグ処理までは内部抽選（前述の図５１のステッ
プＳ３）に相当する。
【０３６８】
　次のステップＳ１０８では、前回の始動処理（具体的には当該ゲームの１回前のゲーム
）にてスタートさせたウェイトタイマがタイムアップ（例えば４．１秒経過）したか否か
を判定する。なお、このウェイトタイマと呼ばれるタイマは、当該ゲームにおいてリール
の回転が開始されたときから次回のゲームでリールの回転が開始されるまでの所定時間（
例えば、４．１秒）の経過を計測するものである。ここで、ウェイトタイマがタイムアッ
プ（既に４．１秒経過した）となった場合にはこの判定が満たされ、次のステップＳ１０
９に移る。また、この判定はウェイトタイマがタイムアップするまでループする。
【０３６９】
　ステップＳ１０９では、全てのリール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒの回転を開始させる。そ
して全てのリール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒの回転の速さが一定となると、それぞれの停止
ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの操作有効ランプを点灯させる。この点灯により、
遊技者は停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの押下操作が有効になったことを知る
こととなる。
【０３７０】
　なお、スロットマシン１では、回転を開始したリールは遊技者による停止操作（停止ボ
タン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの押下操作）が受け付けられるまで上記の一定の速さ
で回転を維持し続けるものである。
【０３７１】
　次にステップＳ１１０では、ウェイトタイマをリセットするとともに、次回の始動処理
までウェイトタイマをスタートさせ始動処理は終了となる。
【０３７２】
［９－２．フラグ処理］
　次に主制御基板２１（主にＣＰＵ等）が実行する上記フラグ処理（ステップＳ１０７）
について図５３を参照して説明する。上記したようにフラグ処理では主制御基板２１（主
にＣＰＵ等）が抽出乱数値と図５０に示す当たり値判定テーブルに設定されている当たり
値とを比較することにより、いずれの当選役に該当するかを判定（乱数値を照合）する（
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ステップＳ３０１）。そして、抽出乱数値がいずれかの当選役に該当すると判定された場
合には、該当する当選役に応じたフラグをＯＮする（ステップＳ３０２）。
【０３７３】
　また、遊技状態が通常時（後述するチャンスゾーン１、チャンスゾーン２、及びＡＲＴ
ゲームのいずれも実行されていない状態）であれば（ステップＳ３０３）、通常時処理を
実行する（ステップＳ３０４）。通常時処理では、ＡＲＴゲームに移行させるか否かの抽
選処理、ＡＲＴゲームに移行させるか否かの抽選処理に当選した場合に実際にＡＲＴゲー
ムに移行させるまでにＡＲＴゲームに移行されることを示唆する前兆演出を実行するため
の設定処理、後述するチャンスゾーン１に移行させるか否かの抽選処理、チャンスゾーン
１に移行させるか否かの抽選処理に当選した場合に実際にチャンスゾーン１に移行させる
までにチャンスゾーン１に移行されることを示唆する前兆演出を実行するための設定処理
、後述するチャンスゾーン２に移行させるか否かの抽選処理の実行契機（本例ではステー
ジ０ではチャンスゾーン２に移行させるか否かの抽選処理を実行せず、ステージ１ではス
テージ１中の当選役としてチャンス目役となった回数が５回に達する毎にチャンスゾーン
２に移行させるか否かの抽選処理を実行し、ステージ２ではステージ２中の当選役として
スイカ役となった回数が５回に達する毎にチャンスゾーン２に移行させるか否かの抽選処
理を実行し、ステージ３ではステージ３中の当選役としてチェリー役となった回数が５回
に達する毎にチャンスゾーン２に移行させるか否かの抽選処理を実行する）やこの抽選処
理にて使用されるテーブルが異なる複数のステージ（本例ではステージ０～ステージ３）
のうちいずれのステージとするかの抽選処理、等が実行される。
【０３７４】
　一方、ステップＳ３０３で遊技状態が通常時でない場合に、チャンスゾーン１に移行さ
れることを示唆する前兆演出の残り回数を示すＣＺ１前兆カウンタが「０」でなければ（
ステップＳ３０５）、換言するとチャンスゾーン１に移行されることを示唆する前兆演出
の実行中であれば、チャンスゾーン１を実行するためのチャンスゾーン１設定処理を実行
する（ステップＳ３０６）。チャンスゾーン１設定処理ではゲームが開始される毎に上記
ＣＺ１カウンタを１ずつ減算してＣＺ１カウンタが０になるとチャンスゾーン１の残り回
数を示すＣＺ１カウンタに「１０」をセットする処理が実行される。このように本例では
チャンスゾーン１を実行するか否かの抽選処理に当選すると１０ゲームに亘ってチャンス
ゾーン１に移行制御させるようになっている。
【０３７５】
　ステップＳ３０５でＣＺ１前兆カウンタが「０」、即ちチャンスゾーン１に移行される
ことを示唆する前兆演出が実行されていない場合に、チャンスゾーン２に移行されること
を示唆する前兆演出の残り回数を示すＣＺ２前兆カウンタが「０」でなければ（ステップ
Ｓ３０７）、換言するとチャンスゾーン２に移行されることを示唆する前兆演出の実行中
であれば、チャンスゾーン２を実行するためのチャンスゾーン２設定処理を実行する（ス
テップＳ３０８）。チャンスゾーン２設定処理ではゲームが開始される毎に上記ＣＺ２カ
ウンタを１ずつ減算してＣＺ２カウンタが０になるとチャンスゾーン２の残り回数を示す
ＣＺ２カウンタに「１５」をセットする処理が実行される。このように本例ではチャンス
ゾーン２を実行するか否かの抽選処理に当選すると１５ゲームに亘ってチャンスゾーン１
に移行制御させるようになっている。
【０３７６】
　ステップＳ３０７でＣＺ２前兆カウンタが「０」、即ちチャンスゾーン２に移行される
ことを示唆する前兆演出が実行されていない場合に、チャンスゾーン１の残り回数を示す
ＣＺ１カウンタが「０」でなければ（ステップＳ３０９）、換言するとチャンスゾーン１
の実行中であれば、チャンスゾーン１を実行するためのチャンスゾーン１実行処理を実行
する（ステップＳ３１０）。チャンスゾーン１実行処理ではＣＺ１カウンタが「０」にな
るまで、即ちチャンスゲーム１中のゲーム数が１０回に達するまで１ゲーム毎にＡＲＴゲ
ームに移行させるか否かの抽選処理を実行する。なお、チャンスゾーン１中には通常時（
上記ステップＳ３０４の通常時処理で実行されるＡＲＴゲームに移行させるか否かの抽選
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処理）よりもＡＲＴゲームに移行させるか否かの抽選処理に当選する確率が高くなってい
る。このように、チャンスゾーン１に移行制御された場合にはＡＲＴゲームに対する期待
を高め、遊技興趣の低下を抑止できるようになっている。
【０３７７】
　ステップＳ３０９でＣＺ１カウンタが「０」、即ちチャンスゾーン１が実行されていな
い場合に、チャンスゾーン２の残り回数を示すＣＺ２カウンタが「０」でなければ（ステ
ップＳ３１１）、換言するとチャンスゾーン２の実行中であれば、チャンスゾーン２を実
行するためのチャンスゾーン２実行処理を実行する（ステップＳ３１２）。チャンスゾー
ン２実行処理ではＣＺ２カウンタが「０」になるまで、即ちチャンスゲーム２中のゲーム
数が１５回に達するまで１ゲーム毎に、ＡＲＴゲームに移行させるか否かの抽選処理、Ａ
ＲＴゲームに移行させるか否かの抽選処理にてＡＲＴゲームに移行させる確率が異なる複
数のＣＺ２状態（本例ではＣＺ２状態０～ＣＺ２状態３）のうちいずれのＣＺ２状態とす
るかの抽選処理、等が実行される。また、この例ではチャンスゾーン２に移行制御された
が、ＡＲＴゲームに移行制御されることなく再び通常状態に移行制御された回数をＣＺ２
履歴カウンタで計数し、チャンスゾーン２に移行制御されたときにＣＺ２履歴カウンタに
よって計数される回数が所定回数（この例では５回）に達していればＡＲＴゲームに移行
させるか否かの抽選処理を実行することなく、即座にＡＲＴゲームに移行させるようにな
っている。また、チャンスゾーン２中のＡＲＴゲームに移行させるか否かの抽選処理に当
選する確率はチャンスゾーン１中と同等又はチャンスゾーン１中よりも高くなっている。
このように、チャンスゾーン２はチャンスゾーン１よりも有利度合いが高くなるように設
定され、チャンスゾーン２に移行制御された場合にはチャンスゾーン１に移行制御された
場合よりもＡＲＴゲームに対する期待をさらに高め、遊技興趣の低下が抑止されるように
なっている。
【０３７８】
　ステップＳ３１１でＣＺ２カウンタが「０」、即ちチャンスゾーン２が実行されていな
い場合に、ＡＲＴゲームの残り回数を示すＡＲＴカウンタが「０」でなければ（ステップ
Ｓ３１３）、換言するとＡＲＴゲームの実行中であれば、ＡＲＴゲームを実行するための
ＡＲＴ処理を実行する（ステップＳ３１４）。ＡＲＴ処理ではＡＲＴカウンタが「０」に
なるまで、即ちＡＲＴゲーム中のゲーム数が３０回に達するまでＡＲＴゲームを実行する
処理、当選役が鉈リプレイであれば上記スーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に移行
制御させる処理、ＡＲＴゲーム中のゲーム数が３０回に達した場合にＡＲＴゲームを継続
させるか否かの抽選処理、ＡＲＴゲームを継続させるか否かの抽選処理で継続させると判
定される確率（ＡＲＴ継続確率）を上乗せさせるか否かの抽選処理、ＡＲＴ継続確率を上
乗せすると判定される確率及び上乗せさせる確率の程度が通常のＡＲＴゲーム中よりも高
められるＲＵＳＨ状態に移行させるか否かの抽選処理、ＲＵＳＨ状態に移行制御させるか
否かの抽選処理でＲＵＳＨ状態に移行させる確率が異なる複数のＡＲＴステージ（本例で
はＡＲＴステージ０～ＡＲＴステージ３）のうちいずれのＡＲＴステージとするかの抽選
処理、ＲＵＳＨ状態中にＡＲＴゲームを継続させるか否かの抽選処理で継続させると判定
される確率（ＡＲＴ継続確率）を上乗せさせるか否かの抽選処理、スーパーＡＲＴゲーム
（ＳＡＲＴゲーム）中にＡＲＴゲームを継続させるか否かの抽選処理で継続させると判定
される確率（ＡＲＴ継続確率）を上乗せさせるか否かの抽選処理、スーパーＡＲＴゲーム
（ＳＡＲＴゲーム）中に当選役が鉈転落リプレイであればスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲ
Ｔゲーム）を終了させて通常のＡＲＴゲームに移行制御させる処理、等が実行される。
【０３７９】
　なお、ＡＲＴゲームはＡＲＴゲーム中のゲーム数が３０回に達するまで継続し、ＡＲＴ
ゲーム中のゲーム数が３０回に達する毎にＡＲＴゲームを継続させるか否かの抽選処理を
行う。一方、スーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）は当選役が鉈転落リプレイとなる
まで継続し、当選役が鉈転落リプレイとなったときに通常のＡＲＴゲームに移行制御され
る。即ち、スーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）ではＡＲＴゲーム中に実行されたゲ
ーム数にかかわらず継続する。またスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）中のＡＲＴ
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継続確率を上乗せすると判定される確率及び上乗せさせる確率の程度は通常のＡＲＴゲー
ム中よりも高められている。このように、スーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）はＡ
ＲＴゲームよりも有利な状態とされる。また、ＡＲＴ継続確率を上乗せすると判定される
確率及び上乗せさせる確率の程度は、ＲＵＳＨ状態が最も高く、次いでスーパーＡＲＴゲ
ーム（ＳＡＲＴゲーム）、そしてＡＲＴゲームが最も低く設定されている。
【０３８０】
［９－３．リール停止処理］
　始動処理が終了すると、一定速度で回転を続けているリールを停止させるための操作（
停止操作、つまり停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの押下操作）待ちの状態とな
る。図５４では、一例として「テーブル方式」によるリール停止処理の内容を示している
。以下では、リール停止制御の処理の流れを説明する。
【０３８１】
　リール停止処理では、まずステップＳ２０１で、当該ゲームでの内部抽選の結果を示す
内部抽選フラグにしたがってリール停止制御テーブルを選択する。このリール停止制御テ
ーブルは予め全ての内部抽選フラグについてパターンが用意されており、これらは読み出
し専用のテーブルデータとして主制御基板２１での制御に用いられるプログラムやデータ
等を予め記憶した制御ＲＯＭに格納されている。
【０３８２】
　上記のステップＳ２０１にて内部抽選フラグに基づいてリール停止制御テーブルが選択
された状態になると、各停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの押下操作が受け付け
られるまで待ち受け状態となる（ステップＳ２０２，Ｓ２１０，Ｓ２１７）。これらの待
ち受け状態で、左リール７０Ｌ、中リール７０Ｍ、右リール７０Ｒの各リールがすでに停
止しているか否か、あるいは第１リール停止フラグがＯＮとなっていない状態（Ｆ＝０、
つまりＯＦＦの状態）であるか否かを判定するとともに、あわせて停止ボタン１２８Ｌ，
１２８Ｍ，１２８Ｒのいずれかが押下されたかについても判定する。全ての停止ボタン１
２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの押下操作が受け付けられるまでは、ステップＳ２０９の判
定が満たされず、ステップＳ２０２以降の処理を繰り返す。
【０３８３】
　ここで、停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの押下操作の受け付けられた順番（
停止操作手順）を、それぞれ「順押し」、「逆押し」、「中押し」と呼ばれる停止操作手
順（または押し順ともいう）に分ける。
【０３８４】
　上記の「順押し」の停止操作手順とは、左リール７０Ｌａを第１番目に停止させる操作
手順（つまり、左停止ボタン１２８Ｌを第１番目に押下操作する手順）のことをいい、第
２番目以降に停止させるリールの操作順番より、〔　左リール→中リール→右リール　〕
、あるいは、〔　左リール→右リール→中リール　〕となる２つの停止操作手順にさらに
分けられる。これら２つをまとめて「順押し」と呼ぶ。なお、後者の停止操作手順は特に
「順はさみ押し」とも呼ばれる場合もある。
【０３８５】
　上記の「逆押し」の停止操作手順とは、「順押し」と反対に右リール７０Ｒを第１番目
に停止させる操作手順（つまり、右停止ボタン１２８Ｒを第１番目に押下操作する手順）
のことをいい、第２番目以降に停止させるリールの操作順番より、〔　右リール→中リー
ル→左リール　〕、あるいは、〔　右リール→左リール→中リール　〕となる２つの停止
操作手順にさらに分けられる。これら２つをまとめて「逆押し」と呼ぶ。なお、後者の停
止操作手順は特に「逆はさみ押し」とも呼ばれる場合もある。
【０３８６】
　上記の「中押し」の停止操作手順とは、中リール７０Ｍを第１番目に停止させる操作手
順（つまり、中停止ボタン１２８Ｍを第１番目に押下操作する手順）のことをいい、第２
番目以降に停止させるリールの操作順番より、〔　中リール→左リール→右リール　〕、
あるいは、〔　中リール→右リール→左リール　〕となる２つの停止操作手順にさらに分
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けられる。これら２つをまとめて「中押し」と呼ぶ。
【０３８７】
　ステップＳ２０２では、左リール７０Ｌが停止状態となったことを示すフラグ（左リー
ル停止フラグＬＦ）がＯＦＦ（ＬＦ＝０）であり、なおかつ、左停止ボタン１２８Ｌの押
下操作が受け付けられたかを判定する。ステップＳ２０１で、停止ボタン１２８Ｌ，１２
８Ｍ，１２８Ｒの押下操作の待ち受け状態から「順押し」の停止操作手順に沿って最初（
第１番目）に左停止ボタン１２８Ｌが押下されたとすると、ステップＳ２０２の判定が満
たされ、ステップＳ２０３に移る。
【０３８８】
　ステップＳ２０３では、第１リール停止フラグがＯＦＦ（Ｆ＝０）であるか判定する。
ここでいう「第１リール」とは第１番目に停止操作が受け付けられる、あるいは第１番目
に停止するリールのことをいう。この例（「順押し」）では、左リール７０Ｌの停止操作
が第１番目に受け付けられるので、第１リール停止フラグがＯＦＦの状態（Ｆ＝０）とな
っている。従って、ステップＳ２０３の判定は満たされ、次のステップＳ２０４に移る。
【０３８９】
　次のステップＳ２０４では、左リール７０Ｌについて第１リール停止処理が行われる。
この第１リール停止処理では、内部抽選フラグに対応するリール停止制御テーブルに基づ
いて内部抽選フラグに対応する当選役図柄の停止位置の制御を実行する。
【０３９０】
　ステップＳ２０６では、残りの中リール７０Ｍ、右リール７０Ｒのリール停止制御テー
ブルを決定する。前述のとおり、スロットマシン１の有効ラインは１ラインのみであるた
め、この時点で残りのリール（中リール７０Ｍ、右リール７０Ｒ）の停止制御テーブルは
１つに決定することができる。つまり、第１停止リール（この場合は左リール７０Ｌ）に
おける有効ライン上の図柄が当選役図柄となる可能性のある図柄であった場合、有効ライ
ン上に残りのリール（中リール７０Ｍ、右リール７０Ｒ）の該当当選役図柄を揃えること
の可能なリール停止制御テーブルを選択することになる。これにより、ＢＢ図柄、ＲＢ図
柄以外の当選役図柄については目押しの必要なく揃えることができることになる。
【０３９１】
　ステップＳ２０７では、第１リール停止フラグをＯＮ（Ｆ＝１）として、次のステップ
Ｓ２０８に移る。
【０３９２】
　次いでステップＳ２０８では、左リール停止フラグＬＦをＯＮ（ＬＦ＝１）として、ス
テップＳ２０９に移る。
【０３９３】
　そして、ステップＳ２０９では、全てのリール７０Ｌ，７０Ｍ，７０Ｒが停止状態とな
ったかを判定する。この例では、まだ左リール停止フラグＬＦがＯＮとなっただけであり
、中リール７０Ｍ及び右リール７０Ｒはまだ回転中であることから、この判定が満たされ
ず、ステップＳ２０２に戻り以降の処理を繰り返し実行する。
【０３９４】
　そして、再びステップＳ２０２以降の処理が実行される場合、すでに左リール７０Ｌは
停止状態となっているのでステップＳ２０２の判定は満たされず、ステップＳ２１０に移
る。
【０３９５】
　ステップＳ２１０では、中リール７０Ｍが停止状態となったことを示すフラグ（中リー
ル停止フラグＭＦ）がＯＦＦ（ＭＦ＝０）であり、なおかつ、中停止ボタン１２８Ｍの押
下操作が受け付けられたかを判定する。ここでは「順押し」の停止操作手順に沿うため、
中停止ボタン１２８Ｍの押下操作が受け付けられることとなる。従って、ステップＳ２１
０の判定が満たされ、次のステップＳ２１１に移る。
【０３９６】
　ステップＳ２１１では、上記のステップＳ２０３と同様に第１リール停止フラグがＯＦ



(67) JP 2016-220973 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

Ｆ（Ｆ＝０）であるか判定する。そして、この時点ではすでに第１リール停止フラグはＯ
Ｎ（Ｆ＝１）となっているため、この判定が満たされず、ステップＳ２１３に移る。
【０３９７】
　ステップＳ２１３では、中リール停止処理として、内部抽選フラグに対応するリール制
御テーブル（この場合は上記のステップＳ２０６で決定したリール停止制御テーブル）に
基づいて該当当選役図柄の停止位置の制御を実行する。そして、このとき中リール７０Ｍ
は第２番目に停止するリール（第２リール）となり、ステップＳ２１２，Ｓ２１４，Ｓ２
１５は全て迂回され、ステップＳ２１６に移り、中リール停止フラグＭＦをＯＮ（ＭＦ＝
１）としてステップＳ２０９に移る。
【０３９８】
　そして、再度ステップＳ２０９では、左リール７０Ｌ及び中リール７０Ｍが停止状態と
なっただけであり、まだ右リール７０Ｒは回転中で停止状態（右リール停止フラグＲＦが
ＯＦＦとなっている）となっていないので、この判定が満たされず、ステップＳ２０２に
戻り、再度以降の処理を繰り返し実行する。
【０３９９】
　さらに、３度目のステップＳ２０２以降の処理では、先ずステップＳ２１７で右リール
停止フラグＭＦがＯＦＦ（ＭＦ＝０）であり、なおかつ、右停止ボタン１２８Ｒの押下操
作が受け付けられたかを判定していくことになるが、以降のステップＳ２１８，Ｓ２２０
等の処理は、上記のステップＳ２１０以降の処理（ステップＳ２１１，Ｓ２１３）と同様
であるため詳細な説明は省略する。
【０４００】
　そして、ステップＳ２２３にて、右リール停止フラグＲＦをＯＮ（ＭＦ＝１）として、
ステップＳ２０９に移る。
【０４０１】
　最後にステップＳ２０９では、この時点において、全てのリール７０Ｌ，７０Ｍ，７０
Ｒが停止状態となっていることから、この判定が満たされ、リール停止処理が終了する。
【０４０２】
　なお、「中押し」の停止操作手順の場合も上記と同様の説明ができるため詳細は省略す
る。ただし、「逆押し」の停止操作手順の場合は上記の説明と一部異なる点があるため、
以下に説明する。
【０４０３】
　「逆押し」の停止操作手順で、上記の「順押し」あるいは「中押し」の停止操作手順と
異なる点は、ステップＳ２２１（第１リール停止処理の後に残りのリール停止制御テーブ
ルの決定）についてである。つまり、「逆押し」の停止操作手順では、右リール７０Ｒの
みが停止状態となる。従って、ステップＳ２２１の段階では、いずれの有効ラインにも該
当当選役図柄を揃えることのできるリール停止制御テーブルを複数用意しておき、いずれ
かを選び出すものとすればよい。
【０４０４】
　なお、本実施形態のスロットマシン１では、１ゲームの抽選結果として複数の条件装置
が作動した場合には、これら複数の条件装置のうち、停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１
２８Ｒの操作態様（停止操作されたタイミング及び停止操作された順序）毎に予め定めら
れた条件装置にかかる図柄組み合わせが有効ラインに引き込まれるようにリール停止制御
が行われる。つまり、成立した条件装置が同じであれば、停止ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ
，１２８Ｒの操作態様が同じである限り、同じ図柄組み合わせが有効ラインに停止される
こととなる。また、１ゲームの抽選結果がハズレの場合には、停止ボタン１２８Ｌ，１２
８Ｍ，１２８Ｒの操作態様毎に予め定められたハズレ図柄の組み合わせが有効ラインに引
き込まれるようにリール停止制御が行われる。つまり、抽選結果がハズレであれば、停止
ボタン１２８Ｌ，１２８Ｍ，１２８Ｒの操作態様が同じである限り、同じハズレ図柄組み
合わせが有効ラインに停止されることとなる。
【０４０５】
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　最後にステップＳ２０９では、この時点において、全てのリール７０Ｌ，７０Ｍ，７０
Ｒが停止状態となっていることから、この判定が満たされ、リール停止処理が終了する。
【０４０６】
［９－４．リール停止制御］
　上記のリール停止処理では、成立フラグに対応した当選役図柄（該当当選役図柄）を極
力有効ラインに引き込むリール停止制御を行う（いわゆる、引き込み制御といわれる）。
具体的には、遊技者によるリールの停止操作が受け付けられた時点で、有効ラインに停止
させることが可能な範囲（該当当選役図柄を引き込むことが可能な範囲、例えば、図柄４
個分）を予め決めておき、その範囲内に該当当選役図柄がある場合、これを有効ラインに
引き込んでリールを停止させる制御を実行する。なお、ここでいう「引き込むことが可能
な範囲」とは、リールの停止操作が受け付けられてから当該リールが停止するまでに、リ
ールの回転方向にみて移動が可能な図柄の最大数のことをいう。例えば、引き込み可能な
範囲を最大で図柄４個分とすれば、当該リールの停止操作が受け付けられた場合、その位
置を基点にしてさらに図柄４個分までリールの回転移動が可能となる。
【０４０７】
　従って、このようなリール停止制御によれば、リールの停止操作が受け付けられた時点
で、有効ライン上に該当当選役図柄がなかったとしても、該当当選役図柄が引き込み可能
な範囲内にあれば、その該当当選役図柄を有効ラインにまで移動させたうえで停止させる
ことが可能となる。また、この引き込み制御を行うことにより、遊技者は該当当選役図柄
の目押しのタイミングが多少早かったとしても、引き込み可能範囲内に当該当選役図柄が
あれば、その当該当選役図柄を有効ラインに引き込んで停止させることができる。従って
、取りこぼし（当該当選役図柄を揃えることができずに当該当選役に対応する遊技特典を
獲得できずにその遊技特典が消滅してしまうこと）が生じることを極力抑えることができ
る。
【０４０８】
　具体的には、当選役に応じてリール停止制御データテーブルが設けられ、このリール停
止制御データテーブルには左リール７０Ｌ、中リール７０Ｍ、右リール７０Ｒの夫々の配
列番号とこの配列番号に対応するスベリ数（引き込み制御する図柄数）とが設定されてい
る。そして、主制御基板２１は停止ボタン１２８が操作されたときに、この停止操作され
たリール７０（左リール７０Ｌと中リール７０Ｍと右リール７０Ｒのうち操作された停止
ボタン１２８に対応するリール７０）と当選役とに対応するテーブルを参照して、停止操
作されたリール７０の有効ライン上にある図柄（配列番号）と対応付けされているスベリ
数でこのリール７０を停止させる制御を行う。
【０４０９】
　以上がテーブル方式によるリール停止処理の一例である。これとは別にコントロール方
式によるリール停止処理があるが、これについても公知の処理を適用可能であるため、こ
こでは具体的な説明を省略する。また、本実施形態においてコントロール方式またはテー
ブル方式のいずれのリール停止処理を実行してもよく、どの方式を採用するかは制御プロ
グラムを構築するにあたって適宜決定すればよい。
【０４１０】
　そして、リール停止処理が終了すると、有効ライン上に当選役図柄が揃っているか（い
ずれかの当選役に該当する図柄の組み合わせ態様が表示されているか）否かについて判定
を行う。有効ライン上に当選役図柄が揃っている場合には、払出ユニット３０より規定枚
数のメダルが払い出されるとともに、メダルの払出枚数が中ユニット５の図示しない払出
表示器に表示される。
【０４１１】
［１０．ＡＲＴゲームからＳＡＲＴゲームへの昇格演出］
　上記したように本例のスロットマシン１では、ＡＲＴゲーム中に当選役が鉈リプレイと
なると、ＡＲＴゲームよりもさらに有利なスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に移
行制御させる。また、このときには特殊な昇格演出が実行されるようになっている。この
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昇格演出について図５５及び図５６を参照して説明する。図５５及び図５６は、昇格演出
の一例を示す説明図である。
【０４１２】
　ＡＲＴゲーム中に始動レバー１２９が操作されたことに基づいてフラグ処理（ステップ
Ｓ１０７）が実行された場合に、図５０に示すＡＲＴゲーム中の当たり値判定テーブルと
抽出した当たり値判定乱数とを比較することにより当選役が「鉈リプレイ」となると、主
制御基板２１が三つのリール７０の回転を開始させるとともに、リール７０の回転に同期
させて、換言すると主制御基板２１が三つのリール７０の回転を開始させるときに送信し
た制御コマンドに基づいて周辺制御基板４７１が表示制御基板４７３に指令（制御コマン
ドを送信）することによりサブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒと
のそれぞれに図柄をスクロール表示させる（図５５（Ａ））。本例ではサブ左液晶表示装
置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとのそれぞれにリールが回転している態様を画
像として表示し、リール７０から繋がる一体的な表示を行うことであたかも実際のリール
７０（本例では左リール７０Ｌ及び右リール７０Ｒ）が上方に延長されたかのような印象
を与えることができる。なお、スクロール表示とは上下または左右に動かしながら表示す
ることを意味し、例えば回転表示が相当する。また、本実施形態のスロットマシン１では
、リール７０と一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒとの
いずれもスクロール表示可能である。
【０４１３】
　また、上記した表示に加えて表示制御基板４７３はメイン液晶表示装置４５０にて遊技
者に逆押し（右リール７０Ｒ→中リール７０Ｍ→左リール７０Ｌの順）の停止操作手順で
リール７０を停止させること、及び「白７」図柄を狙うことを指示する表示（表示に加え
て音声（例えば「右！」の音声出力を行う等）で指示するようにしてもよい）を行うとと
もに、周辺制御基板４７１は横部可動演出ユニット７００の横部昇降駆動モータ７５７を
所定方向に回転させて、水平に延びた一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶
表示装置７１０Ｒのうちサブ右液晶表示装置７１０Ｒを、中央可動演出ユニット５００の
中央可動装飾体ユニット５５０の右側の位置（ベースカバー５２０の前面の位置）から下
方に移動させる（図５５（Ｂ）～（Ｃ））。
【０４１４】
　周辺制御基板４７１はサブ右液晶表示装置７１０Ｒが右リール７０Ｒの上段と中段の前
面を覆う最下位置まで移動すると停止させる。本例では、図５５（Ｂ）～図５５（Ｃ）に
示すようにサブ右液晶表示装置７１０Ｒが最下位置に移動すると、右リール７０Ｒの上段
と中段に対応する図柄表示領域Ａはサブ右液晶表示装置７１０Ｒによって覆い隠されて、
右リール７０Ｒは下段に対応する図柄表示領域Ａだけが良好に視認することができるよう
になっている。換言すると、サブ右液晶表示装置７１０Ｒは右リール７０Ｒに備えられる
図柄を隠す形で、正面視で右リール７０Ｒと重なる位置に移動する。なお、サブ右液晶表
示装置７１０Ｒによって右リール７０Ｒの上段と中段に対応する図柄表示領域Ａを完全に
覆い隠すものに限らず、一部だけ覆い隠すものであってもよい。即ち、サブ右液晶表示装
置７１０Ｒを最下位置に移動した状態において、右リール７０Ｒの上段と中段との図柄の
それぞれの図柄の一部を視認可能な状態とするものであってもよい。
【０４１５】
　そして、遊技者が右停止ボタン１２８Ｒを操作すると主制御基板２１は右リール７０Ｒ
の回転を停止させて所定の図柄（この例では右リール７０Ｒの下段に「赤７」図柄を表示
する）を表示させるとともに、表示制御基板４７３はサブ右液晶表示装置７１０Ｒに表示
されているリールの回転を停止させて（スクロール表示を停止して）所定の図柄（この例
ではサブ右液晶表示装置７１０Ｒにおける右リール７０Ｒの上段に対応する領域に「リプ
レイ」図柄を表示し、右リール７０Ｒの中段に対応する領域に「白７」図柄を表示する）
を表示する（図５５（Ｄ））。
【０４１６】
　遊技者が右停止ボタン１２８Ｒを操作したことに基づいて右リール７０Ｒを停止させる
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と、次に周辺制御基板４７１は中リール７０Ｍを停止させるべく遊技者に中停止ボタン１
２８Ｍの操作を指示する（例えば「中！」の音声出力等）。そして、遊技者が中停止ボタ
ン１２８Ｍを操作したことに基づいて主制御基板２１は中リール７０Ｍの回転を停止させ
て所定の図柄（この例では中段に「白７」図柄）を表示させる。この例では、遊技者が右
停止ボタン１２８Ｒを操作したことに基づいてサブ右液晶表示装置７１０Ｒの右リール７
０Ｒの中段に対応する領域に「白７」図柄が表示されるとともに、遊技者が中停止ボタン
１２８Ｍを操作したことに基づいて中リール７０Ｍの中段に「白７」図柄が停止され、サ
ブ右液晶表示装置７１０Ｒに表示される「白７」図柄と中リール７０Ｍに備えられている
「白７」図柄とによって、見かけ上は中段ラインに「白７」図柄のリーチが形成されてい
る。
【０４１７】
　また、遊技者が中停止ボタン１２８Ｍを操作して中リール７０Ｍを停止させたことに基
づいて、次に周辺制御基板４７１は左リール７０Ｌを停止させるべく遊技者に左停止ボタ
ン１２８Ｌの操作を指示する（例えば「左！」の音声出力等）とともに、横部可動演出ユ
ニット７００の横部昇降駆動モータ７５７を所定方向に回転させて、水平に延びた一対の
サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒのうちサブ左液晶表示装置
７１０Ｌを、中央可動演出ユニット５００の中央可動装飾体ユニット５５０の左側の位置
（ベースカバー５２０の前面の位置）から下方に移動させる（図５５（Ｅ）～図５６（Ｇ
））。
【０４１８】
　周辺制御基板４７１はサブ左液晶表示装置７１０Ｌが左リール７０Ｌの上段と中段の前
面を覆う最下位置まで移動すると停止させる。なお、図５５（Ｅ）～図５６（Ｇ）に示す
ようにこの状態（サブ左液晶表示装置７１０Ｌが最下位置に移動した状態）では左リール
７０Ｌの上段と中段に対応する図柄表示領域Ａはサブ左液晶表示装置７１０Ｌによって覆
い隠され、左リール７０Ｌは下段に対応する図柄表示領域Ａだけが良好に視認することが
できるようになっている。換言すると、サブ左液晶表示装置７１０Ｌは左リール７０Ｌに
備えられる図柄を隠す形で、正面視で左リール７０Ｌと重なる位置に移動する。本例では
、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとの両方が最下位置
に移動した状態では、左リール７０Ｌと右リール７０Ｒの上段と中段の前面がサブ左液晶
表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとによって覆われ、この状態では三つの
リール７０のうち図柄表示領域Ａの下段の三つの図柄と中リール７０Ｍのみが良好に視認
することができるようになっている。
【０４１９】
　なお、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとによって左
リール７０Ｌと右リール７０Ｒとのそれぞれの上段及び中段に対応する図柄表示領域Ａを
完全に覆い隠すものに限らず、一部だけ覆い隠すものであってもよい。即ち、サブ左液晶
表示装置７１０Ｌを最下位置に移動した状態において、左リール７０Ｌの上段と中段との
図柄のそれぞれの図柄の一部を視認可能な状態とするもの、及びサブ右液晶表示装置７１
０Ｒを最下位置に移動した状態において、右リール７０Ｒの上段と中段との図柄のそれぞ
れの図柄の一部を視認可能な状態とするもの、のうち一方又は両方を実現可能にするもの
であってもよい。
【０４２０】
　遊技者が左停止ボタン１２８Ｌを操作すると主制御基板２１は左リール７０Ｌの回転を
停止させて所定の図柄（この例では左リール７０Ｌの下段に「スイカ」図柄を表示する）
を表示させるとともに、表示制御基板４７３はサブ左液晶表示装置７１０Ｌに表示されて
いるリールの回転を停止させて（スクロール表示を停止して）所定の図柄（この例ではサ
ブ左液晶表示装置７１０Ｌにおける左リール７０Ｌの上段に対応する領域に「リプレイ」
図柄を表示し、左リール７０Ｌの中段に対応する領域に「白７」図柄を表示する）を表示
する（図５６（Ｈ））。なお、遊技者が左停止ボタン１２８Ｌを操作したことに基づいて
サブ左液晶表示装置７１０Ｌの左リール７０Ｌの中段に対応する領域に「白７」図柄を表
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示することにより、中リール７０Ｍに備えられている「白７」図柄と、一対のサブ左液晶
表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒに夫々表示される「白７」図柄と、に
よって中段ラインに「白７」図柄のゾロ目が形成される（「白７」図柄が揃う）ようにな
る。
【０４２１】
　そして、全ての停止ボタン１２８が操作されたことに基づいて主制御基板２１が全ての
リールを停止させると、表示制御基板４７３は一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサ
ブ右液晶表示装置７１０Ｒをブラックアウトさせる一方、メイン液晶表示装置４５０に「
白７」図柄のゾロ目を表示して中リール７０Ｍに備えられている「白７」図柄と、一対の
サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒに夫々表示される「白７」
図柄と、によって中段ラインに「白７」図柄のゾロ目が形成されたことを通知して、ＡＲ
ＴゲームからスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に昇格させることを通知する（図
５６（Ｉ））。
【０４２２】
　また、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒをブラック
アウトさせるとともにメイン液晶表示装置４５０にてスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲ
ーム）に昇格させることを通知すると、周辺制御基板４７１は横部可動演出ユニット７０
０の一対の横部昇降駆動モータ７５７を反対の方向に回転させて、水平に延びた一対のサ
ブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとを、中央可動演出ユニット５
００の中央可動装飾体ユニット５５０の左右両側の位置（ベースカバー５２０の前面の位
置）まで移動させる。これにより、左右三列で上下三段からなる図柄表示領域Ａの全域を
視認可能にする。
【０４２３】
　なお、本例ではＡＲＴゲーム中に始動レバー１２９が操作されたことに基づいてフラグ
処理（ステップＳ１０７）が実行された場合に、図５０に示すＡＲＴゲーム中の当たり値
判定テーブルと抽出した当たり値判定乱数とを比較することにより当選役が「鉈リプレイ
」となると、中停止ボタン１２８Ｍの停止操作タイミングに応じて中リール７０Ｍの中段
に「白７」図柄が停止されないときにもＡＲＴゲームからスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲ
Ｔゲーム）に昇格させる。換言すると、ＡＲＴゲーム中に当選役が「鉈リプレイ」になる
と、中リール７０Ｍの中段ラインに「白７」図柄を引き込み制御できないタイミングで中
停止ボタン１２８Ｍが停止操作されたことで中段ラインに「白７」図柄のゾロ目が形成さ
れていない場合であってもＡＲＴゲームからスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に
昇格させ、ＡＲＴゲームからスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に昇格させること
を通知する。
【０４２４】
　また、全ての停止ボタン１２８が操作されたことに基づいて主制御基板２１が全てのリ
ールを停止させた場合に、中リール７０Ｍに備えられている「白７」図柄と、表示制御基
板４７３が一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒに夫々表
示させている「白７」図柄と、によって中段ラインに「白７」図柄のゾロ目が形成されな
かったときには、一旦ＡＲＴゲームからスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に昇格
させないことを通知した後、復活演出等によりＡＲＴゲームからスーパーＡＲＴゲーム（
ＳＡＲＴゲーム）に昇格させることを通知してもよい。
【０４２５】
　また、ＡＲＴゲーム中に当選役が鉈リプレイとなった場合に、全ての停止ボタン１２８
が操作されたことに基づいて主制御基板２１が全てのリールを停止させたときには、有効
ラインである下段ラインには「鉈リプレイ」の当選役に対応する図柄（鉈リプレイ役図柄
）の組合せ態様が揃った状態となっている。具体的には、図５６（Ｈ）及び図５６（Ｉ）
の例では、図柄表示領域Ａの有効ラインである下段ラインには鉈リプレイ役図柄の組み合
わせ態様としての「スイカ」－「スイカ」－「赤７」の図柄が停止されている。また、こ
のとき図柄表示領域Ａの上段ラインには「リプレイ」図柄のゾロ目が形成されるため、「
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鉈リプレイ役」が成立したことを図柄表示領域Ａに表示されている図柄の組み合わせを通
じても遊技者に容易に認識させることができるようになっている。
【０４２６】
　このように、上記した例ではＡＲＴゲーム中に当選役が鉈リプレイとなると、メイン液
晶表示装置４５０にて遊技者に逆押し（右リール７０Ｒ→中リール７０Ｍ→左リール７０
Ｌの順）の停止操作手順でリール７０を停止させる表示を行うとともに、停止操作順序に
従って一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒの一方を最下
位置に移動させて停止操作させるリール７０を案内するため、遊技者による押し順の間違
えを防止することができる。なお、停止操作手順は逆押しに限られるものではなく、他の
停止操作手順であってもよく、この場合にも停止操作手順に従って一対のサブ左液晶表示
装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒの一方を最下位置に移動させて停止操作さ
せるリール７０を案内するようにしてもよい。
【０４２７】
　また、上記した例では昇格演出が実行されると左右三列で上下三段からなる図柄表示領
域Ａにおいて左（左リール７０Ｌに相当する部分）の三段は左リール７０Ｌとサブ左液晶
表示装置７１０Ｌとで構成され、右（右リール７０Ｒに相当する部分）の三段は右リール
７０Ｒとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとで構成され、サブ左液晶表示装置７１０Ｌに表示
される図柄と左リール７０Ｌに備えられている図柄とによって図柄表示領域Ａの左の三段
の図柄が表示され、サブ右液晶表示装置７１０Ｒに表示される図柄と右リール７０Ｒに備
えられている図柄とによって図柄表示領域Ａの右の三段の図柄が表示されるようになって
いる。なお、左右三列で上下三段からなる図柄表示領域Ａのうち少なくとも一列又は一段
がリール７０とサブ液晶表示装置（サブ左液晶表示装置７１０Ｌ、サブ右液晶表示装置７
１０Ｒ、サブ中液晶表示装置）とで構成されて、リール７０に備えられている図柄とサブ
液晶表示装置に表示される図柄とによって図柄表示領域Ａの少なくとも一列又は一段の図
柄を表示するものであればよい。
【０４２８】
　また、本例のスロットマシン１では、ＡＲＴゲーム中に、中リール７０Ｍに一つだけ備
えられて左リール７０Ｌ及び右リール７０Ｒには備えられていない「白７」図柄を用いて
昇格演出を実行する。換言すると、ＡＲＴゲームが実行されていない通常中には、いずれ
の当選役にも当該当選役に応じた図柄組み合わせとして使用されない「白７」図柄を用い
て昇格演出を実行する。また、この昇格演出では一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及び
サブ右液晶表示装置７１０Ｒと、中リール７０Ｍと、の所定のライン（本例では中段ライ
ン）に「白７」図柄が揃うように停止ボタン１２８を操作させて、「白７」図柄が揃った
ことによってＡＲＴゲームよりも有利度の高いスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）
に昇格されたかのように見せる昇格演出を実行する。即ち、実際には「白７」図柄が揃っ
ていなくてもＡＲＴゲームからスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に昇格されるも
のであるが、「白７」図柄が揃ったことでスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に昇
格されたように遊技者に思い込ませることで昇格演出が実行されたときに「白７」図柄を
狙って集中した状態で停止ボタン１２８を操作させることができ、「白７」図柄が揃った
場合には遊技者の興趣を向上させることができる。
【０４２９】
　このように、本例では一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１
０Ｒに表示される図柄（「白７」図柄）と中リール７０Ｍに停止される図柄（「白７」図
柄）とによって中段ラインに「白７」図柄のゾロ目が形成されたことに基づいてスーパー
ＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に昇格されるというように遊技者に思い込ませる演出を
実行するものである。換言すると、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表
示装置７１０Ｒに表示される図柄（「白７」図柄）と中リール７０Ｍに停止される図柄（
「白７」図柄）との組み合わせによってスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）という
特典が付与される。なお、本例では中リール７０Ｍに「白７」図柄が停止されなかった場
合にもスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に昇格させるため、一対のサブ左液晶表
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示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒの一方又は両方に表示される図柄によっ
てスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）という特典が付与されると言い換えることも
できる。
【０４３０】
　また、上記した例ではＡＲＴゲーム中に当選役が鉈リプレイとなった場合に一対のサブ
左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとの夫々に「白７」図柄を表示す
るとともに中リール７０Ｍに「白７」図柄を停止させて所定のライン（本例では中段ライ
ン）「白７」図柄が揃うようにしたが、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液
晶表示装置７１０Ｒに表示される画像と、中リール７０Ｍに備えられている絵柄（図柄に
限らず何らかの形態を表すものであればよい）と、によって所定のライン（本例では中段
ライン）に特定の形態（形状、模様、色彩）を形成するもの（例えばサブ左液晶表示装置
７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒに表示される画像と、中リール７０Ｍに備えら
れている絵柄と、で一のキャラクタを形成するもの）や、観念が統一するような特定の絵
柄の組み合わせを形成するもの（例えばサブ左液晶表示装置７１０Ｌに表示される松の画
像と、サブ右液晶表示装置７１０Ｒに表示される梅の画像と、中リール７０Ｍに備えられ
る竹の絵柄と、によって「松竹梅」という観念の統一する組み合わせを形成するもの）で
あってもよい。また、ＡＲＴゲーム中に当選役が鉈リプレイとなった場合にサブ左液晶表
示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒと中リール７０Ｍとのいずれかに特定の図
柄や絵柄（図柄に限らず何らかの形態を表すものであればよい）が表示されるようにして
もよい（例えば「特定の絵柄（図柄）－ＡＮＹ－ＡＮＹ」、「ＡＮＹ－特定の絵柄（図柄
）－ＡＮＹ」、「ＡＮＹ－ＡＮＹ－特定の絵柄（図柄）」のいずれかの組み合わせが表示
されるようにしてもよい）。
【０４３１】
　また、上記した例ではＡＲＴゲームが実行されていない通常中には、いずれの当選役に
も当該当選役に応じた図柄組み合わせとして使用されない「白７」図柄を用いて昇格演出
を実行するものを示したが、ＡＲＴゲームが実行されていない通常中にいずれの当選役に
も当該当選役に応じた図柄組み合わせとして使用されない図柄を用いるようにしてもよく
、例えば「ブランク」図柄等を用いるようにしてもよい。また、サブ左液晶表示装置７１
０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒに停止表示される図柄としてＡＲＴゲームが実行さ
れていない通常中にいずれの当選役にも当該当選役に応じた図柄組み合わせとして使用さ
れない図柄とし、この図柄と中リール７０Ｍに備えられている図柄（絵柄も含む）との組
み合わせが特定の組み合わせである場合にスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）とい
う特典を付与するようにしてもよい。
【０４３２】
　また、上記した例では昇格演出を実行するときに、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ
及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒが、左右に並んだ三つのリール７０のうち、左リール７
０Ｌと右リール７０Ｒの上段と中段の前面を覆う最下位置まで移動し、図柄表示領域Ａの
下段の三つの図柄と中リール７０Ｍのみが良好に視認することができるように構成したが
、三つのリール７０のうち少なくとも一のリール７０の前面を覆うものであってもよいし
、またリール７０の前面を覆う箇所も複数段（本例では上段と中段）に亘るものに限らず
少なくとも一段（上段と中段と下段のうちいずれか（有効ラインを構成する箇所は覆わな
いようにしてもよい））を多い隠すものであってもよいし上中下段の全ての前面を覆うも
のであってもよい。即ち、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７
１０Ｒによって一のリール７０（サブ左液晶表示装置７１０Ｌに対応する左リール７０Ｌ
、サブ右液晶表示装置７１０Ｒに対応する右リール７０Ｒ）のうち半分以上の領域を覆う
ものであってもよいし、一のリール７０（サブ左液晶表示装置７１０Ｌに対応する左リー
ル７０Ｌ、サブ右液晶表示装置７１０Ｒに対応する右リール７０Ｒ）のうち半分未満の一
部の領域を覆うものであってもよい。
【０４３３】
　なお、本例ではＡＲＴゲーム中に当選役が「鉈リプレイ」になった場合、即ちスーパー
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ＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に移行制御されることが予め決定されている場合に上記
演出（ＡＲＴゲームからＳＡＲＴゲームへの昇格演出）を実行するように構成したが、こ
れに限らずスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）に移行制御されることが決定されて
いない場合にも上記演出を実行するようにしてもよい。この場合には、サブ左液晶表示装
置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒと中リール７０Ｍとの中段ラインに「白７」図
柄が揃わないような制御を実行するようにしてもよい。例えば、右停止ボタン１２８Ｒを
操作したことに基づいてサブ右液晶表示装置７１０Ｒに表示されているリールの回転を停
止（スクロール表示を停止）させた場合にサブ右液晶表示装置７１０Ｒにおける右リール
７０Ｒの中段に対応する領域に「白７」図柄を表示させない制御、左停止ボタン１２８Ｌ
を操作したことに基づいてサブ左液晶表示装置７１０Ｌに表示されているリールの回転を
停止（スクロール表示を停止）させた場合にサブ左液晶表示装置７１０Ｌにおける左リー
ル７０Ｌの中段に対応する領域に「白７」図柄を表示させない制御、及び中停止ボタン１
２８Ｍを操作したことに基づいて中リール７０Ｍの回転を停止させた場合に中リール７０
Ｍの中段に「白７」図柄を停止させない制御、のうちいずれか一つ乃至複数の制御を実行
するようにしてもよい。
【０４３４】
　また、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒと同様に、
中リール７０Ｍの上方（中央可動演出ユニット５００の中央可動装飾体ユニット５５０の
位置）に中回転駆動機構の横部回転駆動モータの駆動により中リール７０Ｍの前方位置（
最下位置）に移動可能となるサブ中液晶表示装置を備えて、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ
とサブ右液晶表示装置７１０Ｒとサブ中液晶表示装置とを用いて上記した演出（ＡＲＴゲ
ームからＳＡＲＴゲームへの昇格演出）を実行するようにしてもよい。また、サブ左液晶
表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとサブ中液晶表示装置とを用いて上記し
た演出（ＡＲＴゲームからＳＡＲＴゲームへの昇格演出）を実行する場合には上記「白７
」図柄に代えてリール７０に備えられていない図柄を用いるようにしてもよい。
【０４３５】
　また、サブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置７１０Ｒとサブ中液晶表示装
置とを用いて上記した演出（ＡＲＴゲームからＳＡＲＴゲームへの昇格演出）を実行する
場合には、リール７０によって図柄表示領域Ａに表示される図柄の組み合わせによってリ
プレイという特典が付与される一方、サブ左液晶表示装置７１０Ｌとサブ右液晶表示装置
７１０Ｒとサブ中液晶表示装置とに表示される図柄（「白７」図柄）の組み合わせによっ
てスーパーＡＲＴゲーム（ＳＡＲＴゲーム）というリール７０によって図柄表示領域Ａに
表示される図柄の組み合わせによって付与される特典とは異なる特典が付与されるという
こともできる。
【０４３６】
［１１．本実施形態の特徴的な作用効果］
　このように、遊技者がドアユニット４の操作ユニット１２０を操作することで、窓部２
０１ａの一部から臨む遊技ユニット３の図柄表示領域Ａ内において左右に並んだ三つのリ
ール７０の外周面に備えられた複数の図柄が、リール７０が回転することで変動表示され
た後に停止表示され、下段の有効ライン（特定領域）において停止表示された図柄の組合
せに応じて特典が付与されることから、操作ユニット１２０での操作によって、有効ライ
ン上において特典が付与される図柄の組合せで図柄を停止表示させることができるか否か
でハラハラ・ドキドキできる遊技を遊技者に行わせることができる。そして、図柄表示領
域Ａ内で遊技が行われることにより変化する遊技状態によって、正面視において図柄表示
領域Ａよりも外側（上側）に位置していた横部可動演出ユニット７００のサブ左液晶表示
装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒや前可動演出ユニット３００の前可動装飾
体７１０の可動部材が、有効ラインを遮ることなく図柄表示領域Ａ側へ移動し、図柄表示
領域Ａの一部を覆った状態となるため、遊技者が遊技に集中することで図柄表示領域Ａ内
（変動表示中や停止表示中の図柄）を注視（凝視）していても、図柄表示領域Ａ内の一部
が可動部材により遮られることから、遊技者に対して可動部材の可動を確実に気付かせる



(75) JP 2016-220973 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

ことができ、遊技者を可動部材に注目させて可動部材による演出を楽しませることができ
る。また、遊技状態に応じて可動部材が図柄表示領域Ａの前面側に移動することから、可
動部材によって図柄表示領域Ａ内を見辛くすることができるため、これまでのスロットマ
シンにおける可動部材とは全く異なる印象の可動演出を遊技者に提示することが可能とな
り、遊技者に対して強いインパクトを与えることができ、遊技者の関心を可動部材に強く
引付けさせることができると共に、可動部材が図柄表示領域Ａの一部を遮ることで遊技者
に対して何か良いことがあるのではないかと思わせることができ、遊技者の遊技に対する
期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。この際に、可動部材が図柄表
示領域Ａの前面側へ移動しても、正面視において少なくとも有効ラインの部位は可動部材
により覆われることはないため、有効ライン上において所望の図柄が停止するか否かを明
確に視認することができ、遊技を楽しませることができると共に、可動部材により有効ラ
イン上に表示される図柄が見えなくなることはないため、遊技者に対して不信感を与えて
しまうのを回避させることができ、遊技者が安心して遊技を行うことが可能となり遊技者
の遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０４３７】
　また、図柄表示領域Ａ内において複数の図柄列を変動表示させている遊技状態で、可動
部材を正面視図柄表示領域Ａよりも上側から図柄表示領域Ａの前面側へ移動させると、図
柄表示領域Ａ内における有効ライン上に位置する図柄は見えるもののその他の部位に位置
する図柄は可動部材に遮られて視認することができないため、有効ライン上において見え
る図柄から次に有効ライン上に来る図柄を予測したり、図柄表示領域Ａ内における有効ラ
イン上以外の視認できる部位に目を凝らして有効ライン上に来る図柄を見るようにしたり
しなければならず、変動表示されている図柄列の複数の図柄のうち所望の図柄が有効ライ
ン上に位置するタイミングが判り難くなり、有効ライン上において所望の図柄を停止表示
させ難くなる。つまり、有効ライン上において所望の図柄を停止表示させる遊技の難易度
が高くなるため、遊技者に対してやる気を喚起させることができ、遊技を楽しませること
ができると共に、遊技の難易度が高くなることで遊技者に対して付与される特典が特別な
ものであると思わせることができ、遊技者を遊技に集中させて興趣の低下を抑制させるこ
とができる。
【０４３８】
　更に、図柄表示領域Ａの前側へ移動する可動部材として、有効ライン上を除いた図柄表
示領域Ａの一部を被覆可能なサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０
Ｒと、図柄表示領域Ａから有効ライン上を除いた部位を被覆可能な前可動装飾体３１０と
、を備えるようにしているため、遊技状態に応じて図柄表示領域Ａの前面側へ移動させる
可動部材を選択することにより、異なる可動演出を遊技者に提示することができ、多彩な
演出により遊技者を飽き難くさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４３９】
　また、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒと前可動装飾体３
１０とでは、正面視において図柄表示領域Ａを覆う範囲が異なっているため、図柄表示領
域Ａの前面側へ移動する可動部材によって、図柄表示領域Ａの見え方を異ならせることが
でき、図柄表示領域Ａ内での遊技に多様性を付与させて遊技者をより楽しませることがで
きる。具体的には、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを図柄
表示領域Ａの前面側へ移動させると、図柄表示領域Ａ内において有効ライン上と有効ライ
ン上を除いた図柄表示領域Ａ内の一部とが視認できるため、遊技者に対して有効ライン上
と図柄表示領域Ａの一部との見える範囲で図柄を推定させることとなり、遊技の難易度を
高くすることができ、遊技者のやる気を喚起させて興趣の低下を抑制させることができる
。一方、前可動装飾体３１０を図柄表示領域Ａの前面側へ移動させると、図柄表示領域Ａ
内の有効ライン上のみが視認できるため、遊技の難易度を更に高くすることができ、付与
される特典が特別なものであると思わせることが可能となり、遊技者を遊技に集中させて
興趣の低下を抑制させることができる。
【０４４０】
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　また、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒの前側に前可動装
飾体３１０を配置していることから、初めにサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶
表示装置７１０Ｒを図柄表示領域Ａの前面側へ移動させた後に、前可動装飾体３１０を図
柄表示領域Ａの前面側へ移動させると、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示
装置７１０Ｒを前可動装飾体３１０によって覆うことができると共に、図柄表示領域Ａ内
の遊技者側から視認できる部位を有効ライン上のみとするように狭くすることができるた
め、多段階に亘った遊技や演出を遊技者に提示することができ、遊技者に遊技をより楽し
ませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４４１】
　更に、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを図柄表示領域Ａ
の前面側に移動させると、有効ライン上の図柄に加えて、左右に並んだ三つの図柄列（リ
ール７０）のうちの少なくとも一つの図柄列では複数の図柄を視認することができるよう
にしていると共に、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを左右
に離間させるようにしていることから、左右に離間した一対のサブ左液晶表示装置７１０
Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒのうちの一方のみを図柄表示領域Ａの前方側へ移動さ
せると、有効ライン上を除いた図柄表示領域Ａの左右一方側（左リール７０Ｌ又は右リー
ル７０Ｒ）のみを被覆することができ、一対のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液
晶表示装置７１０Ｒ一緒に図柄表示領域Ａの前方側へ移動させると、有効ライン上と一対
のサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒの間となる中央側（中リ
ール７０Ｍ）とを除いた図柄表示領域Ａの左右両側（左リール７０Ｌ及び右リール７０Ｒ
）を被覆することができるため、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７
１０Ｒにより遮られずに視認可能とされた図柄列（リール７０）に対して遊技者を注目さ
せることができ、遊技者を当該図柄列に集中させることができると共に、サブ左液晶表示
装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒによる図柄表示領域Ａの被覆範囲をより多
様にすることができるため、多彩な演出により遊技者を飽きさせ難くすることができ、遊
技者を楽しませて遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。従って、例えば、
操作ユニット１２０の操作によって複数の図柄列を変動表示させた後に左右の図柄列を順
次停止表示させ、停止表示されている図柄列における有効ライン上の図柄が、特典を付与
する所定条件（図柄の組合せ）を充足可能な図柄の時（所謂、リーチの時）に、既に停止
表示されている図柄列（左リール７０Ｌ及び右リール７０Ｒ）の前面側にサブ左液晶表示
装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを移動させるようにすることで、まだ停止
表示されていない変動表示されている図柄列（中リール７０Ｍ）のみが良好に視認できる
ようにすることができ、その変動表示されている図柄列を強調することができる。これに
より、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒにより遮られずに視
認可能とされている変動中の図柄列に対し、遊技者の視線を注目させてその図柄列に意識
を集中させることができるため、所望の図柄が有効ライン上で停止するように操作ユニッ
ト１２０（停止ボタン１２８）を操作する遊技を積極的に行わせることができ、遊技者を
遊技に楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４４２】
　また、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒでは演出画像を表
示させることができることから、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７
１０Ｒや前可動装飾体３１０の動きに加えてサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶
表示装置７１０Ｒによる演出画像の表示によっても遊技者を楽しませることができ、多彩
な演出を遊技者に提示して遊技者を飽きさせ難くすることができると共に、遊技状態に応
じて図柄表示領域Ａの前面側にサブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１
０Ｒを移動させた状態で、サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒ
に図柄表示領域Ａ内と同じ演出画像を表示させると、遊技者に対して、恰もサブ左液晶表
示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを通して後側の変動表示中や停止表示中
の図柄が見えるように錯覚させることができ、遊技者を楽しませて遊技に対する興趣の低
下を抑制させることができる。
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【０４４３】
　更に、本実施形態のスロットマシン１によると、遊技者がドアユニット４の操作ユニッ
ト１２０を操作することで、窓部２０１ａの一部から臨む遊技ユニット３の図柄表示領域
Ａ内において複数の図柄が変動表示された後に停止表示され、下段の有効ライン（特定領
域）において停止表示された図柄の組合せに応じて特典が付与されることから、操作ユニ
ット１２０での操作によって、有効ライン上において特典が付与される図柄の組合せで図
柄を停止表示させることができるか否かでハラハラ・ドキドキできる遊技を遊技者に行わ
せることができる。この図柄表示領域Ａが臨む窓部２０１ａの後側には導光板２０２が取
付けられており、導光板２０２により正面視において有効ライン（非装飾領域２０２ａ）
を除いた窓部２０１ａの略全体に演出画像を表示させることができる。詳述すると、窓部
２０１ａと略同じ大きさの導光板２０２の一方の面に複数の微小レンズ（透明なドット）
を有した装飾層（拡散シート）を備えていると共に、導光板２０２の上下に対向している
一対の外周面に対して光を照射可能なＬＥＤが実装された導光板上装飾基板２０５及び導
光板下装飾基板２０６を備えており、導光板上装飾基板２０５及び導光板下装飾基板２０
６のＬＥＤからの光が導光板２０２の上下の外周面から導光板２０２内に進入し、導光板
２０２の表面と裏面とを交互に反射して導光板２０２に沿って導光される。そして、導光
板２０２内を導光されている光が微小レンズに到達すると、その光が微小レンズによって
前方側へ反射され、前方（遊技者側）から微小レンズが光って見えることとなるため、複
数の微小レンズにより点描された演出画像が発光して表示されることとなる。従って、図
柄表示領域Ａ内において遊技が行われることで変化する遊技状態に応じて導光板２０２に
より演出画像を表示させると、図柄表示領域Ａよりも前方で一部に図柄表示領域Ａが臨ん
でいるドアユニット４の窓部２０１ａの略全体に演出画像が表示されるため、遊技者を驚
かせて強いインパクトを与えることができ、遊技者に対する訴求力を高めることができる
と共に、窓部２０１ａの略全体に亘って大きな演出画像が表示されることで遊技者に対し
て何か良いことがあるのではないかと思わせることができ、遊技者の遊技に対する期待感
を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。この導光板２０２により演出画像を
表示させる際に、正面視において図柄表示領域Ａ内における有効ライン（非装飾領域２０
２ａ）を除いた窓部２０１ａの略全体に亘って演出画像を表示させていることから、有効
ラインが演出画像によって遮られることがなく、遊技者側から図柄表示領域Ａ内の有効ラ
イン上を良好に視認することができるため、遊技における決定的な部位（有効ライン）が
見えなくなることで遊技者に対して不信感を与えてしまうのを回避させることができ、遊
技者が安心して遊技を行うことが可能となり遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させ
ることができる。
【０４４４】
　また、遊技者の操作によって遊技が行われる三つのリール７０による図柄表示領域Ａよ
りも前方に配置されている導光板２０２により演出画像を表示させるようにしていること
から、図柄表示領域Ａを小さくしなくても大きな演出画像を表示させることができるため
、正面視窓部２０１ａ内において図柄表示領域Ａを大きくして目立つようにすることがで
き、遊技者に対する訴求力を高めて遊技するスロットマシンとして本スロットマシン１を
選択させ易くすることができる。
【０４４５】
　また、遊技ユニット３において三つのリール７０により三つの図柄列を変動表示させて
いる状態で、導光板２０２によって演出画像を表示させると、図柄表示領域Ａ内における
有効ライン（非装飾領域２０２ａ）に位置する図柄は見えるもののその他の部位に位置す
る図柄は演出画像に遮られて良好に視認することができないため、非装飾領域２０２ａに
おいて見える図柄から次に非装飾領域２０２ａに来る図柄を予測したり、図柄表示領域Ａ
内における非装飾領域２０２ａ以外の部位に目を凝らして非装飾領域２０２ａに来る図柄
を見るようにしたりしなければならず、変動表示されている図柄列の複数の図柄のうち所
望の図柄が非装飾領域２０２ａ（有効ライン）に位置するタイミングが判り難くなり、有
効ライン上において所望の図柄を停止表示させ難くなる。つまり、有効ライン上において
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所望の図柄を停止表示させる遊技の難易度が高くなるため、遊技者に対してやる気を喚起
させることができ、遊技を楽しませることができると共に、遊技の難易度が高くなること
で遊技者に対して付与される特典が特別なものであると思わせることができ、遊技者を遊
技に集中させて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４４６】
　更に、窓部２０１ａの略全体に亘って演出画像を表示させるものとして、複数の微小レ
ンズ（透明なドット）を有した導光板２０２の外周面から光を照射すると演出画像を表示
させることができるものとしているため、液晶パネルを用いた場合と比較して、演出画像
の表示にかかるコストを低減させることができると共に、表示する演出画像の外周に配置
される構成を小さくすることが可能となり、相対的に導光板２０２を大きくしてより大き
な演出画像を表示させることができ、遊技者に対してより強いインパクトを与えることが
できる。
【０４４７】
　また、導光板２０２における演出画像を表示する部位を、シート状の装飾層としている
ことから、導光板２０２の装飾層に複数の微小レンズを備えても導光板の透明度の低下を
抑制させることができ、演出画像を表示していない時に後側に配置された図柄表示領域Ａ
や他の部材等を良好に視認させることができる。
【０４４８】
　また、導光板２０２の外周面において、導光板上装飾基板２０５及び導光板下装飾基板
２０６のＬＥＤから光が照射されない左右両側面の外周面に、反射層（反射部材）を備え
るようにしているため、反射層により導光板２０２の外周面から光が外方へ漏れるのを防
止して内方へ反射させるようにしているため、導光板２０２の全体に光を導くことができ
、演出画像の全体を均一に発光させることができると共に、導光板２０２内の光量を多く
することができるため、演出画像をより明るく発光させてより見易くすることができ、遊
技者に演出画像を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４４９】
　更に、本実施形態のスロットマシン１によると、電子部品としての中ユニット５のメイ
ン液晶表示装置４５０の後側に、遊技状態に応じて特典を付与する周辺制御基板４７１を
有した周辺制御ユニット４７０が取付けられており、メイン液晶表示装置４５０に備えら
れている複数（二つ）のヒンジ軸部４５１の円柱状に延びている部位が、筐体本体１０内
に配置されている中ユニット５の中ユニットベース４００における複数（二つ）の軸受部
４０７に対して上方向から夫々挿入保持されて、メイン液晶表示装置４５０が中ユニット
ベース４００に対して回動可能に取付けられている。そして、中ユニットベース４００に
おいて、複数の軸受部４０７のうちの一つの軸受部４０７におけるヒンジ軸部４５１が挿
入されている上側に前方へ窪んだ取付凹部４２０が形成されており、この取付凹部４２０
に、ヒンジ軸部４５１が軸受部４０７から外れる方向（上方向）への移動を阻止する防犯
部材４９０が取付けられている。従って、メイン液晶表示装置４５０及び周辺制御ユニッ
ト４７０を中ユニットベース４００から取外す場合、防犯部材４９０を中ユニットベース
４００から取外さないと、メイン液晶表示装置４５０のヒンジ軸部４５１を、中ユニット
ベース４００の軸受部４０７から外してメイン液晶表示装置４５０を取外すことができな
いことから、メイン液晶表示装置４５０及び周辺制御ユニット４７０の取外しに手間がか
かるため、メイン液晶表示装置４５０を持ち去ろうとしたり周辺制御ユニット４７０の周
辺制御基板４７１に不正行為を加えようとしたりする者を焦らせることができ、メイン液
晶表示装置４５０及び周辺制御ユニット４７０の持ち去りや不正行為を躊躇させて盗難や
不正行為等の発生を抑制させるこができる。
【０４５０】
　また、中ユニットベース４００に取付けられている防犯部材４９０を取外すためには、
台座部４９１内に挿入されているキャップ４９２を取外した上で、台座部４９１を取付け
ている図示しないビスを取外す必要があるため、中ユニットベース４００からのメイン液
晶表示装置４５０及び周辺制御ユニット４７０の取外しに手間がかかることとなり、メイ
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ン液晶表示装置４５０及び周辺制御ユニット４７０の持ち去りや不正な改造による不正行
為を躊躇させて盗難や不正行為等の発生を抑制させるこができる。
【０４５１】
　また、防犯部材４９０において、有底筒状の台座部４９１内にキャップ４９２を嵌入さ
せるようにしていると共に、キャップ４９２の図示しない突起を台座部４９１の図示しな
い凹部に突出させて互いに係止させるようにしているため、台座部４９１からキャップ４
９２を取外し難くすることができ、盗難や不正行為等に対する抑止力をより高めることが
できる。なお、台座部４９１とキャップ４９２との間に挿入可能な一対の先端部を有し、
一対の先端部を互いに接近させてキャップ４９２を挟持可能な特殊工具により、台座部４
９１からキャップ４９２を簡単に取外せるようにすることが望ましい。具体的には、この
特殊工具の先端を、台座部４９１の凹部内にキャップ４９２の突起が突出している部位に
挿入すると、特殊工具の先端によって突起を弾性変形させて突起と凹部との係止を解除さ
せることができ、台座部４９１からキャップ４９２を簡単に取外すことができる。そして
、スロットマシン１のメンテナンスを行う者のみがこの特殊工具を所持できるようにする
ことで、メイン液晶表示装置４５０及び周辺制御ユニット４７０に対する盗難や不正行為
等の抑止力を発揮させつつ、メイン液晶表示装置４５０及び周辺制御ユニット４７０に対
するメンテナンスの作業性を向上させることができ、本スロットマシン１を設置する遊技
ホール側の負担を軽減させることができる。
【０４５２】
　更に、中ユニットベース４００における後側の表面から所定深さで窪んだ取付凹部４２
０内に、台座部４９１の一部を挿入して防犯部材４９０が取付けられていることから、マ
イナスドライバーのような先端が平らで尖った工具の先端を、中ユニットベース４００の
表面に沿って防犯部材４９０側へ移動させても、その先端が防犯部材４９０（台座部４９
１）の側面に当接するだけで、中ユニットベース４００と台座部４９１との間に侵入する
ことはないため、マイナスドライバーのような工具を用いても防犯部材４９０を容易に取
外すことができず、不正行為等を行うものに対しては十分な抑止力を発揮させることがで
き、メイン液晶表示装置４５０及び周辺制御ユニット４７０の持ち去りや不正な改造を行
う不正行為を躊躇させて盗難や不正行為等の発生を抑制させることができる。
【０４５３】
　また、中ユニットベース４００に取付けられているメイン液晶表示装置４５０を、複数
のヒンジ軸部４５１を中心にして中ユニットベース４００に対してヒンジ回転させること
ができるため、メイン液晶表示装置４５０よりも中ユニットベース４００側に配置されて
いる部材をメンテナンスしたり、メイン液晶表示装置４５０を中ユニットベース４００と
対面する側からメンテナンスしたりする時に、中ユニットベース４００からメイン液晶表
示装置４５０を取外さなくてもメンテナンスすることができ、メンテナンスにかかる手間
を簡略化して遊技ホール側の負荷を軽減させることができる。
【０４５４】
　更に、上述したように、防犯部材４９０によって中ユニットベース４００からメイン液
晶表示装置４５０が不正に取外されるのを防止することができるため、メイン液晶表示装
置４５０の後側に遊技状態に応じて特典を付与する周辺制御基板４７１を有した周辺制御
ユニット４７０を取付けても、周辺制御ユニット４７０がメイン液晶表示装置４５０ごと
中ユニットベース４００から取外されて周辺制御ユニット４７０の周辺制御基板４７１に
対して不正な改造が行われるのを防止することができ、特典を付与する周辺制御基板４７
１に不正行為が行われることで遊技ホール側の負担の増加を回避させることができる。
【０４５５】
　また、遊技にかかる制御のうち、特典の付与にかかる制御を行う周辺制御基板４７１を
、メイン液晶表示装置４５０の後側に取付けていることから、その他の制御を行う主制御
基板２１を他の部位（筐体本体１０内）に取付けるようにしているため、遊技にかかる制
御を複数の基板で分担しており、過負荷の発生を防止することが可能となり、過負荷によ
る遊技の中断により遊技者に苛立ちを与えるのを回避させることができ、遊技者の遊技に
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対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０４５６】
　更に、本実施形態のスロットマシン１によると、ドアユニット４のトップカバーユニッ
ト２００におけるトップカバー２０１の窓部２０１ａを通して視認可能な遊技ユニット３
の図柄表示領域Ａ（遊技領域）内において上から下へ向かって図柄列の図柄が変動する遊
技に対して、その遊技状態を表示する状態表示器８００を、正面視において図柄表示領域
Ａの下辺と接するように配置すると共に、図柄表示領域Ａの下辺の長さよりも短い帯状に
形成しているため、図柄表示領域Ａ内と状態表示器８００との間の視線移動の距離が可及
的に短くなり、図柄表示領域Ａに注目している遊技者の視界に状態表示器８００を入り易
くすることができ、状態表示器８００に表示される遊技状態等を確実に認識させることが
できると共に、視線移動が小さくなることで早期に眼球が疲労するのを低減させることが
でき、眼球疲労によって遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。ま
た、図柄表示領域Ａと状態表示器８００との間の視線移動が小さくなるため、状態表示器
８００をより見易くして遊技者に対して遊技状態等の情報を的確に認識させることができ
、遊技をより楽しませて遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０４５７】
　また、状態表示器８００の前面から前方に延びた垂直線が正面視における図柄表示領域
Ａの前面から前方に延びた垂直線と交差するように、状態表示器８００の前面を前上方を
向くように傾斜させていることから、スロットマシン１の正面に位置した遊技者に向かっ
て状態表示器８００の前面を向けさせることができるため、状態表示器８００をより見え
易くすることができ、上述した作用効果を確実に奏することができる。
【０４５８】
　更に、上から下へ向かって図柄列の図柄が変動する遊技が行われる図柄表示領域Ａの正
面視において下辺と接する位置に状態表示器８００を配置していることから、図柄表示領
域Ａ内で行われている遊技に遊技者が注目すると、図柄の変動に合わせて遊技者の視線が
上から下へ向かって移動することとなり、図柄表示領域Ａの下側に位置した状態表示器８
００に視線が移動し易くなるため、状態表示器８００をより見易くすることができ、状態
表示器８００に表示される投入口１２３に投入されて遊技に使用可能なメダルの貯留数、
メダルの払出数、一回の遊技に使用するメダルの数（ベット数）、再遊技（リプレイ）、
等の遊技状態等を確実に認識させることができる。
【０４５９】
　また、ドアユニット４の正面視において最も目立つ位置に配置されている図柄表示領域
Ａの下辺と接するように状態表示器８００を取付けていることから、状態表示器８００も
また目立つ位置に配置されているため、ドアユニット４の後側においても目立つ位置に状
態表示器８００の後面が位置することとなる。そして、この状態表示器８００の後側に設
定表示器８１０を取付けていると共に、スイッチユニット６０の設定スイッチ６２を筐体
本体１０内部の前端付近に取付けているため、スロットマシン１の設定を変更するために
筐体本体１０（筐体ユニット２）からドアユニット４を開くと、ドアユニット４の後側と
筐体本体１０内部とが一緒に視認できる状態となり、ドアユニット４の後側に取付けられ
た設定表示器８１０を見ながら筐体本体１０内部の前端付近に取付けられた設定スイッチ
６２を操作することができ、遊技内容の設定作業を行い易くすることができる。この設定
スイッチ６２を操作して設定を変更する際に、設定表示器８１０がドアユニット４の後側
における目立つ位置（状態表示器８００の後側）に取付けられているため、設定表示器８
１０を探さなくても容易に見つけることができる。
【０４６０】
　また、ドアユニット４に取付けられている状態表示器８００及び設定表示器８１０に対
して、筐体本体１０内に取付けられている主制御ユニット２０により遊技状態や設定状態
を表示させるようにしており、状態表示器８００及び設定表示器８１０と主制御ユニット
２０とを接続するための配線部材を、部分的に共用したり一緒に束ねたりすることが可能
となるため、スロットマシン１の組立てにかかる手間を簡略化したり構成部品を少なくし
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たりすることができ、スロットマシン１にかかるコストの増加を抑制させることができる
。
【０４６１】
　更に、本実施形態のスロットマシン１によると、中ユニット５の上部可動演出ユニット
６００における上中可動演出ユニット６５０の回動駆動機構６９０によって、上中左可動
装飾体ユニット６６０を、上中ベース６５１の左用軸部６５１ａを中心に回動させると、
上中左可動装飾体ユニット６６０における左装飾体ベース６６２に形成されている長孔状
の左伝達スリット６６２ｄが左用軸部６５１ａ（回動軸受部６６２ｃ）を中心にして公転
することとなる。この左伝達スリット６６２ｄ内には伝達スライダ６８０の左伝達ピン６
８１が摺動可能に挿入されていることから、左伝達スリット６６２ｄの公転に伴って左伝
達スリット６６２ｄ内を左伝達ピン６８１が摺動すると共に、左伝達ピン６８１が公転す
る左伝達スリット６６２ｄに押圧されて伝達スライダ６８０が上下方向へスライドするこ
ととなる。詳述すると、例えば、回動駆動機構６９０によって、左伝達スリット６６２ｄ
が左用軸部６５１ａと右用軸部６５１ｂとを結んだ軸線から遠ざかる方向へ上中左可動装
飾体ユニット６６０を回動させた時には、左伝達スリット６６２ｄ内に摺動可能に挿入さ
れている左伝達ピン６８１を介して伝達スライダ６８０が、左用軸部６５１ａと右用軸部
６５１ｂとを結んだ軸線から遠ざかるように同じ方向へ移動することとなる。この伝達ス
ライダ６８０には、上中右可動装飾体ユニット６７０の右伝達スリット６７２ｄ内に摺動
可能に挿入されている右伝達ピン６８２を備えていることから、上中左可動装飾体ユニッ
ト６６０の回動に伴って伝達スライダ６８０が上下方向の一方へスライドすると、右伝達
ピン６８２も一緒に同じ方向へ移動するため、移動する右伝達ピン６８２によって右伝達
スリット６７２ｄが上下方向の一方へ押圧され、右伝達ピン６８２が右伝達スリット６７
２ｄ内を摺動すると共に右伝達スリット６７２ｄが右用軸部６５１ｂを中心にして公転す
るように、上中右可動装飾体ユニット６７０が右用軸部６５１ｂを中心に回動することと
なる。
【０４６２】
　この際に、左伝達スリット６６２ｄと右伝達スリット６７２ｄは、夫々左用軸部６５１
ａ（回動軸受部６６２ｃ）及び右用軸部６５１ｂ（回動軸受部６７２ｃ）から特定距離（
左用軸部６５１ａと右用軸部６５１ｂとの離間距離）の範囲内に夫々形成されていると共
に、伝達スライダ６８０の左伝達ピン６８１及び右伝達ピン６８２が正面視において左用
軸部６５１ａと右用軸部６５１ｂとの間となる部位に配置されているため、右伝達ピン６
８２の押圧により右伝達スリット６７２ｄが、左伝達スリット６６２ｄとは反対方向に公
転することとなる。つまり、回動駆動機構６９０により上中左可動装飾体ユニット６６０
を所定方向へ回動させると、伝達スライダ６８０を介して上中右可動装飾体ユニット６７
０が、上中左可動装飾体ユニット６６０とは反対方向に回動することとなるため、正面視
において、上中左可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０の先端
側同士を最も遠ざけて離反させた状態としたり、上中左可動装飾体ユニット６６０及び上
中右可動装飾体ユニット６７０の先端同士を互いに当接（合体）させて一つの大きな円環
状の装飾体の状態としたりすることができる。そして、上中左可動装飾体ユニット６６０
及び上中右可動装飾体ユニット６７０の先端同士を最も離反させた状態とすると、上中左
可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０が前カバー６５２の後方
に位置して、遊技者側から視認不能な状態となる。
【０４６３】
　従って、上中可動演出ユニット６５０の回動駆動機構６９０により上中左可動装飾体ユ
ニット６６０を適宜方向へ回動させると、上中左可動装飾体ユニット６６０と上中右可動
装飾体ユニット６７０とを合体させて大きな装飾体を出現させたり、上中左可動装飾体ユ
ニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０を隠したりすることができるため、上
中左可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０の出現により遊技者
に対して強いインパクトを与えることができ、遊技者の関心を上中左可動装飾体ユニット
６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０に強く引付けさせることができると共に、上
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中左可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０の出現により遊技者
に対して何か良いことがあるのではないかと思わせることができ、遊技者の遊技に対する
期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４６４】
　また、本実施形態のスロットマシン１では、上中左可動装飾体ユニット６６０及び上中
右可動装飾体ユニット６７０を上中ベース６５１の左用軸部６５１ａ及び右用軸部６５１
ｂに回動可能に取付けると共に、上中ベース６５１にスライド可能に取付けられている伝
達スライダ６８０の左伝達ピン６８１及び右伝達ピン６８２を上中左可動装飾体ユニット
６６０の左伝達スリット６６２ｄ内及び上中右可動装飾体ユニット６７０の右伝達スリッ
ト６７２ｄ内に摺動可能に取付けるだけで、一対の装飾体（上中左可動装飾体ユニット６
６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０）を互いに相反する方向に回動させる上中可動
演出ユニット６５０を確実に組立てることができるため、組間違いを防止して組立にかか
る手間を低減させることができ、スロットマシン１にかかるコストの増加を抑制させるこ
とができる。
【０４６５】
　更に、左用軸部６５１ａ及び右用軸部６５１ｂを上中ベース６５１の前面側及び後面側
に夫々取付けるようにしており、蓋然的に、上中ベース６５１の前面側及び後面側に上中
左可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０が取付けられることと
なり、上中左可動装飾体ユニット６６０と上中右可動装飾体ユニット６７０の前後方向に
位置が異なることとなるため、正面視において、上中左可動装飾体ユニット６６０及び上
中右可動装飾体ユニット６７０を、夫々の先端側が左用軸部６５１ａ及び右用軸部６５１
ｂから、右用軸部６５１ｂ及び左用軸部６５１ａを通り越して反対側へ延びるように形成
することができる。つまり、左用軸部６５１ａと右用軸部６５１ｂとの間の中央を、中ユ
ニット５（スロットマシン１）の左右方向の中央と一致させた状態で、上中左可動装飾体
ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０の先端側を、左用軸部６５１ａ（回
動軸受部６６２ｃ）及び右用軸部６５１ｂ（回動軸受部６７２ｃ）から、右用軸部６５１
ｂ及び左用軸部６５１ａを通り越して中ユニット５の左右方向の端部付近まで延出させる
ことができるため、上中左可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７
０の長さを、中ユニット５の左右方向の長さの半分よりも長くすることができ、上中左可
動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０を従来よりも可及的に長く
（大きく）することができる。従って、上中左可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動
装飾体ユニット６７０を、より大型化することができるため、大型の一対の上中左可動装
飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０が合体することでより大型の装
飾体を遊技者に見せることができ、遊技者に対して強いインパクトを与えることができる
と共に、遊技者の関心を強く引付けることができ、一対の上中左可動装飾体ユニット６６
０及び上中右可動装飾体ユニット６７０の動き等を楽しませて遊技に対する興趣の低下を
抑制させることができる。
【０４６６】
　また、回動駆動機構６９０により上中左可動装飾体ユニット６６０を回動させると、伝
達スライダ６８０を介して上中右可動装飾体ユニット６７０を相反する方向へ回動させる
ことができるため、上中左可動装飾体ユニット６６０と上中右可動装飾体ユニット６７０
とを別々の駆動源（例えば、駆動モータ、駆動ソレノイド、等）により回動させるように
した場合と比較して、回動駆動機構６９０にかかる構成を簡略化することができ、回動駆
動機構６９０に必要なスペースを小さくすることができると共に、回動駆動機構６９０が
小さくなることで相対的に空きスペースを確保し易くすることができ、空きスペースの確
保によって上中左可動装飾体ユニット６６０及び上中右可動装飾体ユニット６７０をより
大型化することができる。
【０４６７】
　更に、本実施形態のスロットマシン１によると、正面視において、中ユニット５の中央
可動演出ユニット５００における略長方形状のベースユニット５１０の下側の長辺が遊技
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領域としての図柄表示領域Ａと隣接していると共に、ベースユニット５１０の上側の長辺
がメイン液晶表示装置４５０と隣接しており、ベースユニット５１０内において長辺方向
（左右方向）の中央を境にして対称に一対の進退ユニット５３０（左ユニット５３０Ｌ及
び右ユニット５３０Ｒ）が収容されている。この状態で、図柄表示領域Ａ内で行われる遊
技により変化する遊技状態に応じて進退駆動機構５７０の中央昇降駆動モータ５７１が駆
動されると、一対の進退ユニット５３０の夫々の後端が押圧され、一対の進退ユニット５
３０の先端側が、夫々ベースユニット５１０の誘導部５１３に誘導されてベースユニット
５１０におけるメイン液晶表示装置４５０側（上側）の長辺の中央から互いに当接した状
態で真っ直ぐに外方（上方）へ突出することとなり、一対の進退ユニット５３０の先端同
士を連結している連結ベース５５１を介して透光性を有した中央可動装飾体５５３が、メ
イン液晶表示装置４５０の前面側でベースユニット５１０から遠ざかるように移動するこ
ととなる。この連結ベース５５１には、中央可動装飾体５５３の後側に中央可動装飾体装
飾基板と中央回転駆動モータ５５４とからなる電装演出部材が取付けられており、中央可
動装飾体装飾基板によって中央可動装飾体５５３を発光装飾させたり、中央回転駆動モー
タ５５４により中央可動装飾体５５３を回転させたりして演出駆動させることができるた
め、進退駆動機構５７０による中央可動装飾体５５３の移動（昇降）と合わせてより多彩
な演出を遊技者に提示することができ、遊技者を飽きさせ難くすることができると共に、
多彩な演出により中央可動装飾体５５３による演出効果のインパクトをより高めることが
でき、遊技者を楽しませて遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。そして、
中央回転駆動モータ５５４等の電装演出部材に電気等を供給するための配線部材５２５が
、進退ユニット５３０の複数の保持片（第一外側プレート５３１の係止片５３１ａ、第二
外側プレート５３２の挟持部５３２ｂ、及び内側第二プレート５３４の係止片５３４ｂ）
に保持させていることから、配線部材５２５が帯状の進退ユニット５３０に沿って延びた
状態となっているため、遊技者側からは配線部材５２５が一対の進退ユニット５３０と一
体に見え、全体的な見栄えを向上させることが可能となり、ベースユニット５１０から突
出する中央可動装飾体５５３の装飾や動き等による演出効果を十分に発揮させることがで
き、遊技者を楽しませて遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０４６８】
　また、可撓性を有した一対の進退ユニット５３０をベースユニット５１０から外方へ突
出させる際に、一対の進退ユニット５３０が、複数の第一コマ（外側第一プレート５３１
）及び第二コマ（内側第一プレート５３３）に備えられている磁石５３８の磁力によって
互いに吸引し合い、複数の第一コマ及び第二コマが直線状に延びた状態で互いに当接する
と共に、直線状に延びた外側第一プレート５３１及び内側第一プレート５３３が、回動規
制機構を構成している規制突起５３１ｄと規制凹部５３３ｂとの当接により、互いに当接
している側への回動が規制されているため、一対の進退ユニット５３０が互いに当接して
いる方向に対して一方側へ曲がろうとしても、外周側となる進退ユニット５３０が回動規
制機構によってこれ以上曲がることができず、一対の進退ユニット５３０が直線状に延び
た状態で維持される。従って、一対の進退ユニット５３０におけるベースユニット５１０
から外方に突出している部位の剛性が更に高くなるため、一対の進退ユニット５３０の先
端に取付けられている中央可動装飾体５５３や中央回転駆動モータ５５４等の電装演出部
材等をより十分に支持することができることから、一対の進退ユニット５３０の先端側に
取付けられる中央可動装飾体５５３を大きくしたり複雑な演出駆動が可能な電装演出部材
を備えるようにしたりすることができるため、より演出効果の高い中央可動装飾体５５３
を備えることができ、中央可動装飾体５５３による演出をより楽しませて遊技に対する興
趣の低下を抑制させることができる。
【０４６９】
　更に、進退ユニット５３０の複数の保持片（第一外側プレート５３１の係止片５３１ａ
、第二外側プレート５３２の挟持部５３２ｂ、及び内側第二プレート５３４の係止片５３
４ｂ）を、進退駆動機構５７０により互いに当接させられる側とは反対側に備えているた
め、複数の保持片（第一外側プレート５３１の係止片５３１ａ、第二外側プレート５３２
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の挟持部５３２ｂ、及び内側第二プレート５３４の係止片５３４ｂ）に配線部材５２５を
保持させた状態で一対の進退ユニット５３０を互いに当接させても、配線部材５２５が一
対の進退ユニット５３０によって挟まれることはなく、配線部材５２５が挟まれることで
摩耗して漏電や断線等の不具合の発生を防止することができ、中央回転駆動モータ５５４
等の電装演出部材を確実に駆動させて上述した作用効果を確実に発揮させることができる
。また、一対の進退ユニット５３０が互いに当接する側とは反対側で配線部材５２５を保
持しているため、夫々の進退ユニット５３０に備えられている磁石５３８により互いを引
寄せ合って磁着させる際に配線部材５２５により磁力が弱められることはなく、一対の進
退ユニット５３０同士を、夫々の磁石５３８によって良好に互いを磁着させることができ
、ベースユニット５１０から突出している一対の進退ユニット５３０の剛性を高めさせて
先端側に取付けられている中央可動装飾体５５３や中央回転駆動モータ５５４等の電装演
出部材等を十分に支持することができる。
【０４７０】
　また、一対の進退ユニット５３０をベースユニット５１０から外方へ突出させる時には
、一対の進退ユニット５３０の後端を夫々押圧し、外方へ突出している一対の進退ユニッ
ト５３０をベースユニット５１０内に後退させる時には、一対の進退ユニット５３０の後
端を夫々牽引するようにしていることから、複数の保持片（第一外側プレート５３１の係
止片５３１ａ、第二外側プレート５３２の挟持部５３２ｂ、及び内側第二プレート５３４
の係止片５３４ｂ）により進退ユニット５３０に沿って保持されている配線部材５２５が
、進退駆動機構５７０における進退ユニット５３０を移動させための部材に接触すること
はなく、配線部材５２５に不具合が発生するのを防止することができる。
【０４７１】
　また、一対の進退ユニット５３０を、ベースユニット５１０内において誘導部５１３に
より誘導させるようにしていることから、進退駆動機構５７０により帯状の進退ユニット
５３０の後端を押圧した時に、進退ユニット５３０がベースユニット５１０内で波打つよ
うに屈曲してしまうのを防止することができ、誘導部５１３により進退ユニット５３０を
その移動方向（誘導部５１３の延びている方向）へ向かって真直ぐに誘導させることがで
きるため、進退駆動機構５７０により押圧された分だけ進退ユニット５３０の先端側を確
実に移動させることができ、一対の進退ユニット５３０の先端側をベースユニット５１０
の外方へ問題なく突出させることが可能となり、上述した作用効果を確実に奏するスロッ
トマシン１を具現化することができる。
【０４７２】
　更に、進退ユニット５３０に取付けられている複数のローラ５３６を、誘導部５１３に
おいて転動させることにより進退ユニット５３０を誘導するようにしているため、進退ユ
ニット５３０を摺動させて誘導するようにした場合と比較して、進退ユニット５３０を誘
導する時に作用する抵抗を小さくすることができ、進退ユニット５３０をスムーズに誘導
させることができる。
【０４７３】
　また、進退ユニットを形成している第一コマ及び第二コマを、夫々外側第一プレート５
３１と外側第二プレート５３２、及び、内側第一プレート５３３と内側第二プレート５３
４、によって夫々構成するようにしているため、帯板状の外側第一プレート５３１と外側
第二プレート５３２、及び、内側第一プレート５３３と内側第二プレート５３４、の両端
が夫々連結ピン５３５により連結されることで第一コマ及び第二コマが夫々四角い枠状と
なり、各第一コマ及び第二コマの剛性を高くすることができ、進退駆動機構５７０によっ
てベースユニット５１０から一対の進退ユニット５３０を外方へ突出させた時に、先端に
取付けられた中央可動装飾体５５３（中央可動装飾体ユニット５５０）を良好な状態で支
持することができる。
【０４７４】
　また、ベースユニット５１０の短辺を進退ユニット５３０（左ユニット５３０Ｌ及び右
ユニット５３０Ｒ）よりも短くし、ベースユニット５１０の長辺から一対の進退ユニット
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５３０を上方へ突出させるようにしているため、進退駆動機構５７０により一対の進退ユ
ニット５３０を上方へ突出させると、一対の進退ユニット５３０の先端がベースユニット
５１０の短辺よりも長く上方へ突出することとなり、中央可動装飾体ユニット５５０をベ
ースユニット５１０の短辺よりも長く移動させることができる。従って、ベースユニット
５１０の長辺から上方へ移動する中央可動装飾体ユニット５５０が、ベースユニット５１
０の短辺よりも長く移動させることができるため、遊技者を不思議がらせることができ、
遊技者の関心を中央可動装飾体ユニット５５０に強く引き付けることができると共に、大
きく移動する中央可動装飾体ユニット５５０により遊技者を大いに驚かせることができ、
遊技者を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４７５】
　更に、正面視図柄表示領域Ａに隣接して配置されたベースユニット５１０から図柄表示
領域Ａとは反対側となる上方へ中央可動装飾体ユニット５５０（中央可動装飾体５５３）
を突出（上昇）させるようにしているため、中央可動装飾体ユニット５５０を上方へ突出
させても中央可動装飾体ユニット５５０により図柄表示領域Ａ内が遮られることはなく、
遊技者に対して図柄表示領域Ａ内の図柄を良好に視認させることができ、図柄表示領域Ａ
内での遊技を確実に楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４７６】
　また、ベースユニット５１０（中央可動装飾体ユニット５５０）を、正面視において図
柄表示領域Ａと隣接するように配置していることから、遊技者が図柄表示領域Ａ内を視認
すると中央可動装飾体ユニット５５０が視界に入り易くなるため、進退駆動機構５７０や
中央回転駆動モータ５５４により中央可動装飾体ユニット５５０を可動（移動）させた際
に、遊技者に対して中央可動装飾体ユニット５５０の可動に気付かせ易くすることができ
、可動する中央可動装飾体ユニット５５０に視線を移させて中央可動装飾体ユニット５５
０（中央可動装飾体５５３）の可動を確実に見せることができると共に、中央可動装飾体
ユニット５５０の可動を楽しませることができ、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制
させることができる。
【０４７７】
　また、中央可動装飾体５５３（中央可動装飾体ユニット５５０）をベースユニット５１
０から突出させると、中央可動装飾体５５３がメイン液晶表示装置４５０に表示されてい
る演出画像の一部を遮るため、遊技者に対して中央可動装飾体５５３の突出（移動）に気
付かせ易くすることができ、遊技者の関心を中央可動装飾体５５３に引付けることができ
ると共に、遊技者を中央可動装飾体５５３に注目させることで中央可動装飾体５５３によ
る演出を遊技者に楽しませることができ、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させる
ことができる。
【０４７８】
　なお、本実施形態に記載されたスロットマシン１に代表される遊技機は、以下の技術思
想としてあらわすことができる。
【０４７９】
［技術思想］
　本技術思想の遊技機は、図柄が可変表示される複数の図柄列と、前記図柄列に対応して
設けられ、可変表示状態にある前記図柄列を停止させることが可能な停止操作手段と、前
記停止操作手段が操作されたことに基づいて、所定の抽選結果が示されるように可変表示
状態にある図柄列を停止させる制御を実行可能な停止制御手段と、を備え、前記複数の図
柄列が停止されたときに、所定の表示窓にゲーム結果があらわれる遊技機であって、前記
複数の図柄列のうち少なくとも一の図柄列は、多数の主図柄が可変表示可能な主図柄列と
、前記所定の表示窓において前記主図柄の少なくとも一部をかくすかたちで副図柄を含む
画像を可変表示可能な副図柄列とで構成されてなり、前記遊技機は、さらに、前記一の図
柄列が停止されたことによって前記副図柄列に表示された副図柄と、該一の図柄列とは別
の図柄列が停止されたことによってあらわれた図柄とにより構成される図柄組み合わせと
して、特定の図柄組み合わせがあらわれると、遊技者に有利な特典を付与可能な特典付与
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手段を備えており、前記停止制御手段は、前記一の図柄列に対応する停止操作手段が操作
されたことに基づいて、可変表示状態にある前記主図柄列を停止させる制御を実行する主
停止制御手段と、可変表示状態にある前記副図柄列を停止させる制御を実行可能な副停止
制御手段とを有し、当該一の図柄列については前記主図柄列の停止に伴って前記副図柄列
も停止されうるようにしたことを特徴とするものである。
【０４８０】
　上記技術思想に記載の遊技機は、図柄が可変表示される複数の図柄列（リール７０、サ
ブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒを全て含む概念）と、図柄列
に対応して設けられ、可変表示状態にある図柄列を停止させることが可能な停止操作手段
（停止ボタン１２８）と、停止操作手段が操作されたことに基づいて、所定の抽選結果が
示されるように可変表示状態にある図柄列を停止させる制御を実行可能な停止制御手段と
を備えている。複数の図柄列が停止されると、所定の表示窓（図柄表示領域Ａ）にゲーム
結果としての図柄組み合わせがあらわれる。
【０４８１】
　また、複数の図柄列のうち少なくとも一の図柄列（実施形態では左リール７０Ｌ及び右
リールＲ）は、多数の主図柄（図柄）が可変（回転）表示可能な主図柄列（リール７０）
と、所定の表示窓において主図柄をかくす（主図柄の一部が少なくともかくされていれば
よい）かたちで副図柄（サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサブ右液晶表示装置７１０Ｒに
表示される図柄）を含む画像を表示可能な副図柄列（サブ左液晶表示装置７１０Ｌ及びサ
ブ右液晶表示装置７１０Ｒ）を有している。
【０４８２】
　これにより、例えば従来のスロットマシンなどの遊技機であれば、上段、中段、下段に
はリールに付された図柄があらわれるところ、本技術思想の遊技機では、常には主図柄列
のみで図柄列が構成されるものの、所定の条件が成立したときには、主図柄列の前方に副
図柄列があらわれることとなる。
【０４８３】
　このとき、副図柄列が主図柄列の前方に主図柄（主図柄のうち少なくとも一部）をかく
すかたちであらわれる。そして、一の図柄列に対応する停止操作手段が操作されると、可
変表示状態にある主図柄列を停止させる制御が主停止制御手段（主制御基板２１が有する
機能）により実行されるとともに、可変表示状態にある副図柄列を停止させる制御が副停
止制御手段（周辺制御基板４７１が有する機能）により実行される。すなわち、停止操作
手段が操作されると、主図柄列のみならず副図柄列ついてもあわせて停止されうることと
なる。
【０４８４】
　なお、主図柄列のみで図柄列が構成される別の図柄列に対応する停止操作手段が操作さ
れると、可変表示状態にある主図柄列を停止させる制御が主停止制御手段（主制御基板２
１が有する機能）により実行される。したがって、一の図柄列に対応する停止操作手段及
び別の図柄列に対応する停止操作手段が操作されると、一の図柄列における副図柄列に表
示された副図柄と、一の図柄列とは別の図柄列（本実施形態の中リール７０Ｍのように副
図柄列（サブ液晶表示装置）が前方にあらわれずに主図柄列（中リール７０Ｍ）のみで構
成される図柄列）が停止されたことによってあらわれた主図柄とにより図柄組み合わせが
構成されることとなる。
【０４８５】
　これにより、表示窓には、主図柄による図柄組合せのみならず副図柄を含む図柄組み合
わせ（主図柄と副図柄とで構成される図柄組み合わせ）もあらわれることとなり、興趣の
低下を抑制することが可能となる。とくに副図柄列は、リールに付された図柄のように固
定的なものではなく、任意の画像が表示されるよう制御可能な表示手段（液晶表示器など
）で構成されているので、バリエーションに富んだ図柄組み合わせが表示窓にあらわれる
ようにすることができる。そして、この図柄組み合わせ（主図柄と副図柄とで構成される
図柄組み合わせ）が特定の図柄組み合わせであると、遊技者に有利な特典が付与される。
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この特典は、遊技者に有利なゲーム（スロットマシンであれば例えばＡＴゲームなど、パ
チンコ機であれば例えば確変遊技（大当たり抽選の当選確率が高められる遊技状態）など
）が相当する。
【０４８６】
　なお、副図柄列に表示可能な図柄は、主図柄列に付された図柄よりも広い概念であって
、主図柄列に付された図柄のみならず、模様や文字なども含む概念である。したがって、
副図柄列には、主図柄列に付された図柄と同じ図柄に限らず、主図柄列に存在しない図柄
が表示されるようにしてもよい。
【０４８７】
　また、本実施形態では、一の図柄列に対応する停止操作手段が操作されると、主図柄列
及び副図柄列の両方が停止されるように構成されているが、これに限られず、一の図柄列
に対応する停止操作手段として、主図柄列を停止させる停止操作手段と、副図柄列を停止
させる停止操作手段とが別個に設けられるようにしてもよい。また、副図柄列には、図柄
や絵柄のみならずキャラクタ演出などが表示されるようにしてもよいことはいうまでもな
い。
【０４８８】
　以上、本発明について好適な実施形態を挙げて説明したが、本発明はこれらの実施形態
に限定されるものではなく、以下に示すように、本発明の要旨を逸脱しない範囲において
、種々の改良及び設計の変更が可能である。
【０４８９】
　すなわち、上記実施形態では、遊技機としてスロットマシン１（パチスロ機）に適用し
たものを示したが、これに限定するものではなく、パチンコ機や、パチンコ機とパチスロ
機とを融合させてなる遊技機に、適用しても良く、この場合でも、上記と同様の作用効果
を奏することができる。また、パチンコ機や、パチンコ機とパチスロ機とを融合させてな
る遊技機に、適用する場合には、大当り、小当り、確変状態（高確率状態）、時短状態、
確変大当り（大当り後に確変状態に制御する大当り）、及び非確変大当り（大当り後に確
変状態に制御しない大当り）等のうちいずれかを上記した特典としてもよく、またＡＲＴ
ゲームとして時短状態とし、ＳＡＲＴゲームとして確変状態（高確率状態）としてもよく
、この場合には時短状態等の非確変状態（低確率状態）から確変状態）（高確率状態）へ
昇格させるか否かの昇格演出を実行するようにしてもよい。また、非確変大当りから確変
大当りへ昇格させるか否かの昇格演出を実行するようにしてもよい。
【符号の説明】
【０４９０】
Ａ　図柄表示領域（遊技領域）
１　スロットマシン
２　筐体ユニット
３　遊技ユニット
４　ドアユニット
５　中ユニット
１０　筐体本体（筐体）
７０　リール
７０Ｌ　左リール
７０Ｍ　中リール
７０Ｒ　右リール
１２０　操作ユニット（操作部）
２００　トップカバーユニット
２０１　トップカバー
２０１ａ　窓部
３００　前可動演出ユニット
３０２　後方視認可能領域（特定領域）
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３１０　前可動装飾体（第二可動部材、可動部材）
７００　横部可動演出ユニット
７１０Ｌ　サブ左液晶表示装置（第一可動部材、可動部材）
７１０Ｒ　サブ右液晶表示装置（第一可動部材、可動部材）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】
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【図３１】 【図３２】

【図３３】 【図３４】
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【図３５】 【図３６】

【図３７】 【図３８】
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【図３９】 【図４０】

【図４１】 【図４２】
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【図４３】 【図４４】

【図４５】 【図４６】
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【図４７】 【図４８】

【図４９】 【図５０】
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【図５１】 【図５２】

【図５３】 【図５４】
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【図５５】 【図５６】
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